
    
 

 

    
 

 

「
波
の
中
の
二
人
」 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

古
世

ふ

る

せ 

映え
い

多た 

      



登

場

人

物

表 

  

新

田

俊

也

と

し

や 

（

６

６

）
（

６

）
（

８

） 
 

無

職 

 

室

井

紗さ

や

香か

 

（

２

９

） 
 

 
 
 

元 

看

護

師 

 

新

田

澄

江

す

み

え 
（

３

０

・

回

想

時

） 

俊

也

の

母 

多

恵 
 

 

（

６

６

・

回

想

時

）

俊

也

の

祖

母 

剣

崎

貢 
 

（

３

５

）
偽

物

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

代

表

 

黒

川

勝

也 

（

３

２

） 
 

 
 

剣

崎

の

手

下 

 

立

石

守 
 

（

２

３

） 
 

 
 

剣

崎

の

手

下 

 

剛

田 
 

 

（

２

１

） 
 

 
 

 
暴

漢

野

郎 

 

細

石 
 

 

（

２

１

） 
 

 
 

 

暴

漢

野

郎 

 

杉

下 
 

 

（

４

８

） 
 

ホ

テ

ル

の

支

配

人 

 

引

田 
 

 

（

３

２

）
リ

サ

イ

ク

ル

シ

ョ

ッ

プ

店

員

 

 

俊

也

の

叔

父

（

２

８

・

回

想

時

） 
 

声

の

み 

 



 

あ

ら

す

じ 

元

々

生

き

る

価

値

の

薄

い

ま

ま

年

老

い

た

俊

也

は

、

生

き

る

気

力

を

失

い

僅

か

な

所

持

金

を

手

に

、

ワ

ゴ

ン

車

で

、

死

の

旅

に

出

る

。 

冥

土

の

土

産

に

、

大

好

き

な

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

を

再

度

観

続

け

、

日

本

の

風

景

の

ビ

ジ

ュ

ア

ル

を

頭

に

詰

め

込

み

な

が

ら

、

所

持

金

が

尽

き

る

ま

で

、

ワ

ゴ

ン

車

で

海

沿

い

を

旅

す

る

。

最

後

に

逝い

き

着

こ

う

と

想

っ

て

い

る

所

は

、

太

平

洋

の

果

て

に

在

る

と

い

う

、

良

い

マ

チ

世

界

だ

っ

た

。 

死

へ

の

旅 

初

日

に

、
海

を

眺

め

る

俊

也

に

、
六

十

年

前

の

光

景

が

、

死

の

世

界

を

意

味

す

る

良

い

マ

チ

世

界

と

い

う

言

葉

が

、

母

の

無

残

な

姿

が

、

痛

烈

に

蘇

っ

て

来

る

。 

老

人

の

域

に

入

る

俊

也

は

、

こ

の

死

へ

の

旅

に

、

連

れ

な

ど

想

像

も

し

て

い

な

か

っ

た

、

し

か

し

旅

の

２

日

め

の

映

画

館

で

、

妙

な

女

性

、

紗

香

と

出

遭

っ

て

し

ま

う

。

紗

香

は

何

故

か

？

淑

や

か

な

女

性

言

葉

と

、

ギ

ャ

ル

ぽ

い

女

の

子

言

葉

を

使

い

分

け

、

俊

也

に

話

し

か

け

て

来

た

。

俊

也

は

異

様

な

雰

囲

気

の

紗



 

香

と

接

す

る

気

は

無

か

っ

た

が

、

妙

な

成

り

行

き

か

ら

、
ワ

ゴ

ン

車

で

の

生

死

の

旅

を

承

諾

し

て

し

ま

う

。 

 
 

死

望

老

人

と

薬

物

オ

ン

ナ

。 

二

人

の

旅

路

に

、

様

々

な

、

色

波

が

渦

巻

く

。 

 
 

二

人

が

辿

り

着

く

世

界

は

…

…

？ 

  



 

〇

街

の

デ

ィ

ス

カ

ウ

ン

ト

シ

ョ

ッ

プ

・

店

内 

 
 

 

新

田

俊

也

（

６

６

）

が

、

中

古

の

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映 

画

の

ト

ー

ル

ケ

ー

ス

を

３

本

、

手

に

取

り

レ 
ジ

に

向

か

う

。 

レ

ジ

の

テ

ー

ブ

ル

に

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

を

並

べ

る

。 

邦

画

の

「

五

番

町

夕

霧

楼

」

と

「

ゴ

ジ

ラ

」 

洋

画

の

「

ブ

ー

ベ

の

恋

人

」

の

タ

イ

ト

ル

が 

見

え

る

。 

店

員

「

こ

の

３

本

の

Ｄ

Ｖ

Ｄ

で

、

宜

し

い

で

す

か

」 

俊

也

「

え

え

…

そ

れ

で

…

…

」 

 
 

 

力

な

く

頷

く

俊

也

。 

 

〇

デ

ィ

ス

カ

ウ

ン

ト

シ

ョ

ッ

プ

店

の

外 

 
 

 

レ

ジ

袋

を

下

げ

た

俊

也

が

、

デ

ィ

ス

カ

ウ

ン 

ト

シ

ョ

ッ

プ

店

か

ら

出

て

来

る

。 

街

が

広

が

っ

て

い

る

。 

俊

也

の

空

し

い

眼

に

、

そ

の

街

が

広

々

と

し 

た

海

と

成

り

、

大

き

な

波

音

が

押

し

寄

せ

て 

来

る

。 ✕

 
 

✕ 
 

✕ 



 

 
 

 

爽

や

か

な

朝

日

、

オ

レ

ン

ジ

色

の

海

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 
照

り

つ

け

る

太

陽

、

青

い

海

。 

✕
 

 

✕ 
 

✕ 

白

く

霞

ん

だ

月

、

黒

い

海

。 

 

タ

イ

ト

ル 

 
 

 
 

 

『

波

の

中

の

二

人

』 

 

〇

真

っ

暗

な

画

面 

字

幕 

 
 

 

― 

俊

也

は

、
死

の

世

界

に

行

く

の

に

、
連

れ 

な

ど

、

想

像

も

し

て

い

な

か

っ

た

…

… 

し

か

し 

― 

 

〇

ボ

ロ

ア

パ

ー

ト

の

前 

軽

ト

ラ

ッ

ク

が

停

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 

荷

台

に

液

晶

テ

レ

ビ

、

冷

蔵

庫

、

洗

濯

機

等 

 
 

 

が

積

ま

れ

て

い

る

。 

 



 

〇

同

・

ア

パ

ー

ト

部

屋

内 

 
 

 

家

具

の

無

く

成

っ

た

ガ

ラ

ン

と

し

た

部

屋

。 

 
 

 
マ

ス

ク

を

掛

け

た

俊

也

が

、

同

じ

く

マ

ス

ク 
を

し

て

い

る

リ

サ

イ

ク

ル

シ

ョ

ッ

プ

の

店

員 

引

田

（

３

２

）

か

ら

、

お

金

を

受

け

取

っ

て 

い

る

。 

俊

也

「

七

万

八

千

二

百

円

？

こ

ん

な

も

の

か

な

」 

引

田

「

こ

れ

で

も

高

く

買

い

取

っ

た

心

算

で

す

よ

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

安

物

ば

か

り

に

し

て

は

、

高

く 

買

っ

て

貰

っ

た

の

か

も

、

し

れ

な

い

な

」 

引

田

「

新

田

さ

ん

、

部

屋

の

物

を

全

部

引

き

払

っ

て 

し

ま

っ

て

、

こ

れ

か

ら

、

ど

ち

ら

の

方

に

住

ま

わ 

れ

る

ん

で

す

か

？

」 

俊

也

「

…

遠

く

か

な

…

…

」 

引

田

「

遠

く

っ

て

、

外

国

で

す

か

？

」 

俊

也

「

…

い

や

、

違

う 

…

…

異

世

界

だ

よ

」 

引

田

「

え

え

っ

！ 

異

世

界

っ

て

？

…

…

？

」 

 

〇

ア

パ

ー

ト

脇

の

駐

車

場 

 
 

 

停

め

て

在

る

ワ

ゴ

ン

車

。 



 

後

部

席

が

倒

さ

れ

、

大

き

な

段

ボ

ー

ル

箱

が 

三

つ

並

ん

で

い

る

。

箱

の

開

き

か

け

た

蓋

か 

ら

、
本

や

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

が

食

み

出

し

て

い

る

。 
運

転

席

と

助

手

席

の

間

に

台

が

設

置

さ

れ

、 

台

上

に

後

部

席

に

向

か

っ

て

、

取

り

外

し

可 

能

な

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

が

配

置

さ

れ

て

い

る

。 

後

部

席

に

乗

り

込

ん

で

来

た

俊

也

、

手

に

し 

て

い

る

袋

を

覗

く

と

、

中

に

一

万

円

札

の

束 

が

入

っ

て

い

る

。 

俊

也

「

生

命

金

は

、

八

十

四

万

八

千

円

か

…

… 

」 

金

を

見

詰

め

る

俊

也

の

、

空

し

い

顔

。 

俊

也

「

母か

あ

さ

ん

、

こ

の

生

命

金

が

尽

き

た

ら

、

母

さ 

ん

が

逝い

っ

て

い

る

、

よ

い

マ

チ

世

界

に

，

行

く

か 

ら

…

…

」 

 
 

 

俊

也

は

札

束

が

入

っ

た

袋

を

、

大

型

バ

ッ

グ 

 
 

 

の

底

に

詰

め

込

む

。 

 

〇

雨

降

る

車

道 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

マ

ス

ク

を

し

て

い

る

俊

也

が

虚

ろ

な

顔

で 



 

運

転

し

て

い

る

。 

フ

ロ

ン

ト

ガ

ラ

ス

に

中

途

半

端

な

雨

が

降

り 

注

ぎ

、

振

り

払

う

ワ

イ

パ

ー

が

、

カ

チ

、

カ 
チ

、

カ

チ

と

、

時

の

経

過

を

刻

む

。 

 
 

 

サ

イ

ド

窓

か

ら

ビ

ル

並

み

が

、

家

並

み

が

、 

傘

差

す

老

若

男

女

の

姿

が

、

流

れ

去

っ

て

行 

く

。 

 

〇

同

・

走

る

ワ

ゴ

ン

車 

 
 

 

雨

や

ん

だ

曇

り

空

。 

ワ

ゴ

ン

車

が

、

千

葉

県

の

波

乗

り

道

路

を

走 

り

抜

け

て

行

く

。 

 

〇

九

十

九

里

浜 

 
 

 

海

辺

。 

 
 

 

揺

れ

る

波

映

。 

ジ

ッ

と

見

詰

め

て

い

る

俊

也

。 

押

し

寄

せ

る

波

が

、

紫
む
ら
さ
き

色

、

に

映

る

。 

俊

也

の

脳

裏

に

、

哀

れ

な

母

の

姿

が

浮

か

び

上

が

っ

て

行

く

…

… 



 

〇

地

方

都

市

（

回

想

） 

 
 

 

字

幕 

 
 

 
 

― 

昭

和

３

６

年 

― 

 
― 
母

と

一

緒

に

、
初

め

て

、
映

画

館

で

映 
画

を

観

た 

― 

 

レ

ト

ロ

な

映

画

館

に

掛

か

る

『

名

も

無

く

貧 

し

く

美

し

く

』

の

大

き

な

看

板

。 

母

澄

江

（

３

０

）

と

幼

い

俊

也

（

６

）

が

手

を

繋

ぎ

、

映

画

館

の

中

に

入

っ

て

行

く

。 

 

〇

商

店

街

通

り

（

回

想

） 

 
 

 

通

り

を

歩

く

澄

江

と

俊

也

の

脇

を

、

ツ

バ

メ 

が

ス

ー

ッ

と

通

り

過

ぎ

る

。 

俊

也

「

あ

っ

、

お

母

ち

ゃ

ん

、

ツ

バ

メ

さ

ん

何

処

に 

 

行

く

の

？

」 

澄

江

「

ツ

バ

メ

さ

ん

は

、

遠

い

世

界

に

行

く

の

よ

」 

俊

也

「

遠

い

世

界

っ

て

？

」 

 
 

 

道

路

の

果

て

空

間

を

飛

行

す

る

ツ

バ

メ

が

突 



 

然

、

遠

方

の

木

の

電

柱

に

ぶ

つ

か

り

飛

び

散

る

。 

俊

也

「

あ

っ

？

！

…

ツ

バ

メ

さ

ん

、

死

ん

だ

！

？

」 

澄

江

「

ツ

バ

メ

さ

ん

は

、

き

っ

と

厭

な

事

が

在

っ

た 

 

の

よ

。

だ

か

ら

、

死

ぬ

気

で

打ぶ

つ

か

っ

た

の

よ

…

…

」 

字

幕 

 
 

 

― 

幼

い

俊

也

は

此

の

時 

感

じ

た

。

生

き 

て

い

る

モ

ノ

は

、

い

つ

か

死

ぬ 

― 

 

〇

大

き

な

川

辺

（

夕

暮

れ

・

回

想

） 

 
 

 

二

本

の

川

筋

の

間

に

砂

地

が

広

が

る

。 

 
 

 

澄

江

と

俊

也

が

、

砂

利

山

の

天

辺

に

座

り

込 

ん

で

い

る

。 

 
 

 

母

澄

江

の

眼

が

、

川

筋

の

彼

方

を

見

詰

め

潤う

る

ん

で

い

る

。 

澄

江
「

俊

也

、
川

の

ず

っ

と

先

の

海

が

観

え

る

か

い

」 

俊

也

「

あ

の

、

ぼ

や

け

て

い

る

所

が

、

海

な

の

？

」 

澄

江

「

そ

う

だ

よ

、

あ

そ

こ

に

ね

、

太

平

洋

っ

て

云 

 

う

大

き

な

海

が

広

が

っ

て

い

る

の

よ

」 



 

俊

也

「

太

平

洋

っ

て

い

う

海

が

在

る

の

？

」 
澄

江

「

そ

う

だ

よ

、

太

平

洋

の

広

い

広

い

海

原

の

果 

 

て

に

ね

、

良

い

マ

チ

世

界

、

っ

て

い

う

所

が

在

る 

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

よ

い

マ

チ

世

界

っ

て

？

」 

澄

江

「

良

い

世

界

だ

よ

」 

俊

也

「

好

い

所

な

の

？

」 

澄

江

「

そ

う

だ

よ

、

と

っ

て

も

良

い

世

界

だ

よ

、

だ 

か

ら

俊

也

も

…

… 

一

緒

に

行

こ

う

ね

…

」 

俊

也

「

う

ん

！

」 

 

字

幕 

 
 

 
 

― 

よ

い

マ

チ

世

界

、

俊

也

に

取

っ

て

、 

一

生

忘

れ

る

事

が

出

来

な

い

言

葉

、 

と

成

る 

― 

 

〇

土

手

道

（

夜

・

回

想

） 

 
 

 

薄

暗

い

川

沿

い

の

土

手

道

を

、

澄

江

と

俊

也 

が

手

を

繋

ぎ

歩

い

て

い

る

。 
 

 
 

 
 

 

細

い

丸

太

木

の

先

に

、

ブ

リ

キ

の

傘

に

覆

わ 



 

 
 

 

れ

た

裸

電

球

の

外

灯

、

侘

し

い

光

に

数

匹

の 

 
 

 

虫

が

飛

び

回

っ

て

い

る

。 

 
 

 
外

灯

に

浮

か

ぶ

、

澄

江

す

み

え

の

虚

し

い

顔

。 

 
 

 
 

字

幕 

― 

極

貧

に

喘あ

え

ぐ

澄

江

は

、

小

学

生

に

成

る 

俊

也

の

、

ラ

ン

ド

セ

ル

を

買

う

金

が

無 

か

っ

た 

― 

  
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

手

を

繋

い

だ

澄

江

と

俊

也

、

斜

面

を

見

上

げ 

て

い

る

。 

砂

利

石

が

積

み

上

げ

ら

れ

壁

と

成

り

、

そ

の 

上

に

線

路

が

通

っ

て

い

る

。 

澄

江

の

虚

し

い

顔

が

引

き

締

ま

る

。 

澄

江

「

俊

也

、

行

く

よ

」 

俊

也

「

何

処

へ

？

」 

澄

江

「

良

い

マ

チ

世

界

だ

よ

」 

 
 

 

小

岩

の

間

か

ら

、

一

匹

の

バ

ッ

タ

が

飛

び

跳 

ね

る

。 



 

俊

也

「

あ

っ

！ 

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

だ

！

」 
澄

江

「

俊

也

、

急

ぐ

よ

！

」 

俊

也

「

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

捕

ま

え

る

！

」 

澄

江

「

！

…

…

」 

 
 

 

澄

江

は

空

し

く

微

笑

み

、

俊

也

か

ら

手

を

放 

 
 

 

す

。 

澄

江

「

そ

の

バ

ッ

タ

さ

ん

、

き

っ

と

女

の

子

だ

ヨ

。 

俊

也

…

…

必

ず

捕

ま

え

る

の

よ

！

」 

俊

也

「

え

え

っ

？

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

は

、

女

の

子

じ 

 

ゃ

な

い

よ

…

？

」 

 
 

 
 

 
 

 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

幼

い

俊

也

が

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

を

捕

ま

え

る

、 

そ

の

時

、

薄

暗

い

空

間

に

、

列

車

の

凄

ま

じ 

い

ブ

レ

ー

キ

音

が

響

く

。 

俊

也

の

顔

色

が

変

わ

る

、

一

気

に

砂

利

石

斜 

面

を

駆

け

上

が

る

。 

俊

也

が

斜

面

に

這

い

つ

く

ば

り

、

覗

く

。 

列

車

の

下

に

、

母

澄

江

の

衣

服

が

開は

だ

け

た

、 

白

い

肉

の

塊

が

空

し

く

転

が

っ

て

い

る

。 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
 

 



 

俊

也

は

無

我

夢

中

で

草

木

の

中

を

走

っ

た

。 

暗

い

空

間

を

我

を

忘

れ

、

走

り

続

け

た

。 

 
 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
疲

れ

切

っ

た

俊

也

の

瞼

に

、

月

明

か

り

に 

照

ら

さ

れ

た

、

長

い

川

筋

が

観

え

る

。 

母

澄

江

の

死

体

が

、

川

の

流

れ

に

浮

か

ん

で 

い

る

幻

影

。 

母

、

澄

江

の

死

体

が

、

遠

い

ボ

ヤ

ケ

タ

海

の 

空

間

に

流

れ

消

え

て

行

く

光

景

が

、

フ

ラ

シ

ュ

…

… 

（

回

想

終

了

） 

 

〇

ビ

ジ

ネ

ス

ホ

テ

ル

の

一

室

（

夜

・

現

在

） 

 
 

 

部

屋

内

を

光

が

仄ほ

の

か

に

覆お

お

っ

て

い

る

。 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

上

に

黒

い

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

が

置 

か

れ

、

第

一

作

目

の

『

ゴ

ジ

ラ

』

の

映

画

が 

映

し

だ

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 

半

身

を

起

こ

し

た

俊

也

が

、

真

剣

な

顔

で

観 

て

い

る

。 

字

幕 

 
 

 

― 

ゴ

ジ

ラ

は

、

俊

也

と

同

じ

年

に

生

ま

れ 



 

 

た 

― 
俊

也

Ⅿ
「

…

ゴ

ジ

ラ

は

、

今

も

生

き

続

け

て

居

る

、

価

値

の

在

る

怪

獣

…

…

僕

は

、

今

も

生

き

続

け

て

居

る

、

価

値

の

無

い

老

人

…

…

」 

部

屋

の

壁

に

、

優

し

く

揺

ら

ぐ

光

の

影

。 

見

詰

め

る

俊

也

の

虚

し

い

顔

。 

 

〇

幕

張

イ

オ

ン

の

駐

車

場 

 
 

 

イ

オ

ン

モ

ー

ル

ア

ミ

ュ

ー

ズ

メ

ン

ト

の

駐

車 

 
 

 

場

に

、
俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

止

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 

駐

車

場

に

止

ま

っ

て

い

る

車

の

数

が

寂

し

い

。 

ワ

ゴ

ン

車

の

窓

が

開

放

さ

れ

た

中

、

俊

也

が 

後

部

席

に

寝

こ

ろ

び

な

が

ら

、

本

を

読

ん

で 

い

る

。 

開

け

放

た

れ

た

窓

か

ら

、

男

達

の

顔

が

覗

き 

込

む

。 

剣

崎

「

す

い

ま

せ

ん

が

、

チ

ョ

ッ

と

聞

き

た

い

こ

と 

 

が

在

る

ん

で

」 

 
 

 

顔

を

上

げ

る

俊

也

。 

俊

也

「

え

っ

？

何

で

し

ょ

う

か

？

」 



 

 
 

 

窓

越

し

に

、

黒

い

マ

ス

ク

を

掛

け

た

３

人

の

男

達

が

立

っ

て

い

る

。 

 
 

 
リ

ー

ダ

ー

格

と

想

え

る

、

鋭

い

目

つ

き

に

整 

 
 

 

っ

た

顔

付

き

の

剣

崎

貢
（

３

５

）
、
巨

大

な

図 

 
 

 

体

の

黒

川

勝

也
（

３

２

）
、
質た

ち

の

悪

そ

う

な

若 

い

立

石

守

（

２

３

）

が

並

ん

で

い

る

。 

剣

崎

「

こ

の

駐

車

場

で

、

慌

て

て

駆

け

て

行

く

よ

う 

 

な

女

の

姿

を

、

見

か

け

ま

せ

ん

で

し

た

か

」 

俊

也

「

駆

け

て

行

く

女

？

…

と

は

？

…

申

し

訳

な

い 

が 

車

か

ら

女

性

が

降

り

る

姿

も

走

っ

て

い

る

人ひ

と 

影か

げ

も

気

が

付

か

な

か

っ

た

よ

」 

剣

崎

「

そ

う

で

す

か

」 

 
 

 

３

人

の

男

達

、

ワ

ゴ

ン

車

の

中

を

覗

き

、

見 

回

し

な

が

ら

去

っ

て

行

く

。 

 

〇

映

画

館

内 

 
 

 

銀

幕

上

に

蒼

井

優

主

演

の

「

ス

パ

イ

の

妻

」 

 
 

 

が

上

映

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 

薄

暗

い

客

席

は

ガ

ラ

ガ

ラ

で

、
人

影

も

疎

ら

。 

俊

也

は

前

方

か

ら

３

列

目

の

真

ん

中

辺

り

に 



 

座

り

、

ス

ク

リ

ー

ン

を

観

賞

し

て

い

る

。 

俊

也

の

横

の

列

の

客

席

は

、

全

て

空

席

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
上

映

中

に

、
バ

ッ

グ

を

抱

え

た

室

井

紗さ

や

香か

（

２ 

９

）

が

、

空

席

を

縫

う

よ

う

に

来

て

、

俊

也 

が

座

る

席

の

横

に

立

つ

。 

紗

香

「
（

小

声

で

）

オ

ジ

さ

ん

、

こ

の

席

、

誰

か

座

っ 

て

居

る

の

？

」 

俊

也

「

空あ

い

て

ま

す

け

ど

？

」 

紗

香

「

そ

う

、

じ

ゃ

、

バ

ッ

グ

を

、

置

か

し

て

貰

う 

か

な

」 

俊

也
「

バ

ッ

グ

っ

て

？

他

に

席

が

空

い

て

い

ま

す

よ

」 

紗

香

「

私

さ

、

お

じ

さ

ん

の

隣

が

好

い

の

」 

俊

也

「

僕

の

隣

が

良

い

っ

て

…

？

」 

 
 

 

紗

香

は

座

席

を

開

い

て

座

ら

ず

に

、

黒

い

中 

型

バ

ッ

グ

を

置

く

。 

 
 

 

不

意

に

紗

香

の

声

が

、

淑

や

か

な

女

性

言

葉 

に

変

わ

る

。 

紗

香

「

す

い

ま

せ

ん

、

少

し

の

間

、

こ

の

バ

ッ

グ

を 

見

て

い

て

貰

え

ま

せ

ん

か

。

お

願

い

し

ま

す

」 



 

俊

也

「

バ

ッ

グ

を

見

て

い

て

く

れ

と

は

？

如

何

い

う 

 
事

で

す

か

？

」 

紗

香

は

答

え

ず

に

、

急

い

で

座

席

の

間

を

通 
り

抜

け

館

内

を

出

て

行

く

。 

 
 

 
 

 
 

 
✕ 

 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

隣

の

客

席

に

ポ

ツ

ン

と

置

か

れ

て

い

る

黒

い 

バ

ッ

グ

。 

薄

暗

い

空

間

の

周

り

か

ら

、

男

達

の

小

さ

な 

声

が

聞

こ

え

て

来

る

。 

黒

川

「

此

処

じ

ゃ 

な

い

で

す

よ

、

き

っ

と

」 

 
 

 

黒

い

マ

ス

ク

を

し

た

悪

党

面

の

男

達

が

、

客 

 
 

 

席

の

周

り

を

う

ろ

つ

い

て

い

る

。 

 
 

 

先

程

の

駐

車

場

で

の

男

達

。 

剣

崎

「

ア

イ

ツ

は

映

画

好

き

だ

か

ら

、

映

画

館

に

隠

れ

て

い

る

筈

だ

」 

黒

川

「

姿

が

無ね

い

か

ら

、

き

っ

と

他

の

映

画

館

で

す

よ

」 

剣

崎

「

そ

う

か

も

知

れ

な

い

な

」 

 
 

 

咄

嗟

に

俊

也

は

黒

い

バ

ッ

グ

を

、

自

分

の

席 

 
 

 
 



 

の

下

に

隠

す

。 

 
 

 

館

内

か

ら

男

達

の

姿

が

消

え

て

行

く

。 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
暗

い

館

内

の

壁

時

計

が

光

っ

て

い

る

。 

俊

也

Ⅿ
「

い

っ

た

い

？

何

処

に

行

っ

た

ん

だ

？

」 

 
 

 

席

に

置

か

れ

て

い

る

黒

い

バ

ッ

グ

に

、

デ 

 
 

 

ジ

タ

ル

式

の

カ

ギ

が

付

い

て

い

る

。 

俊

也

Ⅿ
「

こ

の

バ

ッ

グ

は

？ 
何

な

ん

だ

？

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

場

内

を

オ

レ

ン

ジ

色

の

光

が

覆

っ

て

い

る

。 

 
 

 

マ

ス

ク

を

掛

け

た

客

た

ち

は

立

ち

上

が

り

、 

次

々

と

場

内

か

ら

出

て

行

く

。 

客

席

で

俊

也

が

、

黒

い

バ

ッ

グ

を

見

詰

め

て 

い

る

。 

不

意

に

、

目

の

前

に

紗

香

の

姿

。 

紗

香

「

あ

あ

ー

、

バ

ッ

グ

無

事

だ

っ

た

！

… 

オ

ジ 

さ

ん

、

守

っ

て

く

れ

て

、

あ

り

が

と

う

」 

俊

也

「

何

処

に

行

っ

て

い

た

の

で

す

か

？

」 

紗

香

「

ト

イ

レ

だ

よ

。

風

邪

か

な

、

急

に

咳

が

出

て 

止

ま

ん

な

く

成

っ

ち

ゃ

っ

て

、

気

持

ち

悪

く

成

っ 



 

 

ち

ゃ

て

、

動

け

な

か

っ

た

ん

だ

よ

。

グ

ウ

ォ

、

ゴ 

 
ホ

、

ゴ

ホ

」 

 
 

 
紗

香

は

不

自

然

な

咳

を

す

る

。 

 
 

 

滑

ら

か

な

黒

髪

は

、

ウ

サ

ギ

の

耳

の

様

に

二 

つ

に

束

ね

ら

れ

、

口

に

白

い

大

き

な

マ

ス

ク 

が

覆

わ

れ

、

大

き

な

黒

縁

メ

ガ

ネ

が

餓

鬼

ぽ 

い

。

ま

る

で

変

装

し

て

い

る

か

の

様

な

姿

。 

俊

也

「

大

丈

夫

な

の

か

？

」 

紗

香

「

も

う

、

大

丈

夫

だ

よ

、

ク

ウ

ォ

、

ク

ォ

、

ゴ

ホ

、

ゴ

ホ

ン

」 

 
 

 

紗

香

は

、

座

席

の

黒

い

バ

ッ

グ

を

取

る

の

と 

同

時

に

、

も

う

片

方

の

手

で

俊

也

の

腕

を 

掴つ

か

む

。 

紗

香

「

お

じ

さ

ん

、

お

礼

が

し

た

い

よ

、

ク

ウ

ォ

、 

ゴ

ホ

ン

」 

俊

也

「

お

礼

な

ん

て

要

ら

な

い

よ

」 

紗

香

「

お

礼

が

し

た

い

ん

だ

よ

、

コ

ォ

ッ

、
ゴ

ホ

ン

」 

俊

也
「

お

礼

な

ん

か

貰

う

よ

う

な

事

は

し

て

い

な

い

、 

 

本

当

に

何

も

要

ら

な

い

」 

 
 

 

館

内

は

何

故

か

、

入

れ

替

わ

り

の

人

間

達

が 



 

 
 

 

入

っ

て

来

な

い

、

二

人

だ

け

の

世

界

。 

 
 

 

紗

香

の

顔

が

ニ

ン

マ

リ

と

す

る

。 

紗

香

「

こ

の

バ

ッ

グ

の

中

に

さ

、

薄

汚

れ

た

奴

ら

に 

 

取

っ

て

は

何

千

万

円

も

す

る

宝

が

、

入

っ

て

い

る 

ん

だ

。

そ

れ

を

オ

ジ

さ

ん

が

守

っ

て

呉

れ

た

ん

だ 

か

ら

、

お

礼

が

し

た

い

ん

だ

よ

。

お

礼

が

ア

タ

イ 

の

体

で

好

い

な

ら

、

い

く

ら

で

も

あ

げ

る

よ

」 

俊

也

「

何

を

バ

カ

な

事

を

、

言

っ

て

い

る

ん

だ

。

一い

っ 

 

体た

い

こ

の

バ

ッ

ク

の

中

に

、
何

が

入

っ

て

い

る

の

？

」 

紗

香

「

オ

ジ

さ

ん

に

は

関

係

な

い

、

モ

ノ

だ

よ

」 

俊

也

「

…

…

」 

 
 

 

急

に

、
紗

香

の

顔

が

切

な

い

表

情

に

変

わ

る

。 

 
 

 

俊

也

の

腕

を

掴

む

紗

香

の

手

に

、

悲

壮

な

力 

が

加

わ

り

悲

痛

な

声

が

。 

紗

香

「

助

け

て

欲

し

い

！

」 

俊

也

「

え

っ

！

？

」 

 
 

 

俊

也

に

、

三

人

の

男

達

の

危

な

い

影

が

浮

か 

ぶ

。 

俊

也

「

そ

れ

は

無

理

だ

よ

。

警

察

に

行

っ

た

方

が

良 

 

い

」 



 

 
 

 

紗

香

、

大

き

く

咳

き

込

み

項

垂

れ

る

様

に 
 

 

座

席

に

手

を

着

く

。 
 

 
 

 
絞

り

出

す

阿

婆

擦

れ

女

の

よ

う

な

声

。 

紗

香

「

解

っ

て

た

よ

…

無

理

な

事

ぐ

ら

い

。

こ

ん

な 

事

を

知

ら

な

い

オ

ジ

サ

ン

に

頼

む

よ

う

な

事

じ

ゃ 

な

い

事

ぐ

ら

い

…

…

ゴ

ホ

ン

、
グ

ウ

ォ

、
グ

ウ

ォ

」 

俊

也

「

…

…

」 

紗

香

が

メ

ガ

ネ

を

外

す

、

美

し

い

顔

が

現

れ 

る

。 

紗

香

の

悲

壮

な

表

情

か

ら

女

性

言

葉

が

。 

紗

香

「

今

、

私

は

、

死

ぬ

か

生

き

る

か

の

境

地

に

い 

ま

す

…

…

だ

か

ら

私

は

、

貴

方

に

必

死

に

頼

ん

だ 

の

で

す

…

…

生

き

る

か

死

ぬ

か

の

思

い

で

…

助

け 

て

欲

し

い

と

縋す

が

っ

た

の

で

す

…

…

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

客

席

を

よ

ろ

け

乍

ら

出

て

行

く

紗

香

の

後

ろ 

姿

。 

立

っ

た

ま

ま

見

詰

め

て

い

る

俊

也

に

、

虚

し 

い

紗さ

や

香か

の

声

が

響

く

。 

《

生

き

る

か

死

ぬ

か

の

想

い

で

、

縋す

が

っ

た

っ 



 

た

の

で

す

！

》 

 
 

 

俊

也

、

紗

香

の

姿

を

追

う

。 

 

〇

イ

オ

ン

ビ

ル

内

の

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル 

 
 

 

色

と

り

ど

り

の

マ

ス

ク

を

掛

け

た

老

若

男

女 

が

、

洒

落

た

店

通

り

を

彷

徨

う

。 

黒

い

バ

ッ

グ

を

持

っ

て

、

眼

の

先

を

行

く

紗 

香

の

姿

は

危

な

っ

か

し

い

足

取

り

。 

ふ

ら

付

き

咳

を

撒

き

散

ら

し

、

宛

て

も

無

く 

歩

い

て

い

る

。 

気

が

付

い

て

い

る

の

か

？

 

後

ろ

を

振

り

返

る

紗

香

。

身

を

隠

す

俊

也

。 

行

き

交

う

人

々

は

、

咳

き

を

し

な

が

ら

夢

遊 

病

者

の

様

に

歩

く

紗

香

を

避

け

な

が

ら

も

、

好

奇

な

目

を

巡

ら

し

て

い

る

。 

突

然

、

紗

香

が

、

通

り

の

床

に

倒

れ

る

。 
 

 

行

き

交

う

周

囲

の

人

た

ち

の

驚

き

の

顔

が

浮 

か

ん

だ

瞬

間

、

俊

也

が

駆

け

出

す

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

モ

ー

ル

内

の

ト

イ

レ

の

前

に

設

置

さ

れ

て

い 



 

る

長

椅

子

に

俊

也

が

、

黒

い

バ

ッ

グ

を

抱

え 

て

座

っ

て

居

る

。 

紗

香

が

ト

イ

レ

か

ら

出

て

来

る

。 
先

ほ

ど

の

虚

ろ

な

顔

が

ウ

ソ

の

様

な

、

頭

の 

ウ

サ

ギ

結

び

を

解

い

た

、

メ

ガ

ネ

を

外

し

た 

美

し

い

顔

。 

紗

香

は

ソ

ウ

シ

ャ

ル

デ

ィ

ス

タ

ン

ス

を

無

視 

す

る

か

の

様

に

、
俊

也

の

横

に

腰

を

下

ろ

す

。 

紗

香

「

本

当

に

、

ご

迷

惑

を

お

掛

け

し

て

ス

イ

マ

セ 

 

ン

で

し

た

。

な

に

か

、

お

礼

を

し

な

く

て

は

」 

俊

也

「

お

礼

な

ん

て

い

い

。

そ

れ

よ

り

、

も

う

大

丈 

夫

な

の

か

？

」 

紗

香

「

え

え

、

も

う

大

丈

夫

で

す

。

暫

く

、

こ

こ

で 

 

休

ん

で

居

れ

ば

、

落

ち

着

く

と

想

い

ま

す

」 

 
 

 

紗

香

、

何

か

考

え

事

を

す

る

よ

う

に

天

井

を 

 
 

 

少

し

見

上

げ

る

。 

紗

香

「

あ

の

、

お

時

間

、

少

し

大

丈

夫

で

し

ょ

う

か 

 

？

」 

俊

也

「

え

っ

？ 

少

し

位

な

ら

大

丈

夫

だ

け

ど

？

」 

紗

香

「

あ

あ

、

良

か

っ

た

。

話

し

相

手

が

出

来

て

… 



 

オ

ジ

サ

ン

さ

、
本

を

読

む

の

が 

好

き

で

し

ょ

、
そ 

れ

か

ら

、

映

画

を

観

る

の

も

好

き

じ

ゃ

な

い

？

」 

俊

也

Ｍ

「

何

で

？

急

に

声

色

が

変

わ

る

ん

だ

…

？

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

さ

、

本

を

読

む

の

も

映

画

を

観

る

の 

も

大

好

き

だ

か

ら

、

オ

ジ

サ

ン

と

ア

タ

イ

、

凄

く

気

が

合

い

そ

う

だ

よ

。

き

っ

と

体

の

合

性

も

ピ

ッ

タ

シ

だ

よ

」 

俊

也
「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

！

？ 

本

を

読

む

の

も 

 

映

画

を

観

る

の

も

好

き

だ

け

ど

、

如

何

し

て

、

ソ 

 

ン

な

事

が

判

っ

た

ん

だ

？

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

さ

駐

車

場

の

車

の

中

で

、

本

を

読

ん 

で

い

る

オ

ジ

サ

ン

の

姿

を

見

た

ん

だ

よ

。

声

を

掛 

け

よ

う

と

思

っ

た

け

ど

、

オ

ジ

サ

ン

、

あ

ま

り

に 

熱

心

に

本

を

読

ん

で

い

た

か

ら

、

声

を

掛

け

ら

れ 

な

か

っ

た

ん

だ

よ

」 

俊

也

Ⅿ
「

こ

の

女

が

、

駐

車

場

で

僕

を

見

か

け

た

の 

は

、

あ

の

男

達

か

ら

逃

げ

て

い

る

最

中

だ

っ

た

の 

だ

ろ

う

か

？

」 

紗

香

「

本

を

読

む

の

が

好

き

な

人

は

、

映

画

を

観

る 

の

が

好

き

に

決

ま

っ

て

い

る

か

ら

、

絶

対

に

映

画 



 

を

観

に

来

る

と

想

っ

て

、

他

の

映

画

館

も

探

し

ち 

ゃ

っ

た

よ

」 

俊

也

「

他

の

映

画

館

も

探

し

た

っ

て

？

 

如

何

し

て

、 

 

そ

こ

ま

で

し

て

、

僕

を

探

す

必

要

が

在

る

の

？

」 

 
 

 

紗

香

が

ニ

ン

マ

リ

と

微

笑

む

。 

紗

香

「

本

を

沢

山

読

む

人

は

、

好

い

人

な

ん

だ

よ

。 

 

お

ま

け

に

映

画

を

観

る

の

も

好

き

な

人

間

は

、

絶 

対

に

良

い

人

だ

よ

。

だ

か

ら

、

オ

ジ

サ

ン

を

探

し 

た

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

僕

は

良い

い

人

じ

ゃ

な

い

。

だ

け

ど

、

僕

が

善よ

 

い

人

だ

っ

た

ら

、

あ

の

男

達

か

ら

逃

げ

る

の

に

、 

必

要

な

の

か

？

」 

紗

香

の

顔

が

急

に

、

悲

壮

に

も

見

え

る

真

剣 

な

表

情

に

変

わ

る

。 

紗

香

「

違

い

ま

す

！

…

…

私

が

、

貴

方

を

必

要

と

す 

 

る

の

は

…

あ

の

男

達

か

ら

逃

げ

る

た

め

で

は

、

在 

り

ま

せ

ん

…

…

人

間

と

し

て

生

き

る

為

に

で

す

！

」 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

波

音

（

幻

想

） 



 

 
 

 

俊

也

の

頭

に

、

黄

色

い

海

原

が

浮

か

ぶ

。 

 
 

 

不

気

味

な

黄

色

い

波

が

、

揺

れ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

の

怪

訝

な

顔

（

現

実

） 

俊

也
「

人

間

と

し

て

生

き

る

為

と

は

？ 

良

く

解

ら

な 

い

が

？ 

…

… 

ひ

と

つ

聞

き

た

い

こ

と

が

在

る

。 

貴

方

は

如

何

し

て

、

あ

ん

な

男

達

か

ら

、

追

わ

れ 

て

い

る

ん

だ

？

」 

紗

香

「

そ

れ

は

…

ゴ

ホ

ォ

、

ゴ

ホ

ォ

，

ゴ

ホ

ォ

…

」 

俊

也

「

…

…

」 

 
 

 

激

し

く

咳

を

し

な

が

ら

、

上

着

の

ポ

ケ

ッ

ト 

 
 

 

か

ら

、

紙

幣

を

取

り

出

す

紗

香

。 

紗

香

「

す

い

ま

せ

ん

、

ま

た

調

子

が

悪

く

成

り

そ

う 

 

な

の

で

、

こ

の

御

金

で

、

薬

を

買

っ

て

来

て

貰

え 

ま

せ

ん

か

。
こ

の

ビ

ル

内

に

薬

局

が

在

る

筈

で

す

。 

ゴ

ホ

ォ

、

お

礼

は

、

お

礼

は

、

必

ず

し

ま

す

の

で 

如

何

か 

お

願

い

し

ま

す

」 

 
 

 

紗

香

は

、
無

理

や

り

紙

幣

を

俊

也

に

手

渡

す

。 

 
 

 

お

金

は

、

折

り

畳

ま

れ

た

一

万

円

札

。 

俊

也

「

お

礼

は

要

ら

な

い

が

、

薬

っ

て

、

何

を

？

」 



 

紗

香

「

そ

れ

は

、

咳

止

め

、

咳

止

め

薬

を

お

願

い

し 

ま

す

…

ゴ

ホ

ォ

、

ゴ

ホ

ォ

」 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

が

、

行

き

交

う

人

た

ち

の

間

を

歩

き

、 

薬

局

を

探

し

て

い

る

。 

モ

ー

ル

内

の

薬

局

店

に

入

っ

て

行

く

俊

也

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

薬

を

買

っ

て

戻

っ

て

来

た

俊

也

。 

唖

然

と

し

た

顔

で

、
無

人

の

長

椅

子

を

見

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

周

辺

の

イ

オ

ン

モ

ー

ル

内

を

、

探

す

俊

也

。 

 
 

 

俊

也

、

薬

の

入

っ

た

袋

の

中

を

覗

く

。 

 
 

 

袋

の

中

に

咳

止

め

薬

と

、

八

千

数

百

円

の

御 

釣

り

。 

 

〇

駐

車

場 

 
 

 

紙

袋

を

持

っ

た

俊

也

が

、

駐

車

場

に

戻

っ

て 

来

る

。 

俊

也

、

気

配

を

感

じ

る

よ

う

に

、

止

め

て

在 

る

ワ

ゴ

ン

車

の

後

ろ

を

覗

く

。 



 

車

が

停

っ

て

い

る

路

肩

と

雑

草

地

の

間

に

、 

黒

い

バ

ッ

グ

を

抱

え

た

紗

香

が

シ

ャ

ガ

み

込 

ん

で

い

る

。 

紗

香

「

あ

っ

、

オ

ジ

サ

ン

！ 

奇

遇

！

こ

の

車

な

の

」 

俊

也

「

何

を

見

え

透

い

た

事

を

…

…

薬

と

御

釣

り

な 

ら

返

す

よ

」 

紗

香

「

薬

も

御

釣

り

も

要

ら

な

い

よ

」 

俊

也

「

じ

ゃ

如

何

し

て

、

此

処

に

居

る

ん

だ

？

」 

紗

香

「

鎌

倉

に

行

き

た

い

か

ら

！

」 

俊

也

「

鎌

倉

に

行

き

た

い

っ

て

？

何

を

言

っ

て

い

る 

ん

だ

。

何

で

鎌

倉

に

？

」 

紗

香

「

こ

の

車

で

」 

俊

也

「

そ

う

い

う

事

じ

ゃ

な

く

て

、

如

何

し

て

鎌

倉 

に

行

き

た

い

ん

だ

？

」 

紗

香

「

鎌

倉

が

好

き

だ

し

、

オ

ジ

サ

ン

と

遊

び

た

い 

か

ら

」 

俊

也

「

！

？ 

年

寄

り

を

揶

揄

か

ら

か 

う

の

は

、

好

い

加

減 

 

に

し

て

く

れ

な

い

か

、

貴

方

を

此

の

車

に

乗

せ

る 

心

算

つ

も

り

は

無

い

」 

紗

香

の

表

情

が

変

わ

る

。 



 

紗

香
「

ご

め

ん

な

さ

い

、
私

は

貴

方

を

揶

揄

か

ら

か

う 

心

算

つ

も

り 

 
な

ん

て

、
在

り

ま

せ

ん

…

…

私

は

今

、
帰

る

家

も

、 
此

れ

か

ら

先

に

行

く

と

こ

ろ

も

在

り

ま

せ

ん

。 

私

は

、

あ

い

つ

等

の

顔

が

見

え

な

い

…

遠

く

に

行 

き

た

い

の

で

す

…

…

」 

俊

也
「

帰

る

家

が

な

い

と

は

…

？ 

し

か

し

、
先

に

言

っ

た

通

り

、

僕

に

は

、

あ

い

つ

等

か

ら

貴

方

を

助

け

る

力

な

ん

て

無

い

、

警

察

に

行

っ

た

方

が

良

い

」 

悲

壮

な

紗

香

の

表

情

。 

紗

香

「

…

…

私

は

、

今

は

、

警

察

に

行

き

ま

せ

ん

。 

 

私

の

体

と

心

が

綺

麗

に

生

っ

た

時

、

必

ず

警

察

に 

出

頭

し

て

、

更

生

の

世

界

に

行

き

ま

す

」 

俊

也

「

更

生

の

世

界

と

は

如

何

い

う

事

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

私

は

、

そ

の

期

間

を

、

３

ヶ

月

と

決

め

ま

し 

た

。

３

ヶ

月

経

っ

て

も

、

私

の

体

と

心

が

綺

麗

に

成

ら

な

く

て

、

快

楽

の

未

練

が

残

っ

て

い

た

ら

、 

私

は

、

警

察

に

も

更

生

の

施

設

に

も

行

き

ま

せ

ん 

…

…

私

は

…

死

の

道

を

選

び

ま

す

！

」 

俊

也

「

快

楽

の

未

練

？ 

死

を

選

ぶ

！

？ 

と

は

？ 

言

っ

て

い

る

事

が

、

良

く

解

ら

な

い

が

…

…

ひ

ょ 



 

っ

と

し

て

、

そ

の

バ

ッ

グ

の

中

に

は

？

」 
紗

香

「

そ

う

で

す

、

三

千

万

円

相

当

の

、

麻ま

黄お

う

を

主 
原

料

と

し

た

化

学

合

成

剤

、
い

わ

ゆ

る

覚

醒

剤

が

、 

入

っ

て

い

ま

す

」 

俊

也
「

…

！ 

そ

ん

な

多

量

の

覚

醒

剤

が

、
入

っ

て

い 

た

の

か

？

」 

紗

香

「

私

は

、

こ

の

白

い

粉

を

、

全

部

捨

て

ま

す

。 

 

私

は

自

分

の

体

と

心

の

中

に

在

る

、

死

の

価

値

を 

 

全す

べ

て

消

し

て

、

生

へ

の

価

値

を

見

つ

け

、

活い

き

る 

 

価

値

を

創

り

出

し

た

い

の

で

す

」 

俊

也

「

生

き

る

価

値

を

創

る

？

…

…

」 

 
 

 
 

俊

也

の

脳

裏

に

、

青

い

海

波

が

広

が

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

紗

香

「

お

願

い

で

す

。

私

を

助

け

て

下

さ

い

！

」 

俊

也

「

僕

に

、

貴

方

を

助

け

る

余

裕

な

ん

て

無

い

」 

紗

香

「

映

画

、

好

き

で

す

よ

ね

？

」 

俊

也

「

映

画

を

観

る

の

は

、

好

き

だ

け

ど

？

」 

紗

香

「

そ

れ

で

充

分

で

す

、

私

を

助

け

る

に

は

」 

俊

也

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ 

訳

が

解

ら

な

い

？

」 

 
 

 

紗

香

、

元

気

よ

く

立

ち

上

が

り

、

俊

也

に 



 

 
 

 

ニ

ッ

コ

リ

微

笑

む

。 
紗

香

「

オ

ジ

サ

ン

、

行

く

よ

。

い

ざ

鎌

倉

へ

！

」 

俊

也
「

何

を

言

っ

て

い

る

。
こ

の

車

に

乗

せ

る

と

は

、 

言

っ

て

い

な

い

！

」 

 
 

 

紗

香

、

悲

痛

な

表

情

を

俊

也

に

向

け

る

。 

紗

香

「

私

の

妄

想

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

貴

方

は

、 

最

後

に

死

を

望

む

旅

を

し

て

い

る

の

で

は

、

在

り 

ま

せ

ん

か

？

」 

俊

也

「

え

え

っ

！

？ 

如

何

ど

う

し

て

そ

ん

な

事

を

？

！

」 

紗

香

「

お

願

い

で

す

。

私

は

、

命

が

け

で

薬

物

の

魔

効

を

消

し

た

い

の

で

す

…

…

本

当

は

、

生

き

て

い

た

い

の

で

す

…

貴

方

と

一

緒

に

、

生

き

る

価

値

を

見

つ

け

た

い

…

…

こ

の

車

で

の

生

死

の

旅

に

、 

私

を

連

れ

て

行

っ

て

下

さ

い

！

」 

俊

也

「

本

当

は

生

き

て

居

た

い

！

？

…

」 

 
 

 

可

愛

く

も

美

し

く

も

観

え

る

紗

香

の

顔

。 

俊

也

Ｍ
「

生

き

る

価

値

を

見

つ

け

る

旅

か

…

？ 

ど

う 

せ

死

ぬ

気

な

ら

…

二

人

旅

も

…

…

」 

俊

也

の

脳

裏

に

、

青

い

海

波

が

広

が

る

。 
 

 

 



 

〇

首

都

高

速

道

路 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 
 

 
流

れ

る

、

高

層

ビ

ル

の

群

れ

。 

 
 

 

助

手

席

に

座

っ

て

居

る

紗

香

。 

紗

香

「

私

の

名

前

は

、

室

井

紗さ

や

香か

と

い

い

ま

す

。

室 

井

さ

ん

と

か

紗

香

さ

ん

と

は

言

わ

な

い

で

、

紗

香 

と

呼

び

捨

て

に

し

て

下

さ

い

」 

俊

也

「

呼

び

捨

て

に

…

」 

 
 

 

紗

香

、

声

色

を

変

え

る

。 

紗

香

「

室

井

さ

ん

と

か

紗

香

さ

ん

何

て

呼

ば

れ

た

ら 

 

キ

モ

イ

じ

ゃ

ん

。

そ

ん

な

他

人

行

儀

の

呼

び

方

じ 

ゃ

、

ア

タ

イ

の

毒

消

し

な

ん

て

、

到

底

無

理

だ

か 

ら

ね

」 

俊

也

「

毒

消

し

と

は

、

如

何

い

う

事

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

毒

消

し

っ

て

い

う

の

は

、

ア

タ

イ

が

覚

醒

剤 

へ

の

未

練

を

断

ち

切

る

事

だ

よ

…

…

と

こ

ろ

で

さ

、 

オ

ジ

サ

ン

の

名

前

は

、

何

て

言

う

の

？

」 

俊

也

「

僕

の

名

前

か

、

名

前

は

、

新

し

い

と

田

ん

ぼ 

の

田

で

新

田

に

っ

た

だ

」 

紗

香

「

そ

れ

、

苗

字

じ

ゃ

ん

、

名

前

は

、

何

て

言

う 



 

 

の

？

」 
俊

也

「

え

っ

名

前

か

？ 

俊

也

と

し

や

だ

が

？

」 

紗

香

「

じ

ゃ

ア

タ

イ

、

女

の

子

ぶ

っ

て

い

る

時

は

、 

 

俊

ち

ゃ

ん

っ

て

呼

ん

で

、

女

性

を

演

ず

る

時

は

、 

 

俊

也

さ

ん

っ

て

呼

ぶ

こ

と

に

す

る

よ

、

そ

れ

で

良 

い

よ

ね

、

俊

ち

ゃ

ん

」 

俊

也

「

僕

は

俊

ち

ゃ

ん

に

成

る

の

か

？

名

前

の

呼

び 

方

は

如

何

で

も

良

い

が

…

…

女

性

を

、

演

ず

る

と

は

？

如

何

い

う

事

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

演

技

を

す

る

っ

て

事

だ

よ

」 
 

俊

也

「

演

技

を

す

る

と

は

？

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

は

、

俊

ち

ゃ

ん

の

前

で

は

、

色

ん

な 

女

を

演

じ

る

よ

。

ソ

ン

な

事

を

す

る

の

は

、

俊

ち 

ゃ

ん

の

前

だ

け

だ

よ

。
若

し

か

す

る

と

、
そ

れ

が

、 

二

人

に

取

っ

て

の

生

き

る

価

値

を

、

生

む

か

も

知 

れ

な

い

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

演

技

が

生

き

る

価

値

を

生

む

と

は

？

如

何

い 

う

事

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

そ

れ

は

、

そ

の

う

ち

に

解

か

る

よ

…

俊

ち

ゃ 

ん

、

鎌

倉

は

明

日

で

も

明

後

日

で

も

良

い

か

ら

、 



 

今

日

は

先

に

秋

葉

原

に

行

っ

て

よ

」 
俊

也

「

秋

葉

原

に

？

何

で

？

」 

紗

香

「

こ

の

車

で

」 

俊

也

「

…

そ

い

う

事

じ

ゃ

な

く

て

、

何

し

に

、

秋

葉

原

に

行

く

ん

だ

？

」 

紗

香

「

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

と

か

で

、

車

で

生

活

す

る 

為

に

必

要

な

、

日

用

品

を

買

い

た

い

ん

だ

。

そ

れ

に

ア

タ

イ

が

着

る

コ

ス

プ

レ

は

、

秋

葉

原

に

コ

ス

プ

レ

シ

ョ

ッ

プ

が

在

る

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

コ

ス

プ

レ

シ

ョ

ッ

プ

！

と

は

？

…

室

井

さ 

 

ん

…

…

で

は

な

く

て

、
紗

香

さ

ん

…

い

や

…

紗

香

、 

コ

ス

プ

レ

を

買

う

心

算

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

な

ん

か

、
問

題

で

も

在

る

の

？

」 

俊

也

「

い

や

、

無

い

と

…

想

う

が

…

…

」 

 

〇

都

内

の

道

路 

 
 

 

走

っ

て

い

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

ア

タ

イ

さ

、

高

価

な 

お

薬

が

入

っ

た

バ

ッ

グ

に

、

大

好

き

な

本

を

数

冊

入

れ

た

だ

け

で

、

着

替

え

の

ブ

ラ

ジ

ャ

ー

と

か

パ

ン

テ

ィ

と



 

か

を

持

た

ず

に

、

ア

イ

ツ

ラ

か

ら

逃

げ

て

来

た

ん

だ

よ

。

だ

か

ら

先

ず

、

洋

品

店

に

寄

っ

て

よ

。

他

に

色

違

い

の

ジ

ャ

ー

ジ

を

、

３

着

ぐ

ら

い

買

い

た

い

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

下

着

は

必

要

だ

が

…

…

色

違

い

の

ジ

ャ

ー

ジ

を

、

３

着

も

買

う

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

俊

ち

ゃ

ん

の

分

も

買

う

よ

、

二

人

は

何

時

も

御

揃

い

の

色

の

ジ

ャ

ー

ジ

を

着

て

、

旅

を

楽た

の

の

し

ま

な

き

ゃ

生

け

な

い

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

僕

は

年

寄

り

だ

、

何

で

若

い

紗

香

と

御

揃

い

の

ジ

ャ

ー

ジ

な

ん

か

、

着

な

け

れ

ば

イ

ケ

な

い

ん

だ

。

僕

の

分

ま

で

買

う

必

要

は

無

い

ぞ

」 

 
 

 

紗

香

、

女

性

言

葉

で

。 

紗

香

「

私

た

ち

は

、

身

も

心

も

一

つ

に

成

ら

な

け

れ

ば

、

困

難

の

波

に

飲

ま

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

だ

か

ら

、
ジ

ャ

ー

ジ

ぐ

ら

い

は

、
御

揃

い

の

物

を

着

て

、

身

も

心

も

一

つ

に

生

り

た

い

の

で

す

。
毒

消

し

は

、

生

易

し

い

も

の

で

は

在

り

ま

せ

ん

か

ら

…

…

」 

俊

也

「

毒

消

し

と

い

う

の

は

、

そ

ん

な

に

大

変

な

モ 

ノ

な

の

か

？

」 



 

 
 

 

紗

香

、

真

剣

な

表

情

。 
紗

香

「

大

変

で

す

。

薬

物

依

存

症

で

あ

る

私

に

襲

う 
幻

覚

は

、

人

間

の

理

性

を

狂

る

わ

せ

ま

す

。

私

は 

猛

獣

の

様

に

成

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

…

…

」 

俊

也

「

猛

獣

に

！

…

」 

 
 

 
 

 
 

俊

也

の

脳

裏

に

、

う

ね

る

赤

い

波

。 

 

〇

秋

葉

原

・

ド

ン

・

キ

ホ

ー

テ

・

ビ

ル 

 
 

 

紗

香

と

俊

也

が

両

手

に

、

大

き

な

紙

袋

を

下 

 
 

 

げ

出

て

来

る

。 

 

〇

秋

葉

原

・

コ

ス

プ

レ

シ

ョ

ッ

プ

店

内 

 
 

 

マ

ネ

キ

ン

人

形

に

着

せ

ら

れ

た

、

着

物

コ

ス 

プ

レ

を

眺

め

て

い

る

二

人

。 

江

戸

時

代

の

小

料

理

屋

の

お

姉

さ

ん

が

、

着 

て

い

る

様

な

着

物

コ

ス

プ

レ

。 

胸

に

襷

掛

け

の

模

様

が

入

り

、

ま

る

で

女

性 

剣

士

が

戦

い

に

挑

む

よ

う

な

浴

衣

風

着

物

に 

も

観

え

る

。 



 

俊

也

「

紗

香

、

メ

イ

ド

コ

ス

プ

レ

と

宇

宙

人

コ

ス

プ 

レ

も

買

っ

て

い

る

ん

だ

ぞ

、

他

に

、

こ

の

時

代

劇 
コ

ス

プ

レ

も

買

う

心

算

な

の

か

？

」 

紗

香
「

そ

う

だ

よ

、
生

き

る

価

値

を

創

り

出

す

に

は

、

衣

裳

も

大

事

だ

か

ら

ね

」 

俊

也

「

衣

裳

が

大

事

と

は

？

」 

俊

也

「

そ

う

か

も

知

れ

な

い

が

…

」 

 
 

 

紗

香

、

嬉

し

そ

う

な

声

で

。 

紗

香

「

こ

れ

を

買

っ

た

ら

、

次

の

店

に

行

く

ぞ

」 

俊

也
「

え

っ

、
次

の

店

？ 

未

だ

何

か

買

う

心

算

つ

も

り

な

の 

か

？

」 

紗

香

「

カ

メ

ラ

を

買

う

ん

だ

よ

」 

俊

也
「

カ

メ

ラ

っ

て

？ 

ス

ナ

ッ

プ

写

真

を

撮

る

な

ら 

ス

マ

ホ

で

充

分

じ

ゃ

無

い

か

」 

紗

香

「

カ

メ

ラ

は

カ

メ

ラ

で

も

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を 

買

い

た

い

ん

だ

よ

」 

俊

也
「

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

っ

て

？

何な

ん

で

そ

ん

な

も

の

を

、 

買

う

ん

だ

？

」 

紗

香

「

そ

れ

は

さ

、

お

金

で

、

買

う

ん

じ

ゃ

ん

」 

俊

也

「

…

…

」 



 

〇

秋

葉

原

・

街

通

り 

 
 

 

秋

葉

原

色

の

人

並

み

が

流

れ

て

い

る

。 

俊

也

と

紗

香

が

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

 

〇

カ

メ

ラ

屋

・

店

内 

 
 

 

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

の

中

に

、

中

型

の

業

務

用

ビ 

デ

オ

カ

メ

ラ

。 

俊

也

「

こ

れ

は

、

業

務

用

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

じ

ゃ

無

い 

の

か

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

業

務

用

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

の

方

が 

カ

ッ

コ

イ

イ

じ

ゃ

ん

」 

俊

也

「

こ

れ

を

買

う

気

か

？

」 

紗

香

「

買

う

気

だ

よ

」 

俊

也

「

紗

香

が

御

金

を

出

す

の

だ

か

ら

、

と

や

か

く 

言

っ

て

も

、

し

ょ

う

が

な

い

が

、

三

十

万

円

以

上 

も

、

す

る

じ

ゃ

な

い

か

」 

紗

香

「

こ

れ

は

二

人

が

生

き

る

為

の

出

費

だ

よ

。

あ

と

は

、

三

脚

と

か

編

集

ソ

フ

ト

と

か

も

買

う

よ

」 

俊

也
「

三

脚

と

編

集

ソ

フ

ト

も

買

う

っ

て

？

…

紗

香

、 

ひ

ょ

っ

と

し

て

？ 

…

映

画

で

も

創

る

気

な

の

か 



 

…

？

」 

 
 

 

紗

香

が

メ

ガ

ネ

を

外

し

、

優

し

い

笑

み

を

浮 

か

べ

る

。 

紗

香

「

そ

う

で

す

、

二

人

が

納

得

す

る

映

画

を

創

り 

た

い

の

で

す

」 

俊

也

「

ふ

た

り

で

映

画

を

？

創

る

の

か

？

」 

紗

香
「

俊

也

さ

ん

と

私

は

映

画

が

大

好

き

な

筈

で

す

。 

二

人

の

心

が

一

つ

に

生

っ

て

、

時

間

と

空

間

を

切 

り

取

る

世

界

に

、

実

像

と

虚

像

が

葛

藤

す

る

空

間 

に

立

ち

向

か

え

ば

、

必

ず

生

き

る

価

値

が

、

見

出

み

い

だ 

せ

る

と

想

っ

て

い

ま

す

…

…

（

不

意

に

声

色

が

変 

わ

る

）

創

る

ぞ

！

ふ

た

り

だ

け

の

映

画

を

…

…

」 

俊

也

Ｍ
「

ふ

た

り

で

創

る

映

画

に

、
生

き

る

価

値

が

？ 

生

ま

れ

る

、

か

？ 

…

？

」 

 

〇

コ

イ

ン

ラ

ン

ド

リ

ー

の

駐

車

場 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

の

後

部

席

。 

 
 

 

買

っ

た

日

用

品

類

、

衣

類

に

コ

ス

プ

レ

服

、 

本

と

Ｄ

Ｖ

Ｄ

が

詰

ま

っ

た

大

き

な

段

ボ

ー

ル 

箱

３

ツ

、

新

し

く

買

っ

た

紗

香

の

バ

ッ

グ

、 



 

俊

也

の

バ

ッ

グ

等

を

紗

香

が

眺

め

て

い

る

。 
俊

也

「

衣

類

ケ

ー

ス

と

カ

ー

テ

ン

を

買

っ

て

、

本

棚

も

買

う

の

か

？

」 

紗

香

「

こ

の

ワ

ゴ

ン

車

の

中

で

、

う

ら

若

き

乙

女

と 

死

近

き

御

年

寄

り

が

、

同

棲

生

活

を

始

め

る

ん

だ 

よ

、
車

の

中

を

、
快

適

な

居

住

空

間

に

し

な

き

ゃ

、

ダ

メ

じ

ゃ

ん

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

僕

は

死

近

き

年

寄

り

だ

な

…

… 

同

棲

生

活

か

…

…

だ

け

ど

紗

香

、

車

の

中

に

必

要 

な

物

を

買

う

の

だ

か

ら

、

お

金

は

僕

が

出

す

よ

」 

紗

香

「

お

金

は

僕

が

出

す

よ

っ

て

、

俊

ち

ゃ

ん

何

を 

 

間

抜

け

な

事

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

。

此

れ

か

ら

二

人

が

向

か

う

先

は

、

苦

難

の

波

が

連

続

し

て

待

ち 

構

え

て

入い

る

ん

だ

よ

。

二

人

が

一

心

同

体

に

生

っ 

て

、

お

金

も

共

同

で

分

か

ち

合

わ

な

け

れ

ば

生い

け 

な

い

ん

だ

よ

。
地

獄

の

路

も

カ

ネ

次

第

だ

か

ら

な

。 

も

う

大

し

て

な

い

け

ど

、

明

日

、

ア

タ

イ

の

御

金 

を

銀

行

か

ら

下

ろ

し

て

、

俊

ち

ゃ

ん

に

全

部

、

渡 

す

か

ら

、

此

れ

か

ら

先

の

会

計

は

任

せ

る

よ

」 

俊

也

「

え

っ

？

お

金

を

僕

に

全

部

渡

す

っ

て

？

紗

香 



 

 

そ

ん

な

事

を

し

て

大

丈

夫

な

の

か

？

」 
紗

香

「

大

丈

夫

か

大

丈

夫

じ

ゃ

な

い

か

何

て

問

題

じ 
ゃ

な

い

よ

。

バ

ッ

グ

の

中

の

薬

物

は

、

雨

の

日

の 

夜

に

、

人

知

れ

な

い

山

の

奥

に

全

部

捨

て

る

と

し 

て

も

、

ア

タ

イ

が

御

金

を

持

っ

て

い

た

ら

、

マ

タ 

覚

醒

剤

に

手

を

出

し

ち

ゃ

う

じ

ゃ

な

い

か

。

お

金 

さ

え

持

っ

て

い

れ

ば

、

薬

物

は

意

外

と

簡

単

に

手 

に

入

る

よ

」 

俊

也

「

覚

醒

剤

は

、

簡

単

に

手

に

入

る

の

か

！

？

」 

  
 

 

俊

也

の

脳

裏

に

、
真

っ

黒

な

海

波

が

渦

巻

く

。 

 

〇

道

路

脇

の

空

き

地

（

夕

方

） 

 
 

 

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。 

衣

装

ケ

ー

ス

や

カ

ー

テ

ン

材

料

、

簡

易

本

棚 

等

で

ゴ

チ

ャ

ゴ

チ

ャ

に

成

っ

て

い

る

。 

座

り

込

ん

だ

紗

香

が

衣

類

を

畳

み

な

が

ら

、

ケ

ー

ス

に

仕

舞

っ

て

い

る

。 

寝

る

ス

ペ

ー

ス

の

無

い

後

部

席

を

、

眺

め

る 

紗

香

。 



 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

今

夜

は

荷

物

が

沢

山

在

っ

て

、 

 
車

の

中

で

は

眠

れ

そ

う

も

無

い

か

ら

、

ホ

テ

ル

を 

 

頼

も

う

よ

」 

俊

也

「

そ

れ

は

良

い

が

、

今

か

ら

予

約

な

ん

て

取

れ 

 

る

か

？

」 

紗

香

「

鎌

倉

じ

ゃ

な

く

て

、

藤

沢

辺

り

な

ら

キ

ッ

と 

取

れ

る

よ

。

ア

タ

イ

が

電

話

す

る

か

ら

、

俊

ち

ゃ 

ん

の

ス

マ

ホ

貸

し

て

よ

」 

俊

也

「

僕

の

ス

マ

ホ

を

？

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

の

ス

マ

ホ

は

、

今

は

、

あ

ま

り

使

い 

た

く

無

い

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

僕

の

携

帯

を

使

う

の

は

構

わ

な

い

が

、

紗

香 

が

予

約

を

取

る

の

か

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

ア

タ

イ

は

俊

ち

ゃ

ん

よ

り

全

然 

 

若

い

手

下

だ

し

、

ヒ

ツ

ジ

の

様

な

仕

事

は

、

私

が 

 

す

る

し

か

な

い

じ

ゃ

ん

」 

俊

也

「

何

だ

ソ

レ

ハ

、

紗

香

は

僕

の

ヒ

ツ

ジ

な

の

か 

 

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

ア

タ

イ

は

俊

ち

ゃ

ん

の

ヒ

ツ

ジ 

 

を

努

め

る

か

ら

、

俊

ち

ゃ

ん

は

、

ア

タ

イ

の

毒

消 



 

 

し

を

頼

む

よ

」 

 
 

俊

也

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

。 

俊

也

「

そ

れ

は

、

頑

張

る

よ

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

は

ヒ

ツ

ジ

だ

！

…

と

い

う

事

で

、

俊 

ゃ

ん

、

ジ

ョ

デ

ィ

・

フ

ォ

ス

タ

ー

主

演

の

映

画 

『

羊

た

ち

の

沈

黙

』

は

、

チ

ャ

ン

と

観

た

か

？

」 

俊

也

「

如

何

い

う

繋

が

り

な

ん

だ

、
『

羊

た

ち

の

沈 

 

黙

』

は

、

チ

ャ

ン

と

観

た

し

、

段

ボ

ー

ル

箱

の

中 

に

、

Ｄ

Ｖ

Ｄ

も

入

っ

て

い

る

よ

」 

紗

香

「

流

石

は

映

画

好

き

の

年

寄

り

じ

ゃ

ん

」 

俊

也

「

年

寄

り

は

余

分

だ

」 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

の

中

（

夕

方

） 

 
 

 

紗

香

が

ス

マ

ホ

を

手

に

し

て

、

女

性

言

葉

で 

電

話

を

掛

け

て

い

る

。 

紗

香

「

そ

の

部

屋

は

無

料

Ｗ

ｉ

Ｆ

ｉ

大

丈

夫

で

す

か 

 

…

…

４

２

イ

ン

チ

の

液

晶

テ

レ

ビ

が

在

る

の

で

す 

 

か

…

…

じ

ゃ

、
ツ

イ

ン

ル

ー

ム

で

お

願

い

し

ま

す

」 

俊

也

「

え

っ

？

ツ

イ

ン

ル

ー

ム

を

？

」 

 
 

 

俊

也

の

小

さ

く

驚

く

声

。 



 

紗

香

「

…

は

い

、

新

田

俊

也

と

申

し

ま

す

…

…

そ

う 

 
で

す

…

…

」 

 
 

 
紗

香

は

ス

マ

ホ

の

送

話

を

切

っ

て

、

ギ

ャ

ル 
言

葉

で

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

無

料

Ｗ

ｉ

Ｆ

ｉ

付

き

で

、

大

型 

 

テ

レ

ビ

付

き

の

部

屋

が

取

れ

た

よ

」 

俊

也

「

紗

香

、

ツ

イ

ン

ル

ー

ム

の

部

屋

を

頼

ん

だ

の 

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

。

そ

れ

が

何

か

問

題

で

も

在

る

の 

 

か

？

」 

俊

也

「

い

や

…

…

別

に

無

い

と

想

う

が

…

…

」 

 

〇

夜

の

街

道 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 
 

 

街

中

の

夜

の

外

灯

が

、
寂

し

く

流

れ

て

行

く

。 

 
 

 

後

部

座

席

で

紗

香

が

、

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

を

並

べ 

て

、

眺

め

て

い

る

。 

紗

香

、

段

ポ

ー

ル

箱

に

、

区

別

さ

れ

て

い

る 

感

じ

で

、

袋

に

入

れ

ら

れ

て

い

る

２

本

の

Ｄ 

Ｖ

Ｄ

映

画

を

取

り

出

す

。 



 

邦

画

の

『

五

番

町

夕

霧

楼

』

と

洋

画

の

『

ブ 

ー

ベ

の

恋

人

』

が

出

て

来

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

何

で

？ 

邦

画

の
『

五

番

町

夕

霧 

楼

』
と

洋

画

の
『

ブ

ー

ベ

の

恋

人

』
が

区

別

し

て

、 

仕

舞

っ

て

在

る

ん

だ

？

」 

 
 

 

運

転

し

な

が

ら

俊

也

。 

俊

也

「

そ

の

２

本

の

映

画

は

、

特

別

な

想

い

が

在

る 

か

ら

か

な

。

生

き

て

い

る

内

に

、

も

う

一

度

必

ず 

観

た

い

と

思

っ

て

い

る

映

画

だ

よ

」 

紗

香

「

こ

の

２

本

に

、

特

別

な

思

い

れ

が

在

る

の

か 

？ 

佐

久

間

良

子

さ

ん

主

演

の

『

五

番

町

夕

霧

楼

』 

は

、

美

し

い

女

性

と

情

け

な

い

男

と

の

心

中

物

語 

だ

か

ら

、

死

ぬ

間

際

に

観

た

い

の

は

解

か

る

よ

。 

だ

け

ど

、

ク

ラ

ウ

デ

ィ

ア

・

カ

ル

デ

ィ

ナ

ー

レ 

主

演

の

『

ブ

ー

ベ

の

恋

人

』

は

心

中

物

語

じ

ゃ

な 

い

よ

」 

俊

也

「

あ

あ

、

解

か

っ

て

い

る

。

だ

け

ど

『

ブ

ー

ベ 

の

恋

人

』

は

必

ず

、

も

う

一

度

観

た

い

映

画

な

ん 

だ

よ

、

そ

れ

よ

り

紗

香

、

今

日

観

る

映

画

は

決

ま 

っ

た

の

か

？

」 



 

紗

香

「

今

夜

観

る

映

画

は

、

と

っ

く

に

決

ま

っ

て

い 

 
る

よ

」 

俊

也

「

そ

う

か

、

そ

れ

で

何

の

映

画

を

観

る

気

な

ん 

 

だ

？

」 

 
 

 

紗

香

は

後

部

席

か

ら

、

Ｄ

Ｖ

Ｄ

ト

ー

ル

ケ

ー 

ス

を

持

ち

、

手

を

伸

ば

し

、

運

転

席

脇

に

翳 

す

。 

紗

香

「

こ

れ

だ

よ

」 

チ

ラ

ッ

と

タ

イ

ト

ル

を

観

る

俊

也

。 

俊

也

「

お

っ

、
『

ミ

ザ

リ

ー

』

じ

ゃ

な

い

か

」 

 
 

 

紗

香

の

声

が

女

性

言

葉

に

変

わ

る

。 

紗

香

「

そ

う

で

す

。

キ

ャ

シ

ー

・

ベ

イ

ツ

主

演

の

映 

画

、

ミ

ザ

リ

ー

を

観

た

い

の

で

す

。

私

は

今

夜

で 

こ

の

映

画

を

観

る

の

は

六

回

目

に

成

り

ま

す

。

私 

は

、

ミ

ザ

リ

ー

の

キ

ャ

シ

ー

・

ベ

イ

ツ

の

演

技

に 

圧

倒

さ

れ

、

演

技

派

女

優

に

成

り

た

い

と

思

っ

た 

の

で

す

」 

俊

也

「

ミ

ザ

リ

ー

の

キ

ャ

シ

ー

・

ベ

イ

ツ

の

演

技

を 

観

て

か

…

…

解

か

る

様

な

気

が

す

る

…

」 

紗

香

「

…

…

」 



 

紗

香

、

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

『

ミ

ザ

リ

ー

』

の

表

紙 

絵

を

感

慨

深

め

に

見

詰

め

る

。 

 
 

 
紗

香

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

一

冊

の

文

庫

本

を

取 
り

出

し

て

、

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

ケ

ー

ス

の

上

に

載 

せ

る

、

文

庫

本

は

太

宰

治

の

『

人

間

失

格

』
。 

 
 

 

『

人

間

失

格

』

の

タ

イ

ト

ル

文

字

が

大

き

く

浮

か

ぶ

。 

本

の

タ

イ

ト

ル

文

字

か

ら

紗

香

の

目

が

、

ワ 

ゴ

ン

車

の

隅

に

置

か

れ

て

い

る

、

黒

い

バ

ッ 

グ

に

移

る

。 

紗

香

の

表

情

は

、

覚

醒

剤

の

入

っ

た

黒

い

バ 

ッ

グ

に

未

練

を

残

し

て

い

る

の

か

？ 
薬

物 

依

存

者

に

成

っ

て

し

ま

っ

た

自

分

を

悔く

い

て 

い

る

の

か

？ 

紗

香

の

情

け

な

い

顔

が

、
黒

い 

バ

ッ

グ

を

見

詰

め

る

。 

 

〇

ホ

テ

ル

・

ツ

イ

ン

ル

ー

ム

内

（

夜

） 

 
 

 

バ

ス

ル

ー

ム

の

音

、

俊

也

が

先

に

入

っ

て

い 

 
 

 

る

。 

 
 

 

コ

ン

セ

ン

ト

に

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

の

充

電

器

、 



 

ス

マ

ホ

の

充

電

器

が

差

し

込

ま

れ

て

い

る

。 

緑

色

の

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

紗

香

が

椅

子

に

座

わ 

り

、

慣

れ

た

手

付

き

で

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

の 
操

作

を

し

て

い

る

。 

画

面

に

、

Ｗ

ｅ

ｂ

上

か

ら

ダ

ウ

ン

ロ

ー

ド

し 

た

、

著

作

権

の

切

れ

た

小

説

の

本

文

の

文

章 

が

映

し

だ

さ

れ

て

い

る

。 

太

宰

治

の

小

説

『

道

化

の

華

』

だ

。 

凄

い

ス

ピ

ー

ド

で

文

字

を

追

う

紗

香

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

か

ら

Ｈ

Ｄ

Ｍ

Ｉ

を

通

じ

た 

配

線

が

繋

が

れ

、

映

画

ミ

ザ

リ

ー

、

の

画

面 

が

、

大

型

テ

レ

ビ

か

ら

流

れ

て

い

る

。 

そ

れ

ぞ

れ

の

ベ

ッ

ド

の

上

で

、

パ

ジ

ャ

マ

姿 

の

紗

香

が

半

身

を

起

こ

し

た

姿

で

、

俊

也

が 

体

を

倒

し

た

姿

で

観

て

い

る

。 

俊

也

「

紗

香

ひ

ょ

っ

と

し

て

、

こ

の

映

画

を

観

て

看 

護

師

に

成

ろ

う

と

想

っ

た

の

か

？

」 

紗

香

「

…

そ

う

か

も

知

れ

な

い

」 

俊

也

「

如

何

し

て

、

女

優

の

道

を

断

念

し

た

ん

だ

… 



 

あ

っ

…

余

計

な

事

を

言

っ

た

か

…

…

」 
紗

香

「

女

優

の

道

を

断

念

し

た

の

は

、

気

が

付

い

た 
通

り

だ

よ

、

あ

い

つ

等

の

所

為

だ

よ

。

こ

ん

な

状 

態

で

、

女

優

な

ん

か

目

指

せ

る

訳

な

い

し

、

仕

事 

も

出

来

な

い

よ

」 

俊

也

「

…

…

」 

 
 

 
 

 

〇

同

・

室

内

（

夜

） 

 
 

 

天

井

の

照

明

は

落

と

さ

れ

て

い

る

。 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

照

明

の

中

、

う

つ

伏

せ

に

成

っ

て 

 
 

 

本

を

読

ん

で

い

る

紗

香

。 

 
 

 

読

ん

で

い

る

本

は

、
太

宰

治

の
『

人

間

失

格

』 

紗

香

の

眼

つ

き

が

、
可

笑

し

く

成

っ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

ホ

テ

ル

（

夜

） 

薄

暗

い

ベ

ッ

ド

ル

ー

ム

。 

 
 

 

静

け

さ

の

中

に

、

ガ

サ

ガ

ザ

と

い

う

音

。 

 
 

 

ベ

ッ

ド

の

時

計

の

針

が

、

深

夜

２

時

過

ぎ

を 

 
 

 

示

し

て

い

る

。 

 
 

 

目

を

開

け

る

俊

也

。 



 

隣

の

ベ

ッ

ド

に

紗

香

の

姿

が

無

い

。 

 
 

 

玄

関

方

面

か

ら

、

ガ

サ

ガ

サ

と

い

う

音

が

響 

 
 

 
び

い

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

薄

明

り

の

中

。 
 

玄

関

ド

ア

前

で

、

俊

也

の

バ

ッ

グ

を

覗

き

込 

み

、

何

か

を

探

し

て

い

る

紗

香

。 

俊

也

「

紗

香

、

何

を

遣や

っ

て

い

る

ん

だ

？

」 

 
 

 

虚

ろ

な

紗

香

の

目

が

、

俊

也

を

観

る

。 

紗

香

「

あ

あ

ー

、

剣

崎

さ

ん

、

薬

が

切

れ

た

の

…

… 

 

薬や

く

は

何

処

に

在

る

の

？

」 

俊

也

「

紗

香

？

…

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

？

 
僕

は

、 

剣

崎

と

い

う

人

間

じ

ゃ

な

い

ぞ

？

」 

 
 

 

不

意

に

、

紗

香

の

形

相

が

狂

鬼

に

変

わ

る

。 

紗

香

「

お

前

だ

よ

、

お

前

が

私

を

ケ

ダ

モ

ノ

に

変

え 

た

ん

だ

よ

！

薬

は

何

処

に

在

る

！

出

せ

！

」 

俊

也
「

如

何

し

た

ん

だ

紗

香

！

？ 

…

…

此

処

に

薬

な 

ん

か

無

い

！

薬

物

は

使

わ

せ

な

い

！

」 

俊

也

の

顔

を

見

詰

め

る

紗

香

の

目

は

、

放

心 

状

態

。 



 

紗

香

「

あ

れ

っ

？

あ

な

た

誰

で

す

か

？

…

…

あ

っ

、 

お

客

さ

ん

で

す

か

？ 

薬

と

私

の

体

を

買

い

に

来 
た

、

お

客

さ

ん

…

？ 

…

…

お

願

い

で

す

、

薬や

く

を 

持

っ

て

い

た

ら

、

分

け

て

下

さ

い

…

…

」 

俊

也

「

私

の

体

を

買

い

に

来

た

、

お

客

さ

ん

と

は

？ 

 

！ 

如

何

い

う

事

だ

？

」 
 

 
 

 
 

 

紗

香

の

顔

が

急

に

晴

れ

や

か

に

成

っ

て

、

女 

の

子

、

言

葉

に

。 

紗

香

「

あ

れ

っ

？

俊

ち

ゃ

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

ア

タ

イ 

を

ホ

テ

ル

に

連

れ

込

ん

だ

の

か

…

？

俊

ち

ゃ

ん

さ

、 

ち

ょ

っ

と

、

車

の

鍵

、

貸

し

て

よ

」 

俊

也

「

紗

香

、

正

気

な

の

か

？ 

真ま

面と

も

な

人

間

に

戻 

 

る

ん

じ

ゃ

無

か

っ

た

の

か

？ 

そ

ん

な

幻

覚

状

態 

 

の

人

間

に

、

車

の

鍵

も

薬

も

渡

せ

な

い

！

」 

紗

香

の

表

情

が

一

瞬

で

、

阿

婆

擦

れ

オ

ン

ナ 

に

。 

紗

香

「

偉

そ

う

に

言

う

な

！ 

老

い

耄

れ

爺

が

！ 

薬 

は

私

の

物

だ

、

お

前

の

物

じ

ゃ

な

い

！ 

ジ

ジ

イ 

車

の

鍵

は

何

処

に

在

る

！

」 

俊

也

「

僕

は

、

ジ

ジ

イ

だ

か

ら

、

忘

れ

た

」 



 

 
 

 

紗

香

、

狂

気

の

形

相

に

変

わ

る

。 
紗

香

「

ふ

ざ

け

る

な

！ 

老

い

耄

れ

が

！

」 

 
 

 
紗

香

、

猛

獣

の

様

に

、

俊

也

に

飛

び

掛

か

っ 
て

来

る

。 

床

に

押

し

倒

さ

れ

た

俊

也

の

首

を

抱

え

る

、 

紗

香

。 

狂

鬼

の

腕

力

で

、

俊

也

の

首

を

絞

め

つ

け

る 

紗

香

。 

藻

掻

き

苦

し

む

俊

也

。 

俊

也

「

う

っ

、

う

っ

、

う

っ

」 

紗

香
「

…

死

に

た

い

の

か

…

… 

私

の

薬

は

何

処

だ

！ 

？ 

出

し

な

！

…

… 

う

ー

…

う

ー

…

」 

紗

香

、

不

意

に

、

苦

し

む

よ

う

な

唸

り

声

を 

上

げ

て

俊

也

か

ら

手

を

放

す

。 

紗

香

「

う

っ

、

う

ー

…

…

」 

紗

香

の

口

か

ら

吐

物

。 

口

に

手

を

当

て

な

が

ら

、

バ

ス

ル

ー

ム

に

駆 

け

込

む

紗

香

。 

へ

た

り

込

ん

で

い

る

俊

也

、

大

き

く

息

を

吸 

い

吐

き

出

し

て

い

る

。 



 

バ

ス

ル

ー

ム

か

ら

、

紗

香

が

吐

い

て

い

る

呻う

め 

き

声

が

聞

こ

え

る

。 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
 

 
 

 

ベ

ッ

ド

で

俊

也

が

仰

向

け

で

、

天

井

を

見

詰

め

て

い

る

。 

 
 

 

紗

香

が

バ

ス

ル

ー

ム

か

ら

出

て

来

て

、

隣

の

ベ

ッ

ド

に

座

り

込

む

。 

 
 

 

悲

壮

な

紗

香

の

顔

。 

紗

香

「

す

い

ま

せ

ん

で

し

た

…

…

」 

俊

也

「

謝

る

事

は

無

い

、

僕

は

紗

香

の

口

か

ら

、

幻

覚

で

猛

獣

の

様

に

生

る

か

も

知

れ

な

い

と

聞

い

て

い

る

か

ら

、

覚

悟

は

し

て

い

た

よ

」 

 
 

 

紗

香

、

枕

元

に

置

い

て

在

る

文

庫

本

、
「

人 

 
 

 

間

失

格

」

の

タ

イ

ト

ル

文

字

を

見

詰

め

る

。 

紗

香
「
（

ポ

ツ

リ

と

）
…

私

は

…

人

間

…

…

失

格

で

す 

 

ね

…

…

」 

俊

也

「

そ

れ

を

克

服

す

る

、

旅

路

じ

ゃ

な

い

の

か

」 

紗

香

「

私

は

此

れ

か

ら

先

も

、

俊

也

さ

ん

に

、

ど

ん

な

危

害

を

加

え

る

か

判

り

ま

せ

ん

…

…

そ

れ

で

も

、

一

緒

に

旅

を

し

て

も

良

い

の

で

す

か

？

」 
 



 

俊

也

「

今

更

何

を

言

い

出

す

ん

だ

。

僕

は

紗

香

と

の

生

死

を

賭

け

る

と

い

う

旅

に

、
承

知

を

し

た

ん

だ

。

コ

ン

ナ

こ

と

ぐ

ら

い

で

、

一

人

旅

に

切

り

替

え

る

心

算

は

無

い

よ

」 

紗

香

「

で

も

…

…

私

は

、

俊

也

さ

ん

を

死

ぬ

目

に

遭

わ

せ

る

だ

け

で

は

な

く

、

殺

し

て

し

ま

う

か

も

し

れ

な

い

の

で

す

よ

。

そ

れ

で

も

、

本

当

に

大

丈

夫

な

の

で

す

か

？

」 

俊

也

「

大

丈

夫

だ

、

僕

の

旅

は

元

々

、

死

を

意

識

し

て

い

る

し

、
そ

れ

に

僕

は

、
幼

い

時

か

ら

何

回

か

、

死

ぬ

よ

う

な

目

に

在

っ

て

い

る

よ

」 

紗

香

「

幼

い

時

に

、

死

ぬ

よ

う

な

目

に

遭

っ

て

い

る

っ

て

？ 

如

何

ど

う

い

う

こ

と

で

す

か

？

」 

俊

也

「

そ

れ

は

…

…

人

に

話

せ

る

よ

う

な

事

じ

ゃ

な

い

…

」 

紗

香

「

私

は

聞

き

た

い

で

す

、

死

ぬ

よ

う

な

目

に

遭

っ

た

ん

だ

か

ら

、

好

い

話

じ

ゃ

な

い

と

想

う

け

ど

…

…

」 

俊

也

「

そ

う

だ

、

好

い

話

で

は

無

い

…

」 

紗

香

「

…

…

薬

物

依

存

者

の

私

が

言

え

る

立

場

で

は



 

な

い

か

も

知

れ

ま

せ

ん

け

ど

…

私

は

俊

也

さ

ん

と

、

苦

楽

を

共

に

し

た

い

の

で

す

…

…

」 

俊

也

「

苦

楽

を

共

に

…

…

！

」 

紗

香

「

今

、

話

し

た

く

な

け

れ

ば

、

今

じ

ゃ

な

く

て

良

い

で

す

」 

俊

也

「

い

や

、

暗

い

話

だ

が

、

紗

香

に

聞

い

て

貰

い

た

く

な

っ

た

…

昼

間

に

海

を

眺

め

な

が

ら

、

ゆ

っ

く

り

と

話

す

こ

と

に

す

る

よ

…

…

」 

紗

香

「

そ

れ

じ

ゃ

…

海

は

…

鎌

倉

の

海

に

行

っ

て

貰

え

ま

せ

ん

か

」 

俊

也

「

鎌

倉

の

海

と

は

？

」 

紗

香

「

鎌

倉

に

行

き

た

い

と

言

っ

た

の

は

、

鎌

倉

の

七

里

ヶ

浜

を

観

た

か

っ

た

の

で

す

」 

俊

也
「

鎌

倉

の

七

里

ヶ

浜

を

観

た

い

と

は

？ 

何

か

在

る

の

か

？

」 

 
 

 

紗

香

の

表

情

が

、

悲

壮

に

も

生

き

生

き

と

し 

 
 

 

た

顔

に

も

観

え

る

。 

紗

香

「

死

の

海

が

在

り

ま

す

」 

 
 

 
 

✕ 
 

✕

 
 

✕ 

 
 

 

波

の

音

が

響

く

。 



 

〇

街

中

・

京

東

銀

行

の

駐

車

場 

 
 

 

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 
後

部

席

に

座

り

込

ん

だ

俊

也

が

、

ビ

デ

オ

カ 
メ

ラ

を

前

に

、

説

明

書

を

観

て

い

る

。 

車

の

ド

ア

が

開

く

、

紗

香

の

顔

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

全

部

、

下

ろ

し

て

来

た

ぞ

」 

俊

也
「

全

部

寄

越

し

て

、
本

当

に

大

丈

夫

な

の

か

？

」 

紗

香

「

全

部

渡

さ

な

き

ゃ

、

ア

タ

イ

は

、

薬

を

直

ぐ

手

に

入

れ

て

し

ま

う

か

ら

、

薬

物

依

存

か

ら

抜

け

出

せ

な

い

じ

ゃ

な

い

か

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

そ

い

う

事

だ

っ

た

な

」 

紗

香

「

は

い

よ

」 

紗

香

、

お

金

の

入

っ

た

銀

行

袋

を

、

俊

也

に 

手

渡

す

。 

紗

香

「

カ

メ

ラ

と

か

コ

ス

プ

レ

を

買

っ

た

か

ら

、

４ 

２

万

⒌

千

円

し

か

残

っ

て

い

な

か

っ

た

よ

」 

俊

也

「

そ

れ

で

充

分

だ

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

そ

の

御

金

を

入

れ

た

ら

、

持

ち 

金

は

幾

ら

に

成

る

ん

だ

？

」 

字

幕 



 

 
 

 

― 

二

人

の

生

命

金

、
１

１

７

万

２

千

円

也

― 

 

〇

街

中

の

道

路 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

、

運

転

し

て

い

る

俊

也

。 

 
 

 

後

部

席

の

壁

に

、

器

用

な

手

つ

き

で

道

具

を 

使

い

、

突

っ

張

り

棒

や

軽

板

を

利

用

し

た

本 

棚

を

固

定

し

て

い

く

紗

香

。 

本

や

Ｄ

Ｖ

Ｄ

映

画

を

並

べ

て

、

ゴ

ム

バ

ン

ド 

で

倒

れ

な

い

よ

う

に

、

工

夫

を

凝

ら

し

て

い 

く

紗

香

。 

紗

香

、

覚

醒

剤

の

入

っ

た

黒

い

バ

ッ

グ

を

、 

気

づ

か

れ

な

い

よ

う

に

疎

ッ

と

手

に

取

り

、 

開

け

る

。 

バ

ッ

グ

の

中

に

は

、

別

の

厚

み

の

あ

る

紙

袋

が

入

っ

て

い

る

。 

紗

香

は

新

し

く

買

っ

た

小

型

バ

ッ

ク

の

中

に

、 

そ

の

袋

を

隠

す

。 

 

〇

七

里

ヶ

浜 

 
 

 

海

岸

線

沿

い

の

有

料

駐

車

場

に

、

停

ま

っ

て 



 

 
 

 

い

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 
 

 

後

方

の

１

３

４

号

線

で

は

、

車

が

引

っ

切

り 

無

し

に

走

り

、

そ

の

内

側

に

江

ノ

電

が

走

っ 
て

い

る

。 

車

の

座

席

か

ら

、

見

詰

め

て

い

る

俊

也

と

紗 

香

。 

フ

ロ

ン

ト

ガ

ラ

ス

の

眼

前

が
ん
ぜ
ん

に

、

七

里

ヶ

浜

の 

海

原

が

一

望

で

き

る

。 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

パ

ソ

コ

ン

の

画

面

を

観

て

下

さ 

い

」 

 
 

 

紗

香

、

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

を

抱か

か

え

て

、

俊

也 

 

に

渡

す

。 

覗

く

俊

也

。 

画

面

に

、
文

字

が

ギ

ッ

シ

リ

と

並

ん

で

い

る

。 

太

宰

治

の

書

い

た

小

説

『

道

化

の

華

』

の

本 

文

が

映

し

出

さ

れ

て

い

る

。 

紗

香

「

冒

頭

に

、

こ

こ

を

過

ぎ

て

悲

し

み

の

市ま
ち

、

と 

 

書

か

れ

て

あ

り

ま

す

、

こ

の

悲

し

み

の

市ま
ち

と

は

、 

鎌

倉

の

事

で

、

本

文

中

に

出

て

来

る

袂

ヶ

浦

た
も
と
が
う
ら

は

、

現

在

の

此

の

七

里

ヶ

浜

に

充
あ
た
る

は

ず

で

す

」 



 

 
 

 

真

剣

な

紗

香

の

顔

。 
俊

也

「

太

宰

は

、

此

の

海

岸

で

心

中

を

計

っ

た

の

か 
？

」 

紗

香

「

そ

う

で

す

、

道

化

の

華

と

い

う

小

説

は

、

七 

里

ヶ

浜

で

の

、

太

宰

と

女

性

の

実

際

の

心

中

を

基 

に

し

て

書

か

れ

て

い

ま

す

。

心

中

と

い

う

道

化

に 

因よ

っ

て

実

際

に

、

１

８

歳

の

田

部

た

な

べ

シ

メ

子

と

い

う 

女

性

が

死

ん

で

い

ま

す

、

し

か

し

、

太

宰

は

生

き 

延

び

、

小

説

家

と

し

て

華

が

咲

き

ま

す

」 

俊

也

「

そ

れ

は

酷

い

話

だ

な

、

太

宰

は

、

犯

罪

者

と 

言

っ

て

も

良

い

く

ら

い

だ

」 

紗

香

「

そ

の

事

は

、

小

説

の

中

で

も

現

実

で

も

警

察

に

依

っ

て

、

太

宰

は

、

自

殺

幇

助

罪

か

殺

人

罪

に

該

当

す

る

か

の

、

取

り

調

べ

を

受

け

て

い

ま

す

」 

俊

也

「

ど

う

成

っ

た

ん

だ

？

」 

紗

香

「

太

宰

は

狂

人

と

い

う

こ

と

で

、

自

殺

幇

助

罪

に

成

り

ま

す

」 

俊

也

「

狂

人

と

は

？

如

何

い

う

事

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

狂

人

と

は

私

が

勝

手

に

言

い

表

し

た

言

葉

で 

す

が

、

太

宰

は

心

中

時

に

、

精

神

的

に

オ

カ

シ

カ 



 

ッ

タ

こ

と

が

理

由

で

自

殺

幇

助

罪

に

成

り

、

殺

人 

罪

を

免

れ

ま

す

」 

俊

也

「

太

宰

は

、

精

神

的

に

オ

カ

シ

カ

ッ

タ

事

が

理 

由

で

、

殺

人

罪

を

逃

れ

た

の

か

？

」 

紗

香

「

当

時

太

宰

は

、

パ

ビ

ナ

ー

ル

と

い

う

麻

薬

性 

鎮

痛

剤

を

可

成

り

の

量

で

服

用

し

て

い

て

、

モ

ル

ヒ

ネ

も

使

用

し

て

い

た

の

で

す

。

薬

物

中

毒

症

の

私

か

ら

言

わ

せ

れ

ば

、

こ

れ

等

の

薬

を

多

量

に

服

用

す

れ

ば

、

痙

攣

発

作

の

症

状

が

現

れ

、

精

神

的

に

可

笑

し

く

な

る

こ

と

は

想

像

で

き

ま

す

。

頭

の

良

い

当

時

の

太

宰

が

其

れ

を

知

ら

な

い

訳

は

無

い

の

に

、

苦

痛

か

ら

逃

れ

る

た

め

に

、

薬

物

と

い

う

快

楽

に

溺

れ

た

の

で

す

…

…

」 

 
 

 

少

し

気

が

高

ぶ

っ

て

い

る

紗

香

。 
 

紗

香

「

ア

ル

コ

ー

ル

依

存

症

や

薬

物

依

存

症

の

太

宰 

 

は

、

自

分

が

人

間

失

格

者

だ

と

、

自

覚

し

て

い

た 

 

筈

で

す

…

… 

私

も

自

覚

し

て

い

ま

す

、
違

法

薬

物 

 

依

存

症

の

今

の

私

は

、

人

間

失

格

者

だ

と

い

う

事 

 

を

…

…

」 

俊

也

「

薬

物

を

断

ち

切

れ

ば

良

い

事

じ

ゃ

な

い

か

」 



 

紗

香

「

そ

ん

な

に

簡

単

じ

ゃ

な

い

事

は

、

俊

也

さ

ん 

 
も

目ま

の

当

た

り

に

し

た

で

は

、
あ

り

ま

せ

ん

か

…

」 

俊

也
「

そ

う

だ

が

、
頑

張

る

し

か

無

い

じ

ゃ

無

い

か

」 

紗

香

「

私

は

、

人

間

止や

め

ま

す

か

？

其

れ

と

も

薬

を 

止

め

ま

す

か

？ 

か

と

問

わ

れ

れ

ば

、
人

間

に

戻

り 

た

い

と

答

え

ま

す

…

…

で

も

私

は

…

人

間

を

断

ち 

切

る

可

能

性

も

在

り

ま

す

…

…

」 

俊

也

「

！

…

…

」 

 
 

 

暫

く

黙

っ

て

し

ま

う

二

人

。 

 
 

 
 

〇

同

・

七

里

ヶ

浜

の

海

辺 

 
 

 

浜

辺

に

並

ん

で

座

っ

て

居

る

二

人

。 

 
 

 

俊

也

の

話

を

真

剣

な

顔

で

、

聞

い

て

い

る

紗 

 
 

 

香

。 

 
 

 

勢

い

よ

く

押

し

寄

せ

る

波

、
引

い

て

行

く

波

、 

 
 

 

紗

香

と

俊

也

の

声

が

響

く

。 

紗

香

「

…

お

母

さ

ん

は

、

お

金

に

困

っ

た

挙

句

に

、 

 

幼

い

俊

也

さ

ん

を

道

連

れ

に

し

て

、

列

車

に

飛

び 

込

も

う

と

し

た

の

で

す

か

？

」 

俊

也

「

そ

う

だ

…

し

か

し

結

果

は

、

今

話

し

た

通

り 



 

…

…

母

は

一

人

で

、

よ

い

マ

チ

世

界

に

逝

っ

て

し 

ま

っ

た

よ

…

…

」 

紗

香

「

死

ぬ

ほ

ど

生

活

に

困

っ

て

い

た

の

に

、

お

母

さ

ん

は

、

実

家

と

か

親

類

と

か

に

、

お

金

の

無

心

を

願

う

事

が

、

出

来

な

か

っ

た

の

で

す

か

？

」 

俊

也

「

母

の

実

家

は

、

叔

父

が

事

業

を

展

開

し

て

い

て

結

構

裕

福

だ

っ

た

。

そ

こ

に

は

当

時

、

祖

母

も

健

在

だ

っ

た

よ

」 

紗

香

「

じ

ゃ

、

何

故

？ 

お

母

さ

ん

は

、

お

金

の

無

心

に

行

か

な

か

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

」 

俊

也

「

プ

ラ

イ

ド

、

だ

と

想

っ

て

い

る

」 

紗

香

「

プ

ラ

イ

ド

！

？

」 

俊

也

「

母

は

女

子

学

校

に

も

行

き

、

青

春

時

代

は

御

嬢

さ

ん

と

し

て

育

っ

た

と

聞

い

て

い

る

。

惨

め

な

生

活

を

、

言

い

出

せ

な

く

て

死

を

選

ん

だ

と

、

想

像

し

て

い

る

…

…

」 

紗

香

「

お

母

さ

ん

の

…

プ

ラ

イ

ド

が

…

…

死

を

選

ん

だ

…

…

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

荒

巻

く

海

波

。 



 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

は

、

バ

ッ

タ

を

捕

ま

え

た

事

で

命

が

助

か

っ

た

ん

だ

な

…

…

」 

俊

也

「

そ

う

だ

、

あ

の

時

、

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

が

飛

び

出

し

て

来

な

か

っ

た

ら

、

僕

の

命

は

無

か

っ

た

か

も

知

れ

な

い

…

…

」 

紗

香

「

そ

の

バ

ッ

タ

さ

ん

、

き

っ

と

女

の

子

だ

ヨ

。 

俊

也

…

…

必

ず

捕

ま

え

る

の

よ

！

、

お

母

さ

ん

の

言

っ

た

、

そ

の

言

葉

、

俊

ち

ゃ

ん

、

チ

ャ

ン

と

守

っ

た

じ

ゃ

な

い

か

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

だ

け

ど

捕

ま

え

た

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

が

、

女

の

子

か

男

の

子

か

は

判

ら

な

い

な

」 

紗

香

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

、

俊

ち

ゃ

ん

が

、

実

際

に

捕

ま

え

た

バ

ッ

タ

は

人

間

で

、

し

か

も

、

淑

や

か

で

美

し

い

女

性

じ

ゃ

無

い

か

！

」 

俊

也

「

え

え

っ

？

淑し

と

や

か

で

美

し

い

女

性

と

は

？

」 

 
 

 

思

わ

ず

俊

也

、
横

に

座

る

紗

香

の

顔

を

見

る

。 

 
 

 

紗

香

、

女

性

ら

し

い

品ひ

ん

を

創

り

微

笑

む

。 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

確

か

に

、

淑

や

か

で

美

し

い

女

性

を

捕

ま

え

た

の

か

も

知

れ

な

い

な

…

？

」 



 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

青

い

海

波

が

、

寄

せ

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

紗

香

「

…

俊

也

さ

ん

は

…

今

で

も

、

お

母

さ

ん

が

言 

 

っ

た

、

そ

の

、

よ

い

マ

チ

世

界

、

と

い

う

存

在

を 

 

信

じ

て

い

る

の

で

す

か

？

」 

俊

也

「

あ

あ

、

信

じ

て

い

る

、

死

ん

だ

世

界

が

好よ

い 

 

世

界

で

な

け

れ

ば

、

母

も

祖

母

も

僕

も

浮

か

ば

れ 

な

い

か

ら

な

ぁ

」 

 
 

 

海

波

を

見

詰

め

る

紗

香

の

表

情

が

、

ニ

ヤ

リ 

 
 

 

と

す

る

。 

紗

香

「

信

じ

る

者

は

救

わ

れ

な

い

カ

モ

だ

な

。

だ

け 

ど

、

そ

の

得

体

の

知

れ

な

い

、

よ

い

マ

チ

世

界

っ 

て

い

う

モ

チ

ー

フ

、

使

え

る

か

も

だ

よ

、

二

人

が 

創

る

映

画

に

使

お

う

ぜ

」 

俊

也
「

映

画

の

モ

チ

ー

フ

？ 

紗

香

、
映

画

作

り

の

構

想

は

、

も

う

出

来

て

い

る

の

か

？

」 

紗

香

「

映

画

創

り

の

構

想

な

ん

て

、

大

し

て

出

来

て 

 

い

る

訳

な

い

じ

ゃ

ん

、

俊

ち

ゃ

ん

に

出

会

っ

た

瞬 

間

に

閃
ひ
ら
め

い

た

ん

だ

か

ら

。

そ

う

い

う

事

で

此

れ

か 



 

ら

車

の

中

で

、

映

画

製

作

会

議

を

開

こ

う

ぜ

」 
俊

也

「

映

画

製

作

会

議

、

を

？

…

そ

れ

は

好

い

が

、 
そ

の

前

に

、

僕

に

は

モ

ウ

一

つ

、

幼

い

時

に

死

ぬ 

よ

う

な

目

に

在

っ

た

、

話

が

在

る

ん

だ

が

…

…

」 

紗

香
「

え

っ

俊

ち

ゃ

ん

に

は

？ 

ま

だ

死

ぬ

よ

う

な

目 

に

在

っ

た

、

面

白

い

話

が

在

る

の

か

？ 

」 

俊

也

「

面

白

い

話

で

は

無

い

、

ま

た

辛

く

て

空

し

い 

 

話

だ

、

そ

れ

で

も

聞

い

て

欲

し

い

？

」 

辛

く

て

空

し

い

と

い

う

言

葉

の

響

き

に

紗

香 

 
 

 

の

表

情

が

変

わ

る

。 

紗

香

「

私

は

俊

也

さ

ん

と

、

苦

楽

を

共

に

し

た

い

の 

で

す

。

聞

か

せ

て

下

さ

い

」 

 
 

 

荒

波

が

ゴ

ー

オ

と

押

し

寄

せ

る

。 

 
 

 
 

✕ 
 

✕

 
 

✕ 

俊

也

の

声

「

僕

は

母

の

死

後

す

ぐ

に

、

海

辺

近

く

の 

一

軒

家

に

住

ん

で

い

た

、

祖

母

と

叔

父

に

引

き

取 

ら

れ

た

…

…

」 
 

 

― 

回

想

へ

― 

 

〇

荒

れ

狂

う

海

岸

・

夕

方

（

回

想

） 
 

 

俊

也

の

声

「

普

段

は

優

し

い

祖

母

だ

っ

た

が

、

母

が 



 

あ

ん

な

死

に

方

を

し

た

所

為

な

の

か

、

祖

母

の

精 

神

は

時

々

、

お

か

し

く

成

っ

た

…

…

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
海

が

渦

巻

き

怒

っ

た

様

に

、

波

飛

沫

を

上

げ 

て

い

る

。 

遠

く

に

霞

む

夕

陽

が

千

切

れ

て

い

る

。 

夕

暮

れ

時

の

荒

れ

狂

う

海

岸

線

で

、

幼

い

俊 

也

は

独

り

ぼ

っ

ち

で

、

綺

麗

な

小

石

を

集

め 

て

い

る

。 

祖

母

多

恵

（

６

６

）

が

、

古

ぼ

け

た

乳

母

車 

を

引

き

な

が

ら

、
ゆ

っ

く

り

と

歩

い

て

来

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

俊

也

「

僕

は

も

う

小

学

生

だ

よ

、

厭

だ

ヨ

、

乳

母

車 

に

乗

る

な

ん

て

」 

多

恵

「

俊

也

、

言

う

事

を

聞

き

な

。

祖

母

ば

あ

ち

ゃ

ん

が 

乳

母

車

押

す

か

ら

な

、

乗

り

な

、

俊

也

、

楽

し

い 

ぞ

、

嬉

し

い

世

界

が

待

っ

て

い

る

ぞ

…

…

」 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

荒

れ

狂

う

波

際

を

、

幼

い

俊

也

を

乗

せ

た

乳 

母

車

を

、
多

恵

が

ヨ

ロ

ヨ

ロ

と

押

し

て

行

く

。 



 

多

恵

は

、

ブ

ツ

ブ

ツ

言

い

な

が

ら

乳

母

車

を 

押

し

て

い

る

。 

多

恵

の

声

が

、

激

し

い

波

音

に

負

け

な

い

ぐ 
ら

い

響

び

く

。 

多

恵

「

俊

也

の

お

父

ち

ゃ

ん

は

酷

い

人

間

だ

っ

た

ぞ 

！ 

碌ろ
く

で

も

な

い

奴

だ

っ

た

。
だ

か

ら

、
優

し

い

御 

前

の

お

母

ち

ゃ

ん

は

、
苦

労

し

て

死

ん

だ

ぞ

。
祖

母

ば

あ 

ち

ゃ

ん

の

娘

は

死

ん

だ

ぞ

…

…

」 

 
 

 

多

恵

は

突

然

止

ま

っ

て

、

乳

母

車

の

向

き

を 

海

に

向

け

る

。 

 
 

 

多

恵

の

顔

が

、
荒

れ

狂

う

波

の

彼

方

を

睨に
ら

む

。 

多

恵

「

俊

也

は

酷ひ
ど

い

奴

の

子

だ

、

生

き

て

ち

ゃ

ダ

メ 

だ

！ 

お

前

の

父

親

は

事

業

に

失

敗

し

て

よ

、
借

金 

ま

で

し

て

博

打

に

手

を

出

し

て

よ

、

負

け

て

逃

げ 

た

ぞ

。

録

で

も

無

い

御

前

の

父

親

が

な

、

優

し

い 

澄

江

を

死

に

追

い

や

っ

た

ん

だ

。

俊

也

の

父

親

は 

悪

い

奴

だ

！ 

だ

か

ら

御

前

も

悪

い

子

に

生な

る

。 

俊

也

、

お

前

に

生

き

て

行

く

価

値

も

、

資

格

も

無

い

ぞ

！

」 

巻

き

上

が

る

海

風

の

壁

に

、

お

前

に

生

き

て 



 

行

く

価

値

は

無

い

ぞ

！ 

の

声

が

、
木

霊

し

て 

反

射

す

る

。 

― 

生

き

て

行

く

価

値

は

無

い

ぞ

！ 

― 

✕
 

 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

多

恵

の

潤う
る

ん

だ

目

が

、

優

し

く

微

笑

む

。 

多

恵

「

俊

也

、

祖

母

ば

あ

ち

ゃ

ん

と

一

緒

に

、

お

母

ち

ゃ 

ん

の

処

に

行

こ

う

な

」 

俊

也

「

え

え

っ

？ 

祖

母

ば

あ

ち

ゃ

ん

！ 

何

を

言

っ

て

い 

る

ん

だ

？

！ 

」 

 
 

 

不

意

に

！ 

唇

を

噛

み

締

め

た

多

恵

が

、
乳

母 

車

を

力

強

く

押

し

、

多

恵

も

波

に

身

を

投

げ 

る

。 

山

の

よ

う

な

大

波

が

小

さ

な

乳

母

車

を

巻

き 

込

み

、

力

強

い

引

き

潮

の

中

に

流

さ

れ

て

引 

っ

繰

り

返

る

。 

俊

也

の

目

の

前

に

広

大

な

波

が

揺

れ

、

口

の 

中

に

、

鼻

の

中

に

、

目

の

中

に

、

ブ

ク

ブ

ク 

と

海

水

が

入

り

込

む

。 

叔

父

の

声

「

お

ふ

く

ろ

！ 

俊

也

！ 

何

を

し

て

い

る 

ん

だ

！

！ 

」 



 

海

岸

線

に

俊

也

の

叔

父

（

２

８

）

の

、

大

き 

な

叫

び

声

が

響

く

。 

― 

回

想

終

了 

― 

 

〇

同

・

七

里

ヶ

浜

（

現

在

） 

 
 

 

灰

色

の

海

波

。 

 
 

 

静

か

に

見

詰

め

て

い

る

二

人

。 

紗

香

「

そ

の

時

、

お

祖

母

さ

ん

は

、

如

何

な

っ

た

ん 

で

す

か

？

」 

俊

也

「

死

ん

だ

よ

…

…

」 

紗

香
「

…

そ

う

で

す

か

…

… 

俊

也

さ

ん

の

、
御

母

さ 

ん

と

御

祖

母

さ

ん

は

…

心

が

…

無

く

成

っ

た

ん

で 

す

ね

…

…

」 

俊

也

「

心

が

無

く

成

っ

た

と

は

…

？ 

」 

紗

香

「

私

と

俊

也

さ

ん

は

、

失

い

掛

け

て

い

ま

す

」 

俊

也

「

何

を

言

い

た

い

ん

だ

？

」 

紗

香
「

私

と

俊

也

さ

ん

は

、
心

を

失

い

か

け

て

い

て

、

俊

也

さ

ん

の

御

母

さ

ん

と

御

祖

母

さ

ん

は

、

そ

の

心

を

失

い

ま

し

た

」 

俊

也
「

紗

香

、
言

っ

て

い

る

事

が

良

く

解

ら

な

い

が

、 



 

そ

の

心

と

は

何

な

ん

だ

？

」 
紗

香

「

生

き

続

け

た

い

！ 

と

い

う

、

心

で

す

！ 

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

無

数

の

黒

い

海

波

に

、

白

く

輝

く

波

映

が

キ

ラ

キ

ラ

と

輝

い

て

い

る

。 

 

〇

七

里

ガ

浜

の

海

岸 

 
 

 

穏

や

か

に

、

打

ち

寄

せ

る

潮

波

。 

 
 

 

俊

也

が

、

浜

辺

に

三

脚

を

付

け

た

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

固

定

し

て

、

フ

ァ

イ

ン

ダ

ー

を

覗

き

込

み

ア

ン

グ

ル

を

決

め

て

い

る

。 

俊

也

「

こ

ん

な

も

ん

で

、

良

い

か

？

」 

 
 

 

宇

宙

人

コ

ス

プ

レ

を

着

込

ん

だ

紗

香

が

覗

き

込

む

。 

 
 

 

フ

ァ

イ

ン

ダ

ー

に

前

方

の

海

波

が

映

っ

て

い

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

こ

こ

の

シ

ー

ン

は

、

遥

か

彼

方 

の

惑

星

か

ら

星

流

し

の

刑

で

、

地

球

に

追

放

さ

れ 

た

星せ

い

女じ

ょ

サ

ヤ

が

、

光

る

バ

リ

ア

と

共

に

空

か

ら

海 

に

落

ち

て

来

る

と

い

う

、

設

定

だ

か

ら

な

」 



 

俊

也

「

凄

い

設

定

だ

な

」 

 
 

 

ウ

サ

ギ

の

耳

の

様

な

モ

ノ

が

頭

に

着

い

た

、

宇

宙

服

の

よ

う

な

コ

ス

プ

レ

だ

が

、

紗

香

の

胸

の

膨

ら

み

が

強

調

さ

れ

て

い

て

、

俊

也

の

観

る

眼

が

、

驚

く

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

ア

タ

イ

が

今

か

ら

海

の

中

に

入 

っ

て

行

っ

て

、

膝

上

辺

り

の

深

さ

の

所

で

手

を

振 

る

か

ら

、

其

処

で

カ

メ

ラ

の

ア

ン

グ

ル

を

ア

タ

イ 

の

姿

に

合

わ

せ

て

よ

。

私

が

海

に

沈

み

込

ん

だ

辺 

り

か

ら

、

撮

影

を

開

始

し

て

よ

、

ア

タ

イ

が

潜

っ 

た

海

か

ら

バ

サ

ッ

と

立

ち

上

が

る

所

ま

で

、

撮

影 

す

る

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

解

っ

た

、

巧

く

映

像

が

撮

れ

た

と

想

っ

た

ら 

大

き

な

声

で

Ｏ

Ｋ

、

失

敗

し

た

と

想

っ

た

ら

大

き 

な

声

で

Ｎ

Ｇ

、

と

言

え

ば

良

い

ん

だ

な

」 

紗

香

「

そ

う

い

う

事

だ

よ

。

何

回

も

遣

り

直

し

は

イ 

ヤ

だ

か

ら

、

巧

く

撮

っ

て

よ

。

そ

れ

か

ら

編

集

が 

大

変

に

成

る

か

ら

、

撮

影

は

何

時

も

、

流

し

撮

り 

じ

ゃ

な

く

て

、

カ

ッ

ト

割

り

だ

ぞ

」 

俊

也

「

あ

あ

、

解

っ

た

」 



 

 
 

 

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

が

海

に

入

っ

て

行

こ

う 

と

し

た

時

、

若

い

男

の

声

が

掛

か

る

。 

細

石

「

オ

ジ

サ

ン

た

ち

、

こ

こ

で

映

画

を

撮

っ

て

い

る

の

？

」 

 
 

 

若

い

痩

せ

た

男

、

細

石

（

２

１

）

と

ガ

タ

イ

の

大

き

な

男

、

剛

田

（

２

１

）

が

、

ニ

ヤ

ニ

ヤ

し

た

顔

で

立

っ

て

い

る

。 

俊

也

「

そ

う

だ

が

、

素

人

映

画

だ

」 

剛

田

「

素

人

映

画

っ

て

、

ひ

ょ

っ

と

し

て

ポ

ル

ノ

映 

画

？

」 

俊

也

「

い

や

、

ポ

ル

ノ

映

画

で

は

無

い

」 

二

人

の

男

、

に

や

け

た

顔

で

、

紗

香

の

バ

ス 

ト

を

観

て

い

る

。 

細

石
「

お

姉

さ

ん

、
凄

い

衣

装

だ

ね

、
顔

も

好

い

し

、 

お

っ

ぱ

い

も

大

き

い

よ

ね

、
お

金

を

出

す

か

ら

さ

、 

一

緒

に

カ

ラ

オ

ケ

行

か

な

い

？

」 

俊

也

「

何

を

バ

カ

な

事

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

。

申

し 

訳

な

い

が

、

他

の

場

所

に

行

っ

て

貰

え

な

い

か

」 

剛

田

「

他

の

場

所

に

行

っ

て

く

れ

ぇ

！

？

っ

て

、

如

何

い

う

こ

と

か

な

？ 

此

処

は

、
オ

ジ

サ

ン

の

海

じ



 

ゃ

な

い

だ

ろ

う

が

！

」 

 
 

 

俊

也

、

剣

幕

に

怯

む

。 

 
 

 
剛

田

、

狡

猾

な

顔

付

で

紗

香

に

近

寄

る

。 

剛

田

「

お

姉

さ

ん

、

こ

ん

な

素

人

映

画

の

出

演

料

な

ん

て

、

安

い

で

し

ょ

、

一

時

間

で

十

万

円

出

す

か

ら

、

俺

た

ち

に

付

き

合

っ

て

く

ん

な

い

か

な

」 

 
 

 

呆

れ

顔

の

紗

香

。 

 
 

 

剛

田

が

、

紗

香

の

体

に

触

ろ

う

と

し

た

時

、 

 
 

 

俊

也

の

手

が

、

剛

田

の

腕

を

掴

む

。 

俊

也

「

お

ま

え

ら

！

警

察

を

呼

ぶ

ぞ

！

」 

剛

田

「

触

る

な

よ

！ 

お

っ

さ

ん

！

」 

 
 

 

振

り

向

く

剛

田

、

行

き

成

り

俊

也

の

胸

ぐ

ら

を

掴

み

、

俊

也

を

殴

り

飛

す

。 

口

を

手

で

押

さ

え

て

倒

れ

込

む

俊

也

。 

一

瞬

で

紗

香

の

顔

色

が

変

わ

る

。 

紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

に

、
な

ん

て

事

を

す

る

ん

だ

！ 

ゲ

ス

野

郎

が

！

」 

 
 

素

早

く

、

傍

に

転

が

っ

て

い

る

棒

切

れ

を

拾 

い

上

げ

、

剣

士

の

様

に

構

え

る

紗

香

。 

剛

田

「

あ

あ

っ

、

お

姉

さ

ん

、

女

剣

士

も

遣

る

の

カ 



 

ッ

コ

イ

イ

！

」 

 
 

刹

那

！

 

紗

香

の

棒

切

れ

が

振

り

下

ろ

さ

れ

、

気

合

の

声

！ 

紗

香

「

面

！

胴

！

」 

 
 

 

剛

田

の

驚

愕

の

顔

を

！

棒

切

れ

は

掠

め

、

瞬

時

に

紗

香

の

剣

さ

ば

き

は

、

デ

カ

男

剛

田

の

脇

腹

を

貫

く

。 

 
 

 

う

ー

っ

！

…

と

い

う

呻

き

声

と

共

に

浜

辺

に

崩

れ

落

ち

て

行

く

剛

田

。 

 
 

 

迫

力

の

殺

陣

裁

き

に

、

怖

気

づ

く

細

石

。 

 
 

 

声

も

出

せ

な

い

細

石

の

わ

き

腹

を

、

紗

香

の

持

つ

棒

切

れ

が

鮮

や

か

に

貫

く

。 

 
 

 

蹲

る

細

石

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

大

丈

夫

か

？

」 

俊

也

「

あ

あ

、

大

丈

夫

だ

」 

 
 

 

唇

か

ら

血

は

出

て

い

る

が

、

立

ち

上

が

る

俊

也

。 

 

〇

道

路

沿

い

の

空

き

地

（

夜

） 

 
 

 

カ

ー

テ

ン

が

閉

め

ら

れ

た

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車



 

が

、

停

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 

後

部

席

で

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

俊

也

と

紗

香

が

、

肩

を

寄

せ

合

い

寝

て

い

る

。 

 

〇

藤

沢

市

内

の

武

道

具

店 

 
 

 

店

内

に

並

ん

で

い

る

、

剣

道

の

竹

刀

を

見

定

め

て

い

る

紗

香

。 

俊

也

「

２

本

も

買

う

気

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

で

す

、

俊

也

さ

ん

の

分

も

買

い

ま

す

」 

俊

也

「

僕

に

は

、

剣

道

な

ん

て

遣

る

体

力

は

、

無 

 

い

ぞ

、
そ

れ

に

、
剣

道

３

段

の

腕

前

だ

っ

と

い

う

、 

紗

香

の

稽

古

相

手

を

し

た

ら

、

僕

は

即

死

だ

」 

紗

香
「

何

を

言

っ

て

い

る

の

で

す

か

、
大

丈

夫

で

す

。 

素

振

り

練

習

だ

け

の

体

力

作

り

だ

と

想

っ

て

下

さ 

い

」 

俊

也

「

今

更

、

体

力

作

り

な

の

か

…

…

？

」 

 
 

 

殴

ら

れ

た

顔

を

、

大

き

な

マ

ス

ク

で

隠

し

て

い

る

俊

也

、

顔

を

顰し

か

め

る

。 

 

〇

鎌

倉

の

報

国

寺 



 

 
 

 

緑

色

の

太

い

竹

林

の

幹

が

、

並

ん

で

い

る

。 

 
 

 

竹

林

を

バ

ッ

ク

に

、

ま

る

で

刀

を

持

っ

て

い

る

か

の

よ

う

な

演

技

で

、

舞

い

上

が

る

竹

笹 

 
 

 

の

中

を

、

乱

舞

す

る

紗

香

を

、

三

脚

に

固

定

さ

れ

た

カ

メ

ラ

が

、

自

動

撮

影

で

捉

え

る

。 

 
 

 

紗

香

の

周

り

に

、

竹

の

葉

を

巻

き

上

げ

て

い

る

俊

也

。 

 
 

 
 

〇

ホ

テ

ル

の

部

屋

（

夜

） 

 
 

 

Ｗ

ベ

ッ

ド

ル

ー

ム

の

壁

際

の

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

、
シ

ナ

リ

オ

の

基

礎

、
シ

ナ

リ

オ

作

法

考

、

シ

ナ

リ

オ

構

造

論

、

等

の

本

が

重

な

っ

て

い

る

。 

 
 

 

椅

子

を

突

き

合

わ

せ

、

俊

也

と

紗

香

が

話

し 

合

い

な

が

ら

、

シ

ナ

リ

オ

を

書

い

て

い

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

は

、

若

い

時

に

、

シ

ナ

リ

オ

ラ

イ 

タ

ー

を

目

指

し

て

い

た

の

か

？

」 

俊

也

「

そ

う

だ

、

だ

け

ど

直

ぐ

挫

折

し

た

」 

紗

香
「

紆

余

曲

折

し

な

が

ら

勉

強

し

て

も

、
結

局

、
逝い

き

着

く

処

は

、

地

獄

だ

な

」 



 

俊

也

「

何

を

訳

の

分

か

ら

な

い

事

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

。

紗

香

、

星

女

と

ト

シ

が

良

い

マ

チ

世

界

に

行

っ

て

か

ら

、

如

何

ど

う

成

る

ん

だ

？

」 

紗

香

「

宇

宙

美

女

と

地

球

老

人

が

、

生

き

る

価

値

を

模

索

も

さ

く

す

る

設

定

だ

か

ら

、

良

い

マ

チ

世

界

は

酒

池

肉

林

の

世

界

だ

よ

、

そ

れ

を

踏

ま

え

て

、

俊

ち

ゃ

ん

も

考

え

て

よ

」 

俊

也

「

良

い

マ

チ

世

界

は

…

酒

池

肉

林

の

世

界

な

の

か

…

…

？ 

」 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

薄

灯

り

の

部

屋

内

。 
 

 

 
 

 

一

つ

の

ベ

ッ

ド

で

抱

き

合

う

よ

う

に

寝

て

い 

る

二

人

。 

壁

際

の

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

、

書

き

終

わ

っ

た 

シ

ナ

リ

オ

の

紙

が

置

か

れ

て

い

る

。 

書

か

れ

た

シ

ナ

リ

オ

の

一

部

分

が

見

え

る

。 

 
 

３

・

枯

れ

た

木

 

 
 

 
 

 

撓し
な

れ

て

貧

弱

な

枯

れ

枝

。

 

 
 

 
 

 

見

上

げ

て

い

る

老

人

ト

シ

、

手

に

ロ

ー

 



 

 
 

 
 

 

プ

を

持

っ

て

い

る

。

 
 

 

ト

シ

「

ダ

メ

だ

、

こ

ん

な

枝

で

は

死

ね

な

い

…

」

 

 
 

 
 

老

人

ト

シ

の

哀

れ

な

顔

。

 

 

４

・

無

人

の

海

辺

 

 
 

 
 

ト

シ

、

佇
た
た
ず

ん

で

い

る

。

 

 
 

 
 

果

て

の

海

原

が

霞

ん

で

 

ぼ

や

け

て

い

る

。

 

 
 

 
 

目

の

前

の

穏

や

か

な

海

波

に

、

巨

大

な

光

 

の

塊

、

落

ち

て

来

る

。

 

 
 

 
 

バ

シ

ャ

ー

ン

！

 

 
 

 

驚

く

ト

シ

。

 

 
 

 
 

目

の

前

の

海

中

か

ら

、

宇

宙

服

姿

の

若

い
 

 
 

 
 

女

が

立

ち

上

が

る

。

 

ず

ぶ

濡

れ

の

宇

宙

オ

ン

ナ

、

驚

い

て

い

 

る

ト

シ

に

微

笑

む

。

 

星

女

「

私

は

遠

い

星

か

ら

、

こ

の

地

球

に

、

星

 

流

し

の

刑

で

落

と

さ

れ

ま

し

た

、

星

女

せ
い
じ
ょ

で

す

」

 

ト

シ

「

え

っ

？

！

 

貴

方

は

？

 

宇

宙

人

…

？

」

 

星

女

「

私

は

、

地

球

の

人

間

と

言

う

生

物

一

匹

 

に

、

生

き

が

い

を

与

え

て

来

な

い

と

、

罪

が

 



 

消

え

ま

せ

ん

。

貴

方

、

人

間

と

言

う

生

物

で

 

す

よ

ね

、

貴

方

、

生

き

が

い

無

い

で

す

よ

ね

」

 
ト

シ

「

え

っ

？

無

い

け

ど

？

」

 

星

女

「

良

か

っ

た

ー

 
 

直

ぐ

に

生

き

が

い

の

 

無

い

年

寄

り

の

人

間

に

遭あ

え

て

、

じ

ゃ

、

 

行

き

ま

し

ょ

う

」
 

ト

シ

「

行

き

ま

し

ょ

う

っ

て

？

 

何

処

へ

？

」

 

星

女

「

好

い

マ

チ

世

界

で

す

！

」

 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 

〇

道

路

わ

き

の

雑

木

林 

ワ

ゴ

ン

車

が

道

脇

の

雑

草

地

に

停

め

ら

れ

、

ふ

た

り

が

、

雑

木

林

の

中

で

撮

影

中

。 

 
 

 

俊

也

が

嬉

し

そ

う

な

顔

で

、

一

本

の

太

い

枝 

を

見

詰

め

て

い

る

。 

紗

香

「

カ

ッ

ト

！

」 

 
 

 

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

構

え

て

い

る

紗

香

が

、

大 

き

な

声

を

上

げ

る

。 

紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

、
ふ

ざ

け

て

居

る

の

か

！ 

こ

の

場 



 

面

は

、
主

人

公

ト

シ

が

、
首

つ

り

自

殺

に

対

し

て

、 

悩

ん

で

怖

気

づ

い

て

い

る

シ

ー

ン

な

ん

だ

よ

。

笑 
っ

て

い

る

場

合

か

、

や

り

直

し

！

」 

 
 

 

俊

也

は

、

も

う

一

度

、

真

剣

な

顔

で

上

空

の 

 
 

 

木

の

枝

を

見

詰

め

る

。 

紗

香
「

カ

ッ

ト

！ 
俊

ち

ゃ

ん

さ

、
真

剣

な

顔

で

遣

る 

な

、

モ

ッ

ト

空

し

い

顔

を

し

ろ

！ 

撮

り

直

し

！

」 

俊

也

「

紗

香

、

チ

ョ

ッ

と

、

厳

し

す

ぎ

な

い

か

、

僕 

は

プ

ロ

の

俳

優

じ

ゃ

な

い

ん

だ

か

ら

」 

紗

香

「

あ

の

ね

、

俊

ち

ゃ

ん

、

黒

澤

明

監

督

は

モ

ッ 

ト

厳

し

か

っ

た

ん

だ

よ

。

エ

キ

ス

ト

ラ

で

も

、

怒 

鳴

っ

た

ん

だ

よ

！ 

は

い

、

や

り

直

し

！

」 

 

〇

海

岸

道

路

下

の

砂

浜 

海

岸

道

路

の

石

垣

は

、

２

メ

ー

ト

ル

以

上

の

高

さ

が

在

る

。 

砂

地

で

寝

こ

ろ

び

な

が

ら

、

俊

也

が

ビ

デ

オ 

カ

メ

ラ

を

構

え

て

い

る

。 

石

垣

の

上

か

ら

飛

び

降

り

よ

う

と

し

て

い

る

、

宇

宙

人

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

が

、

下

を

見

下



 

ろ

す

。 
紗

香

「

此

れ

っ

て

高

す

ぎ

な

い

か

！

」 

 
 

 
下

か

ら

、

俊

也

の

声

が

響

く

。 

俊

也

「

大

丈

夫

だ

。

下

に

は

安

物

の

マ

ッ

ト

が

敷

い 

て

在

る

ん

だ

、

そ

れ

に

、

飛

び

降

り

る

の

は

紗

香

だ

か

ら

な

、
砂

地

に

落

ち

て

も

死

に

は

し

な

い

よ

。

さ

あ

、

紗

香

！ 

飛

び

降

り

る

ん

だ

！ 

」 

紗

香

「

わ

か

っ

た

よ

…

え

、

え

、

え

ぃ

」 

 
 

 

紗

香

は

、

び

く

び

く

し

な

が

ら

、

飛

び

降

り

る

。 

マ

ッ

ト

に

落

ち

た

紗

香

に

、

俊

也

が

言

う

。 

俊

也

「

紗

香

、

や

り

直

し

だ

！

」 

紗

香

「

何な
ん

で

だ

よ

！

」 

俊

也

「

こ

の

シ

ー

ン

は

、

星

女

せ
い
じ
ょ

が

爽さ
わ

や

か

に

空

か

ら 

落

ち

て

来

る

場

面

だ

。

紗

香

の

顔

は

、

怖

気

づ

い 

た

カ

ッ

コ

悪

い

顔

を

し

て

い

た

。

だ

か

ら

、

や

り 

直

し

だ

」 

紗

香

「

解

っ

た

よ

、

も

う

一

回

や

る

よ

」 

 
 

 

一

瞬

不

貞

腐

れ

た

顔

を

す

る

が

、

紗

香

は

、 

石

垣

を

よ

じ

登

っ

て

上

に

上

が

る

。 



 

 
 

 

紗

香

、

今

度

は

元

気

よ

く

飛

び

降

り

る

。 
紗

香

「

や

ぁ

ー

！

」 

 
 

 
カ

メ

ラ

を

構

え

て

撮

影

し

て

い

る

俊

也

、

首 
を

傾

げ

る

。 

 
 

 

マ

ッ

ト

に

倒

れ

て

い

る

紗

香

に

。 

俊

也

「

紗

香

、

悪

い

け

ど

、

も

う

一

回

飛

ん

で

く

れ

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

も

う

一

回

っ

て

、

如

何

言

う

事 

だ

よ

」 

俊

也

「

ま

だ

、

爽さ
わ

や

か

さ

が

足

り

な

い

気

が

し

た

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

さ

、

爽さ
わ

や

か

な

ア

タ

イ

に

何

を

言 

っ

て

い

る

ん

だ

！ 

俊

ち

ゃ

ん

注

文

が

、
酷ひ

ど

く

無

い 

か

？

」 

俊

也

「

そ

ん

な

事

は

無

い

、

溝

口

健

二

監

督

は

映

画 

撮

影

中

に

、

通

り

の

電

柱

が

邪

魔

だ

か

ら

、

ス

タ 

ッ

フ

に

退

か

し

て

く

れ

と

、
注

文

を

付

け

た

ん

だ

。 

紗

香

、

撮

り

直

し

だ

！

」 

紗

香

「

何

の

話

を

し

て

い

る

ん

だ

…

？

」 

 

〇

空

き

地

（

夜

） 

 
 

 

カ

ー

テ

ン

を

閉

め

た

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

、 



 

 

止

ま

っ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

空

き

地

（

夜

明

け

前

） 

 
 

 

静

ま

り

返

っ

た

外

は

、

未

だ

暗

い

。 

ワ

ゴ

ン

車

内

の

後

部

席

で

、

白

色

の

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

俊

也

が

、

深

く

寝

込

ん

で

い

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

ワ

ゴ

ン

車

の

外

。 

月

明

か

り

の

下

で

紗

香

は

、

竹

刀

の

四

つ

に

縦

割

り

さ

れ

て

い

る

一

本

、

一

本

を

ナ

イ

フ

で

削

り

、

サ

ン

ド

ペ

ー

パ

ー

で

擦

り

込

ん

で

滑

ら

か

に

し

て

い

る

。 

先

ゴ

ム

を

付

け

て

先

革

や

柄つ
か

革

に

竹

刀

を

入

れ

、

細

い

弦つ
る

を

使

っ

て

複

雑

な

結

び

を

器

用

に

通

し

締

め

付

け

て

い

く

。 

最

後

の

仕

上

げ

に

中な
か

結ゆ

い

を

付

け

て

紗

香

は

、

片

手

で

重

さ

を

確

か

め

る

様

に

軽

く

竹

刀

を

振

る

。 ×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

紗

香

、
眠

っ

て

い

る

俊

也

の

体

を

、
揺

す

る

。 



 

紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

朝

だ

夜

明

け

だ

、
練

習

だ

！ 

起

き 

ろ

、

起

き

な

さ

ー

い

！

」 

俊

也
「

…

…

う

ー 

何

ん

だ

…

？ 

如

何

し

た

ん

だ

？

」 
眠

そ

う

な

顔

で

半

身

を

起

こ

す

俊

也

。 

俊

也

「

紗

香

、

ま

だ

夜

明

け

前

じ

ゃ

な

い

か

、

起

き 

る

に

は

早

す

ぎ

だ

。

も

う

少

し

寝

か

し

て

く

れ

」 

紗

香

「

老

人

の

俊

ち

ゃ

ん

よ

、

あ

ば

ら

骨

を

折

ら

れ 

る

前

に

、

猛

稽

古

の

開

始

だ

！

」 

俊

也

「

な

ん

だ

、

猛

稽

古

と

は

？ 
」 

 

〇

砂

浜

（

夜

明

け

） 

 
 

 

人

の

気

配

の

無

い

薄

暗

い

海

岸

。 

 
 

 

紗

香

と

俊

也

が

、

竹

刀

の

素

振

り

を

繰

り

返 

し

て

い

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

振

り

下

ろ

し

を

モ

ッ

ト

速

く

！ 

打

つ

瞬

間

に

力

を

入

れ

る

感

覚

だ

よ

！ 

モ

ッ

ト 

足

を

広

げ

て

！

」 

 
 

 

並

ん

で

竹

刀

を

振

る

、

黒

い

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の 

紗

香

と

俊

也

。 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

構

え

て

い

る

時

は

、

全

身

の

力 



 

を

抜

い

て

く

だ

さ

い

。

打

ち

込

む

瞬

間

に

一

点

に 

力

を

集

中

し

て

、

打

ち

切

る

イ

メ

ー

ジ

が

大

事

で 
す

」 

 
 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

竹

刀

を

構

え

て

向

か

い

合

っ

て

い

る

、

俊

也 

と

紗

香

。 

 
 

 

紗

香

の

顔

が

不

意

に

、

厳

し

い

表

情

に

成

る

と

、

空

間

を

劈
つ
ん
ざ

く

よ

う

な

凄

ま

じ

い

声

！ 

紗

香

「

面め
ん

！ 

胴ど
う

！

」 

 
 

 

紗

香

の

竹

刀

の

軌

道

が

目

に

も

止

ま

ら

ぬ

速 

さ

で

、

俊

也

の

頭

に

打

ち

込

ん

で

来

る

と

思 

っ

た

瞬

間

、

流

れ

る

様

に

胴

に

止

め

打

ち

さ 

れ

て

い

る

。 

 

〇

道

路

わ

き

の

食

堂

（

夕

方

） 

 
 

 

道

路

わ

き

の

食

堂

か

ら

、

寄

り

添

う

よ

う

に

出

て

来

る

、

俊

也

と

紗

香

。 

曇

っ

た

空

か

ら

二

人

に

、
雨

が

落

ち

始

め

る

。 

 

〇

山

林

（

夜

） 



 

薄

暗

い

山

林

に

、

雨

が

槍

の

様

に

降

り

落

ち 

て

い

る

。 

 
 

 
雨

が

パ

シ

ャ

パ

シ

ャ

と

叩

き

付

け

る

雑

草

に

囲

ま

れ

た

土

、

カ

ッ

パ

姿

の

俊

也

が

ス

コ

ッ

プ

で

穴

を

掘

っ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

び

し

ょ

濡

れ

に

成

っ

て

い

る

黒

い

バ

ッ

グ

か

ら

、

ビ

ニ

ー

ル

袋

に

入

っ

た

注

射

器

、

炙

り

道

具

を

取

り

出

し

、

袋

を

逆

さ

に

し

て

穴

に

落

と

す

俊

也

。 

 

更

に

奥

へ

と

、

ス

コ

ッ

プ

と

バ

ッ

グ

を

手

に 

持

つ

俊

也

が

、

雑

草

を

掻

き

分

け

て

行

く

。 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

強

い

雨

風

の

中

。 

草

木

の

間

の

俊

也

が

掘

っ

た

深

い

穴

の

中

に

、 

ビ

ニ

ー

ル

袋

の

中

の

覚

醒

剤

が

振

り

落

と

さ 

れ

る

。 

白

い

毒

物

は

、

雨

粒

と

共

に

消

え

て

行

く

。 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

風

雨

に

草

木

が

靡な
び

い

て

い

る

。 



 

ビ

シ

ョ

ビ

シ

ョ

に

濡

れ

た

カ

ッ

パ

姿

の

俊

也 

が

、

獣

道

を

彷

徨

さ

ま

よ

う

。 
 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
×

 
 

×
 

 
 

 

暗

闇

に

揺

れ

る

黒

い

影

か

ら

、

声

が

響

く

。 

紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

、
何

処

ど

こ

？ 

何

処

に

居

る

ん

だ

よ

！

」 

俊

也
「

紗

香

、
如

何

ど

う

し

た

ん

だ

？ 

如

何

し

て

車

の

中 

に

居

な

い

ん

だ

！

？ 
」 

紗

香

「

車

の

中

に

ひ

と

り

で

居

る

と

、

危

な

い

ん

だ 

よ

！

」 

俊

也

「

何

が

危

な

い

ん

だ

？

」 
 

紗

香

の

黒

い

影

が

、

俊

也

の

目

の

前

に

立

ち 

は

だ

か

る

。 

 
 

 

不

意

に

、

紗

香

の

顔

に

、

幻

覚

症

状

が

現

れ 

る

。 

紗

香

「

俊

也

！

何

処

に

捨

て

た

！

」 

俊

也

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

！

？ 

」 

 
 

 

土

砂

降

り

の

雨

の

空

間

に

、

紗

香

の

幻

覚

症

状

の

声

が

響

く

。 

紗

香

「

白

い

粉

、

白

い

薬

…

…

何

処

ど

こ

、

何

処

な

の

？

快

楽

を

生

む

、
白

い

薬

…

…

あ

ー

、
あ

ー

、 

と

て



 

も

気

持

ち

好

い

世

界

…

…

俊

也

が

捨

て

た

の

か

！

…

… 

退

け

！

俊

也

！ 

」 

 
 

 
泥

に

塗ま

み

れ

た

紗

香

の

体

が

、

行

き

成

り

俊

也 
の

体

に

打ぶ

つ

か

っ

て

来

る

。
よ

ろ

け

る

俊

也

。 

 
 

 

紗

香

は

う

め

き

声

を

上

げ

な

が

ら

、
雑

草

の

、 

根

元

に

浮

き

出

て

い

る

土

砂

の

中

に

、

し

ゃ 

が

み

込

む

。 

紗

香

は

土

砂

ど

し

ゃ

を

手

で

つ

か

み

取

り

、

見

詰

め 

る

。 

紗

香

「

う

ー

う

ー

っ

、

俊

ち

ゃ

ん

の

所

為

せ

い

だ

よ

、

真 

っ

白

だ

っ

た

ア

タ

イ

の

薬

が

、

真

っ

黒

に

な

っ

ち

ゃ

っ

た

よ

」 

俊

也

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

！

紗

香

？ 

」 

 
 

 

紗

香

は

狂

っ

た

よ

う

に

、

土

砂

ど

し

ゃ

砂す
な

を

口

の

中 

に

詰

め

込

む

。 

俊

也

「

紗

香

！

？ 

な

、

何

を

？ 

や

っ

て

い

る

ん

だ 

！ 

」 

 
 

 

俊

也

は

咄

嗟

に

、

紗

香

の

顔

を

抱

き

か

か

え 

て

、

紗

香

の

口

に

指

を

入

れ

る

。 

紗

香

「

ぐ

う

ぇ

ー

、

ぐ

う

ぇ

ー

」 



 

 
 

 

紗

香

が

呻

き

声

と

共

に

、

泥

を

吐

き

出

す

。 
紗

香

「

う

ぅ

っ

ー

、

う

ぅ

ー 

」 

紗

香

は

獣

の

よ

う

な

唸

り

声

を

あ

げ

、

俊

也 
の

手

に

嚙

み

付

い

て

く

る

。 

俊

也

「

う

っ

！

」 

 
 

 

俊

也

苦

痛

の

声

。 

 
 

 

俊

也

の

腕

に

、

血

が

滴

る

。 

紗

香

「

ぐ

ぇ

っ

、

ゲ

ぇ

ー

、

グ

ェ

ー

」 

 

紗

香

は

、

ゲ

ロ

を

吐

く

。 

俊

也

の

手

か

ら

、

汚

物

と

血

が

混

ざ

り

、

落 

ち

て

い

く

。 

×
 

 
×

 
 

×
 

 

俊

也

が

、

雑

草

の

中

に

、

ス

コ

ッ

プ

と

バ

ッ 

グ

を

、

投

げ

捨

て

る

。 

 
 

 

風

雨

激

し

い

暗

闇

の

道

、

虚

ろ

な

状

態

で

黙 

っ

た

ま

ま

の

紗

香

の

肩

を

抱

き

、

よ

ろ

よ

ろ 

と

歩

い

て

行

く

俊

也

。 

身

を

俊

也

に

預

け

て

、

虚

脱

状

態

の

紗

香

。 

真

っ

暗

な

空

間

に

、

豪

雨

が

叩

き

付

け

る

音 

が

響

く

。 



 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

降

り

落

ち

る

雨

の

中

、

俊

也

が

ワ

ゴ

ン

車

の 

後

部

席

の

ド

ア

前

に

、

び

し

ょ

濡

れ

の

紗

香 
を

立

た

せ

る

と

、

カ

ッ

パ

を

脱

ぎ

捨

て

、

車

の

中

に

入

り

込

む

。 
✕

 
 

✕ 
 

✕ 

俊

也

が

、

衣

類

ケ

ー

ス

か

ら

、

タ

オ

ル

や

下

着

類

を

取

り

出

し

て

い

る

。 

ド

ア

か

ら

、

衣

服

を

脱

ぎ

捨

て

た

紗

香

が

、

雨

粒

滴

る

裸

の

姿

で

、

入

り

込

ん

で

来

る

。 

俊

也

「

紗

香

？ 

大

丈

夫

な

の

か

！

…

？

」 

 
 

 

薄

闇

に

浮

か

ぶ

、
紗

香

の

豊

満

な

白

い

裸

体

。 

 
 

 

見

詰

め

る

俊

也

。 

紗

香

「

…

…

ケ

ダ

モ

ノ

！

」 

俊

也

「

あ

あ

っ

…

ゴ

メ

ン

…

…

」 

 
 

 

思

わ

ず

眼

を

逸

ら

す

俊

也

。 

紗

香

「

タ

オ

ル

」 

俊

也

「

…

あ

あ

」 

 
 

 

急

い

で

、

タ

オ

ル

を

手

渡

す

俊

也

。 

 
 

 

微

笑

む

紗

香

、

俊

也

の

腕

を

取

る

。 



 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

は 

…

優

し

い

…

…

」 

 
 

 

紗

香

、

俊

也

の

血

が

滲

ん

で

い

る

腕

に

口

を

付

け

、

舐

め

始

め

る

。 

俊

也

「

紗

香

？ 

何

を

す

る

ん

だ

！

」 

 
 

 

紗

香

の

体

が

、

俊

也

の

体

に

寄

り

掛

か

っ

て

来

る

。 

紗

香

「

私

は

、

優

し

い

俊

也

さ

ん

と

、

身

も

心

も

一 

つ

に

生

り

た

い

…

…

汚け

が

れ

の

無

い

俊

也

さ

ん

に

… 

抱

か

れ

た

い

…

…

」 

 
 

 

身

を

任

せ

て

来

る

紗

香

。 

 
 

 

体

を

放

す

俊

也

。 

俊

也

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

…

僕

は

、

３

０

歳

以 

上

も

歳

が

離

れ

て

い

る

、

年

寄

り

だ

ぞ

…

…

」 

紗

香

「

私

は

、

知

ら

な

い

ケ

ダ

モ

ノ

た

ち

に

、

圧

し 

掛

ら

れ

貪

ら

れ

た

、
穢

れ

女

… 

薬

物

を

与

え

ら

れ 

調

教

さ

れ

た

人

間

失

格

者

…

…

そ

ん

な

私

で

も

、 

好

き

に

成

っ

た

人

に

抱

か

れ

て

、

汚け

が

れ

た

過

去

を 

忘

れ

た

い

、

狂

人

の

世

界

を

消

し

去

り

た

い

…

… 

お

願

い

で

す

！ 

私

を

抱

い

て

下

さ

い

！ 

」 

俊

也

「

！ 

…

…

」 



 

 
 

 
 

✕ 
 

✕

 
 

✕ 

 
 

 

薄

暗

い

ワ

ゴ

ン

車

の

後

部

席

。 

 
 

 
俊

也

の

体

と

紗

香

の

体

が

重

な

り

、

ひ

と

つ 
に

生な

っ

て

い

く

…

… 

✕
 

 

✕ 
 

✕ 

車

内

ド

ア

横

に

置

か

れ

た

傘

立

て

に

、

２

本 

の

竹

刀

が

重

な

る

様

に

刺

さ

っ

て

い

る

。 

 

〇

空

き

地

（

早

朝

） 

黒

い

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

紗

香

と

俊

也

が 

準

備

体

操

を

し

て

い

る

。 

竹

刀

を

左

右

交

互

に

何

回

も

振

る

、

素 

振

り

練

習

を

繰

り

返

し

始

め

る

。 

 

〇

高

徳

院 

 
 

 

俊

也

が

鎌

倉

の

大

仏

を

、

三

脚

に

固

定

し

た 

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

で

撮

影

し

て

い

る

。 

メ

イ

ド

コ

ス

プ

レ

の

紗

香

が

、

大

仏

前

の

観 

客

の

間

を

、

お

辞

儀

を

し

な

が

ら

歩

き

回

る 

姿

を

、

俊

也

が

撮

影

す

る

。 



 

 
〇

江

ノ

電

・

極

楽

寺

駅 

 
 

 
ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

と

三

脚

を

下

げ

た

俊

也

と

、 
着

物

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

が

、

改

札

口

か

ら 

出

て

来

る

。 

 

〇

極

楽

寺 

 
 

 

手

を

繋

ぎ

な

が

ら

、

山

門

に

這

入

っ

て

行

く 

 
 

 

ふ

た

り

。 

 

〇

海

沿

い

の

道

路 

 
 

 

海

沿

い

の

道

路

を

、

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 

〇

真

鶴

海

岸

（

夕

方

） 

 
 

 

夕

陽

に

照

ら

さ

れ

て

い

る

海

波

。 

宇

宙

服

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

と

黒

い

ジ

ャ

ー 

ジ

姿

の

俊

也

が

手

を

繋

ぎ

、

夕

陽

浮

か

ぶ

海 

波

の

地

平

線

に

向

か

っ

て

、

ゆ

っ

く

り

と

歩 

い

て

行

く

。 

そ

の

シ

ル

エ

ッ

ト

を

、

三

脚

に

固

定

さ

れ

た 



 

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

が

自

動

撮

影

。 

 

〇

空

き

地

（

夜

） 
ワ

ゴ

ン

車

の

倒

さ

れ

た

後

部

席

。 

抱

き

合

っ

て

寝

て

い

る

二

人

。 

紗

香

、

俊

也

の

手

を

振

り

ほ

ど

き

、

静

か

に 

起

き

上

が

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

紗

香

の

小

型

バ

ッ

ク

を

開

け

る

手

が

、

震

え 

て

い

る

。 

紗

香

、

底

に

入

っ

て

い

る

紙

袋

を

開

く

。 

中

に

ビ

ニ

ー

ル

に

小

分

け

さ

れ

た

覚

醒

剤

と 

注

射

器

が

入

っ

て

い

る

。 

見

詰

め

る

紗

香

の

苦

悶

の

顔

。 

呼

吸

は

荒

い

が

、
ジ

ッ

と

堪

え

る

紗

香

の

顔

。 

紗

香

、

平

常

の

顔

に

戻

り

、

静

か

に

紙

袋

を 

元

に

戻

す

。 

 

〇

伊

豆

・

城

ケ

崎

海

岸 

岩

石

に

飛

び

散

る

波

飛

沫

。 



 

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

構

え

た

俊

也

が

、

撮

影

し 

て

い

く

。 

傍

ら

で

、

海

波

を

見

詰

め

て

い

る

紗

香

。 

 

〇

同

・

門

脇

つ

り

橋 

眼

下

に

望

む

崖

の

様

な

岩

々

、

荒

れ

狂

う

波 

が

岩

肌

に

ブ

チ

当

た

り

、

吹

き

上

が

っ

て

い 

る

。 

紗

香

「

こ

こ

は

観

光

地

で

人

の

気

配

が

多

い

か

ら

、 

駄

目

だ

な

…

…

」 

俊

也

「

何

が

駄

目

な

ん

だ

？

」 

紗

香

「

死

に

場

所

…

…

だ

よ

」 

俊

也

「

何

を

バ

カ

な

事

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

さ

、

ア

タ

イ

、

此

処

よ

り

静

か

で 

 

見

晴

ら

し

も

最

高

で

、
車

で

も

飛

び

込

め

そ

う

な

、 

秘

密

の

丘

を

知

っ

て

い

る

か

ら

…

…

今

か

ら

、 

そ

こ

に

行

こ

う

ぜ

！

」 

俊

也
「

車

で

も

飛

び

込

め

そ

う

な

！

？ 

秘

密

の

丘

？ 

 

ソ

ン

な

所

に

行

く

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

そ

こ

は

、

１

０

年

以

上

も

前

だ 



 

け

ど

、

お

父

さ

ん

の

車

で

森

林

の

中

を

彷

徨

い

走 

っ

て

、
偶

然

見

つ

け

た

、
崖

の

上

の

空

き

地

だ

よ

」 

俊

也

「

崖

の

上

の

空

き

地

…

？

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

希

望

の

丘

と

も

死し

望ぼ

う

の

丘

と

も 

 

言

え

る

よ

う

な

、

崖

の

上

の

空

き

地

だ

よ

」 

俊

也

「

希

望

の

丘

と

も

死

亡

し

ぼ

う

の

丘

と

も

言

え

る

、

崖 

の

上

の

空

き

地

？ 

と

は

？ 

何

を

言

っ

て

い

る

ん 

だ

？

一

体

ド

ン

ナ

、

所

な

ん

だ

？ 

」 

紗

香

「

行

っ

て

見

れ

ば

解

か

る

よ

」 

城

ケ

崎

海

岸

の

荒

波

が

、

渦

巻

い

て

い

る

。 

 

〇

道

な

き

道 

 
 

 

鬱

蒼

う

っ

そ

う

と

雑

草

が

生

い

茂

っ

た

獣

道

。 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

が

ギ

リ

ギ

リ

一

台

通

れ

る

か

、

通 

れ

な

い

か

の

崖

道

。 

ゆ

っ

く

り

と

動

い

て

行

く

ワ

ゴ

ン

車

。 

凸

凹

道

を

慎

重

に

運

転

し

て

行

く

俊

也

。 

俊

也

「

こ

れ

は

、

道

で

は

、

無

い

ぞ

」 

紗

香

、

平

然

と

し

た

顔

。 

紗

香

「

道

な

き

道

だ

か

ら

、

人

も

寄

り

付

か

な

い

無 



 

人

の

丘

が

在

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

。

道

の

り

は

短

い 

か

ら

、

何

回

も

来

れ

ば

、

直

ぐ

慣

れ

る

っ

て

」 

俊

也

「

え

っ

、

紗

香

、

こ

こ

に

、

此

れ

か

ら

何

回

も 

来

る

心

算

な

の

か

？

」 

紗

香
「

そ

う

だ

よ

、
観

光

地

を

巡

る

の

も

良

い

け

ど

、 

 

時

々

此

処

に

来

て

、

映

画

鑑

賞

や

読

書

を

し

な

さ 

 

い

っ

て

、

神

さ

ま

の

お

告

げ

が

在

っ

た

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

そ

ん

な

バ

カ

な

…

」 

 
 

 

グ

ラ

グ

ラ

揺

れ

て

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 

〇

絶

景

の

丘 

 
 

 

丘

の

入

り

口

の

坂

。 

大

き

な

平

ら

な

岩

が

、

入

り

口

を

塞

ぐ

よ

う 

に

地

面

か

ら

、

顔

を

出

し

て

い

る

。 

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

の

エ

ン

ジ

ン

が

、

岩

の

段 

差

を

登

り

切

れ

ず

唸

っ

て

い

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

ワ

ゴ

ン

車

内

で

、

必

死

に

ア

ク

セ

ル

を

踏

ん 

で

い

る

俊

也

。 

俊

也

「

紗

香

の

お

父

さ

ん

の

車

は

、

こ

の

岩

を

登

れ 



 

た

の

か

？

」 
紗

香
「

登

れ

た

よ

、
そ

の

時

は

、
お

父

さ

ん

の

車

は

、

ラ

ウ

ン

ド

ク

ル

ー

ザ

ー

だ

っ

た

か

ら

な

」 

俊

也

「

…

…

」 

諦

め

る

様

に

エ

ン

ジ

ン

を

止

め

、

車

を

降

り 

る

二

人

。 ✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

１

５

メ

ー

ト

ル

四

方

は

在

り

そ

う

な

、

丘

が 

広

が

っ

て

い

る

。 

横

に

山

の

傾

斜

の

岩

肌

が

聳

え

、

樹

木

の

姿 

が

点

在

し

、

下

方

の

脇

を

２

メ

ー

ト

ル

位

の 

幅

の

川

が

、

流

れ

て

い

る

。 

紗

香

「

お

っ

、

前

よ

り

水

量

が

増

え

て

い

る

」 

俊

也

「

綺

麗

な

川

だ

な

」 

紗

香

「

湧

水

が

流

れ

て

い

る

ん

だ

よ

、

だ

か

ら

冷

た 

く

て

美

味

し

い

水

だ

し

。

こ

の

川

は

用

足

し

に

も 

便

利

だ

よ

」 

俊

也

「

用

足

と

は

？ 

紗

香

の

家

族

は

、

此

処

で

、 

サ

バ

イ

バ

ル

キ

ャ

ン

プ

で

も

し

た

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

何

時

も

３

日

ぐ

ら

い

は

、

此

処 



 

で

過

ご

し

た

よ

」 
俊

也

「

如

何

い

う

家

族

な

ん

だ

？

」 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

川

の

水

が

、

滝

の

よ

う

に

崖

の

岩

肌

に

雪

崩 

 
 

 

落

ち

、

水

飛

沫

を

上

げ

て

い

る

。 

 
 

 

覗

き

込

む

俊

也

が

、

身

震

い

を

す

る

。 

 
 

 

眼

下

の

荒

波

は

、

点

々

と

突

き

出

て

い

る

岩 

 
 

 

肌

を

吹

き

上

が

り

、

渦

巻

い

て

い

る

。 

 
 

 

飛

び

込

め

ば

、

即

死

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

、

地 

獄

の

絶

景

！ 

顔

を

上

げ

た

俊

也

は

、

目

を

瞠

る

。 

太

平

洋

の

海

原

が

壮

大

に

広

が

り

、

青

く

輝 

く

波

映

が

清

々

し

く

、

地

平

線

の

果

て

ま

で 

続

い

て

い

る

。 

突

き

進

め

ば

、

幸

福

を

イ

メ

ー

ジ

す

る

、

天 

国

の

絶

景

！ 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

今

夜

は

、

健

康

ラ

ン

ド

に

行

っ 

 

て

体

を

綺

麗

に

し

て

、
明

日

に

、
沼

津

に

行

っ

て

、 

食

料

や

キ

ャ

ン

プ

道

具

を

調

達

し

て

か

ら

、

ま

た 

来

よ

う

ぜ

」 



 

〇

伊

豆

天

城

ト

ン

ネ

ル 

 
 

 

山

の

中

の

古

ぼ

け

た

ト

ン

ネ

ル

、

前

に

ワ

ゴ 

ン

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。 
俊

也

が

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

三

脚

に

固

定

し 

て

い

る

。 

メ

イ

ド

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

が

、
前

に

立

つ

。 

紗

香

「

川

端

康

成

も

松

本

清

張

も

此

の

天

城

ト

ン

ネ 

 

ル

を

利

用

し

て

、

小

説

を

書

い

た

ん

だ

か

ら

な

、

ア

タ

イ

た

ち

も

利

用

し

な

い

手

は

な

い

ぞ

」 

俊

也

「

そ

れ

は

好

い

が

、

こ

の

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

た

ら

、

よ

い

マ

チ

世

界

が

広

が

っ

て

い

る

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

川

端

康

成

も

書

い

て

い

る

じ

ゃ

な

い

か

、

ト

ン

ネ

ル

を

抜

け

た

ら

、

そ

こ

は

、

よ

い

マ

チ

世

界

だ

っ

た

、

っ

て

」 

俊

也

「

な

ん

だ

、

そ

れ

は

？

」 

紗

香

「

編

集

で

、

こ

の

ト

ン

ネ

ル

が

海

底

に

在

る

様 

 

な

、

合

成

映

像

を

作

る

か

ら

、

さ

あ

、

撮

影

開

始

だ

よ

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
 

 
 

 

ト

ン

ネ

ル

の

前

で

、

メ

イ

ド

コ

ス

プ

レ

の

紗 



 

香

が

案

内

す

る

。 
紗

香

《

こ

ち

ら

が

、

よ

い

マ

チ

世

界

の

入

り

口

で 

 

ご

ざ

い

ま

す

。

ど

う

ぞ

、

お

入

り

く

だ

さ

い

》 

 
 

 

俊

也

と

紗

香

が

ト

ン

ネ

ル

の

中

に

入

っ

て

行 

く

姿

を

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

が

自

動

撮

影

。 

 

〇

伊

豆

ス

カ

イ

ラ

イ

ン 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 

〇

健

康

ラ

ン

ド

・

沼

津

〇

〇

の

湯

（

夜

） 

 
 

 

温

泉

に

浸

か

っ

て

い

る

紗

香

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

大

広

間

で

、

作

務

衣

姿

の

俊

也

と

紗

香

が

食 

事

を

し

て

い

る

。 

 

〇

沼

津

・

千

本

浜

（

早

朝

） 

 
 

 

吹

き

荒

れ

る

浜

風

。 

 
 

 

黒

い

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

紗

香

と

俊

也

が

、

竹

刀 

 
 

 

の

素

振

り

練

習

か

ら

、

打

ち

込

み

の

型

練

習 

 
 

 

を

し

て

い

る

。 



 

 
 

 

俊

也

の

動

き

が

、
格

段

に

良

く

な

っ

て

い

る

。 

 
 

 

凄

い

気

迫

で

、

紗

香

に

向

か

っ

て

、

面

の

打 

ち

込

み

か

ら

、

切

り

返

す

よ

う

に

胴

へ

寸

止

め

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

千

本

浜

か

ら

観

え

る

美

し

い

富

士

の

姿

。 

竹

刀

を

片

手

に

、

富

士

山

を

見

詰

め

て

い

る 

紗

香

と

俊

也

。 

紗

香
「

富

士

山

の

麓

に

、
自

衛

隊

の

基

地

が

在

っ

て

、 

私

の

家

族

は

、

４

年

間

、

御

殿

場

の

自

衛

隊

官

舎 

で

過

ご

し

ま

し

た

。

私

が

通

っ

た

高

校

は

、

こ

の 

沼

津

に

在

り

ま

す

…

…

」 

俊

也
「

え

っ

？

紗

香

は

、
富

士

山

の

麓

で

暮

ら

し

て

、

沼

津

で

高

校

生

活

を

送

っ

た

の

か

…

…

」 

 
 

素

晴

ら

し

き

眺

望

の

富

士

山

。 

 
 

荒

々

し

き

波

が

打

ち

寄

せ

る

千

本

浜

。 

 
 

感

慨

深

げ

に

、

見

詰

め

て

い

る

紗

香

。 

 

〇

沼

津

港 

 
 

 

俊

也

と

紗

香

が

鮮

魚

店

で

、

次

々

と

魚

を

買 



 

い

込

み

、

ア

イ

ス

ボ

ッ

ク

ス

に

詰

め

込

ん

で 

い

る

。 

 

〇

ホ

ー

ム

セ

ン

タ

ー 

 
 

 

俊

也

が

、

大

き

な

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

カ

ー

ト

を 

 
 

 

押

し

、

並

ん

で

紗

香

が

歩

い

て

い

る

。 

 
 

 

カ

ー

ト

に

、

キ

ャ

ン

プ

道

具

の

他

に

大

ハ

ン 

マ

ー

が

、

積

み

込

ま

れ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

ホ

ー

ム

セ

ン

タ

ー 

 
 

 

買

い

物

か

ご

に

、

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

ヤ

ス

リ

、 

 
 

 

超

小

型

サ

ン

ダ

ー

、

サ

バ

イ

バ

ル

ナ

イ

フ

に 

 
 

 

杖

の

様

な

角

材

が

積

み

込

ま

れ

る

。 

 

〇

道

な

き

道 

 
 

 

鈍の

ろ

い

ワ

ゴ

ン

車

だ

が

、

崖

道

を

、

昨

日

よ

り 

ス

ム

ー

ズ

に

走

っ

て

行

く

。 

 

〇

絶

景

の

丘 

 
 

 

入

り

口

を

塞

い

で

い

る

岩

を

、

俊

也

が

大

ハ 



 

ン

マ

ー

を

振

り

下

ろ

し

、

打

ち

砕

く

。 

紗

香

が

、

打

ち

砕

か

れ

た

小

岩

を

、

草

む

ら 

に

投

げ

込

む

。 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

夕

陽

を

浴

び

る

絶

景

の

丘

、
真

ん

中

辺

り

に

、 

ワ

ゴ

ン

車

が

止

め

ら

れ

て

い

る

。 

草

木

の

無

い

地

面

に

、

浅

い

穴

が

掘

ら

れ

、 

周

り

を

囲

む

ブ

ロ

ッ

ク

の

上

に

、

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

用

の

網

が

置

か

れ

る

。 

薪

に

炎

が

上

が

り

、

俊

也

と

紗

香

が

、

網

に

肉

や

野

菜

や

魚

の

具

材

を

載

せ

て

行

く

。 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘

（

夜

） 

 
 

 

遥

か

月

の

下

、

止

め

ら

れ

て

い

る

ワ

ゴ

ン

車 

 
 

 

の

カ

ー

テ

ン

は

開

ら

か

れ

て

い

て

、

星

空

か 

 
 

 

ら

中

が

覗

け

る

。 

後

部

席

で

、
ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

俊

也

と

紗

香

が

、 

寄

り

添

い

、
パ

ソ

コ

ン

の

画

面

を

観

て

い

る

。 

映

し

出

さ

れ

て

い

る

映

画

は

、

フ

ェ

リ

ー

ニ

監

督

の 

『

道

』
。 



 

空

し

い

表

情

の

ジ

ェ

ル

ソ

ミ

ー

ナ

と

サ

ー

カ 

ス

で

知

り

合

っ

た

剽

軽

な

男

と

の

、

セ

リ

フ 

の

遣

り

取

り

の

シ

ー

ン

で

、

紗

香

が

突

然

、 
パ

ソ

コ

ン

を

操

作

し

て

、

画

面

を

停

止

さ

せ 

巻

き

戻

し

始

め

る

。 

俊

也
「

紗

香

、
如

何

し

た

ん

だ

？ 

如

何

し

て

画

面

を 

巻

き

戻

す

ん

だ

？

」 

紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

、
セ

リ

フ

だ

よ

、
こ

の

セ

リ

フ

が

、 

二

人

に

取

っ

て

大

事

カ

モ

な

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

な

ん

だ

、

そ

の

、

大

事

か

も

と

は

？

」 

 
 

 

ま

た

、

画

面

が

流

れ

出

す

。 

 

…

…

… 

◇ 

…

…

… 

女

「

私

は

ダ

メ

な

女

だ

。

生

き

て

い

る

の

が

嫌

に

な 

っ

た

。

こ

の

世

で

何

を

し

た

ら

い

い

の

？

」 

男

「

お

ま

え

だ

っ

て

、

何

か

の

役

に

立

つ

だ

ろ

う

。

こ

の

世

の

中

に

在

る

も

の

は

、

何

か

役

に

立

つ

も

の

だ

」 

 
 

 

男

、

傍

の

小

石

を

拾

う

。

男

、

小

石

を

見

詰 

め

る

。 



 

男

「

こ

ん

な

小

石

で

も

、

何

か

の

役

に

立

っ

て

い

る

…

…

」 紗

香

、

こ

こ

で

映

像

を

停

め

る

。 

 
 

 
 

…

…

… 

◇ 

…

…

… 

 
 

 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、 
此

の

映

画

は

、
巨

匠

フ

ェ

リ

ー

ニ

監

督

の

名

作

中

の

名

作

『

道

』

だ

よ

」 

俊

也

「

そ

ん

な

事

は

解

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

が

、

ど

う

か

し

た

の

か

？

」 

紗

香

「

こ

の

映

画

は

、

そ

の

辺

に

転

が

っ

て

い

る

小

石

で

も

、

何

か

の

役

に

立

つ

と

言

っ

て

い

る

ん

だ

よ

、

映

画

好

き

の

俊

ち

ゃ

ん

と

ア

タ

イ

は

、

フ

ェ

リ

ー

ニ

監

督

の

名

誉

の

為

に

も

、

そ

れ

を

立

証

し

な

け

れ

ば

、

ダ

メ

な

ん

だ

よ

」 

俊

也
「

何

を

訳

の

解

ら

な

い

事

を

言

い

出

す

ん

だ

？

」 

 
 

 

紗

香

が

昼

間

、
買

い

物

を

し

た

袋

の

中

か

ら

、 

 
 

 

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

ヤ

ス

リ

、

金

属

の

リ

ン

グ

、 

 
 

 

超

小

型

サ

ン

ダ

ー

等

を

取

り

出

し

、
並

べ

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

さ

、

こ

れ

等

の

物

、

何

で

買

っ

た

か

解

か

る

か

？

」 



 

俊

也

「

お

金

で

買

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

？

」 
紗

香
「

俊

ち

ゃ

ん

！ 

ア

タ

イ

が

何

時

も

言

う

セ

リ

フ 
を

パ

ク

る

な

！ 

こ

れ

等

の

物

は

、
そ

こ

い

ら

に

転 

が

っ

て

い

る

小

石

か

ら

、

指

輪

を

作

る

為

に

買

っ 

た

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

小

石

を

使

っ

て

指

輪

を

作

る

の

か

？

…

…

何

で

そ

ん

な

物

を

作

る

ん

だ

？ 

」 

紗

香

「

買

っ

て

来

た

道

具

を

使

っ

て

、

だ

よ

」 

俊

也

「

そ

う

い

う

事

じ

ゃ

な

く

て

、

何

の

為

に

、

小 

 

石

で

指

輪

な

ん

か

作

る

ん

だ

？

」 

 
 

 

紗

香

が

声

色

を

変

え

る

。 

紗

香

「

ふ

た

り

の

将

来

の

為

に

で

す

」 

俊

也

「

ふ

た

り

の

将

来

の

為

と

は

？

」 

紗

香

「

結

婚

指

輪

を

作

り

た

い

の

で

す

」 

俊

也

「

結

婚

指

輪

…

？

 

ま

さ

か

？

 

僕

と

結

婚

を

？

！

…

こ

ん

な

年

寄

り

の

僕

と

…

…

？

紗

香 

そ

ん

な

バ

カ

な

事

を

、

本

気

で

言

っ

て

い

る

の

か

？ 

」 

 
 

 

紗

香

、

唇

を

噛

み

真

剣

な

表

情

に

成

る

。 

紗

香
「

私

は

！ 

本

気

で

す

！

…

…

私

は

、
俊

也

さ

ん 



 

が

承

諾

す

れ

ば

、
直

ぐ

に

で

も

警

察

に

出

頭

し

て

、 

更

生

の

道

を

進

み

、

真

っ

当

な

人

間

に

生

っ

て

戻 
っ

て

来

た

い

の

で

す

。

そ

し

て

俊

也

さ

ん

と

暮

ら

し

た

い

の

で

す

」 

俊

也

「

紗

香

…

…

本

気

な

の

か

…

…

」 

紗

香

「

本

気

で

す

！ 
」 

 

〇

絶

景

の

丘

と

ワ

ゴ

ン

車

内

（

夜

） 

 
 

 

星

空

の

下

。 

絶

景

の

丘

か

ら

の

展

望

。 

崖

下

の

暗

い

荒

海

が

渦

巻

い

て

い

る

。 

オ

ー

バ

ー

ラ

ッ

プ

し

て

、

ワ

ゴ

ン

車

内

。 

ふ

た

り

の

裸

体

が

、

激

し

く

重

な

り

合

っ

て

い

る

…

… 

 

〇

絶

景

の

丘

（

早

朝

） 

 
 

 

黒

い

ジ

ャ

ー

ジ

姿

、

紗

香

と

俊

也

の

竹

刀 

が

組

み

合

っ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘 



 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

の

外

に

、

ソ

ー

ラ

ー

パ

ネ

ル

が

置 

か

れ

、

横

に

新

品

の

ポ

ー

タ

ブ

ル

発

電

機

が 

置

か

れ

て

い

る

。 

 
 

 

紗

香

と

俊

也

、

そ

れ

ぞ

れ

が

小

さ

な

ビ

ニ

ー 

ル

袋

を

手

に

持

ち

、

草

地

を

掻

き

分

け

、

綺 

麗

な

小

石

を

探

し

回

っ

て

い

る

。 

 

〇

ワ

ゴ

ン

車

の

中 

 
 

 

後

部

席

に

小

型

の

折

り

畳

み

式

テ

ー

ブ

ル

が 

置

か

れ

、

上

に

、

ふ

た

り

が

選

ん

だ

１

セ

ン 

チ

以

下

の

、
１

０

個

の

小

石

が

並

ん

で

い

る

。 

テ

ー

ブ

ル

に

、

丸

ペ

ン

チ

、

角

ペ

ン

チ

、

超 

小

型

サ

ン

ダ

ー

、

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

ヤ

ス

リ

、 

石

座

の

材

料

に

な

る

空

枠

、

太

さ

の

異

な

る 

ミ

ニ

ワ

イ

ヤ

ー

が

入

っ

た

小

袋

が

数

種

類

並 

ん

で

い

る

。 

紗

香

が

、

テ

ー

ブ

ル

の

小

石

の

中

か

ら

、

緑 

色

の

石

英

ぽ

い

石

を

手

に

取

る

。 

紗

香

「

こ

の

石

は

翡

翠

ひ

す

い

だ

！

と

想

う

心

に

勝

る

恋

心 

か

な

」 



 

俊

也
「

何

を

訳

の

解

ら

な

い

事

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

。 

そ

の

石

は

、

ひ

ょ

っ

と

し

て

翡

翠

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

ん

な

訳

な

い

じ

ゃ

ん

、

本

物

の

翡

翠

だ

と

想

っ

て

、

作

っ

た

方

が

良い

い

ん

だ

よ

。

結

婚

指

輪

を

作

る

ん

だ

か

ら

な

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

…

…

じ

ゃ

僕

は

、

そ

の

赤

っ

ぽ

い

透

明

な

石

で

作

る

と

す

る

か

、

本

物

の

ル

ビ

ー

石

だ

と

想

っ

て

、

作

る

ぞ

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

そ

の

気

持

ち

が

大

切

だ

よ

、

俊

ち

ゃ

ん

は

、

貧

乏

で

顔

が

良

く

な

く

て

年

寄

り

だ

け

ど

、

そ

こ

の

ツ

ー

ル

キ

ッ

ト

を

使

え

ば

、

簡

単

に

本

物

紛ま

が

い

の

指

輪

が

作

れ

る

か

ら

な

」 

俊

也

「

何

て

言

い

方

を

す

る

ん

だ

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

二

人

は

、

ヤ

ス

リ

や

サ

ン

ダ

ー

を

使

い

、

真 

剣

な

表

情

で

、

小

石

を

削

っ

て

い

る

。 

サ

ウ

ン

ド

ペ

ー

パ

や

砥

石

に

水

を

振

り

掛

け 

研

磨

し

て

行

く

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

俊

也

「

紗

香

、

完

成

し

た

ぞ

！

」 



 

紗

香

「

え

っ

？

も

う

出

来

た

の

か

？

」 

 
 

 

俊

也

、

出

来

上

が

っ

た

指

輪

を

手

に

持

ち

、 

満

足

げ

に

見

詰

め

る

。 
歪

だ

が

多

角

形

に

削

ら

れ

た

面

が

、

紅

い

輝 

き

で

光

っ

て

い

る

様

に

観

え

る

。 

紗

香

「

ど

う

？

見

せ

て

よ

」 

 
 

 

紗

香

、
俊

也

の

手

か

ら

指

輪

を

取

り

上

げ

る

。 

紗

香
「

お

お

！ 

年

寄

り

に

し

て

は

、
凄

く

好

い

出

来 

栄

え

じ

ゃ

な

い

か

」 

俊

也

「

年

寄

り

は

、

余

分

だ

。
（

得

意

げ

に

）

紗

香

は 

未

だ

出

来

な

い

の

か

？

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

は

、

俊

ち

ゃ

ん

み

た

い

に

簡

易

ツ

ー 

ル

な

ん

か

使

っ

て

い

な

い

か

ら

な

、

俊

ち

ゃ

ん

の

為

に

、

デ

ザ

イ

ン

ワ

イ

ヤ

ー

を

精

密

に

ね

じ

込

ん

だ

、

プ

ロ

仕

上

げ

の

カ

ッ

ト

面

の

、

宝

石

を

作

っ

て

い

る

ん

だ

よ

。
あ

と

２

時

間

以

上

は

、
係

る

よ

」 

俊

也
「

あ

と

２

時

間

以

上

も

係

る

の

か

？ 

じ

ゃ

僕

は

、

寝

て

待

つ

こ

と

に

す

る

か

」 

紗

香
「

寝

て

待

つ

の

か

？ 

そ

れ

な

ら

、
邪

魔

だ

か

ら

、 

 

外

で

寝

て

よ

！

」 



 

 
 

 

膨

れ

て

い

る

紗

香

の

顔

。 
俊

也

「

…

…

」 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘 

 
 

 

崖

の

淵

に

座

り

込

ん

だ

俊

也

が

、

壮

大

に

広 

が

る

青

い

海

波

の

果

て

を

、

感

慨

深

げ

に

見 

詰

め

て

い

る

。 

紗

香

の

声

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

百

万

ド

ル

の

指

輪

が

出

来

た

ぞ 

！

」 

 
 

振

り

返

る

俊

也

。 

俊

也

「

出

来

た

の

か

」 

紗

香

「

こ

れ

だ

」 

 
 

 

紗

香

、

俊

也

の

目

の

前

に

指

輪

を

翳

す

。 

俊

也
「

お

お

！

な

ん

だ

！

こ

れ

は

！ 

本

物

の

宝

石

を 

す

り

替

え

た

の

か

！

？

」 

 
 

綺

麗

に

ね

じ

込

ま

れ

た

台

座

、

薄

い

ガ

ラ

ス 

板

が

一

枚

一

枚

張

り

付

け

ら

れ

た

よ

う

な

、 

複

雑

な

カ

ッ

ト

面

が

、

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

の

様 

に

光

り

輝

い

て

い

る

。 



 

紗

香

「

情

熱

の

問

題

だ

よ

、

俊

ち

ゃ

ん

よ

り

、

百

倍 

以

上

の

気

持

ち

を

込

め

て

作

っ

た

ん

だ

か

ら

な

」 

俊

也

「

こ

れ

を

、

僕

に

呉

れ

る

の

か

？

」 

紗

香

「

当

た

り

前

じ

ゃ

な

い

か

、

体

の

関

係

が

成

立 

し

て

い

る

ん

だ

か

ら

な

。

俊

ち

ゃ

ん

が

作

っ

た

高 

級

そ

う

な

指

輪

を

、

ア

タ

イ

に

も

頂

戴

よ

」 

俊

也

「

僕

が

作

っ

た

素

人

指

輪

で

好

い

の

か

？

」 

紗

香

「

当

た

り

前

じ

ゃ

な

い

か

、

男

と

女

の

、

心

と 

体

の

契

約

成

立

は

、

指

輪

の

交

換

、

だ

か

ら

な

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

崖

の

上

の

丘

に

立

つ

ふ

た

り

。 

 
 

俊

也

が

、

紗

香

の

指

に

指

輪

を

嵌

め

る

。 

 
 

紗

香

が

、

俊

也

の

指

に

指

輪

を

嵌

め

る

。 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

私

を

抱

い

て

下

さ

い

」 

俊

也

「

あ

あ

」 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

絶

景

が

見

渡

せ

る

、

崖

の

淵

。 

 
 

 

俊

也

と

紗

香

が

強

く

抱

き

合

っ

て

い

る

。 
 

 

〇

ワ

ゴ

ン

車

内

（

夜

） 



 

ポ

ー

タ

ブ

ル

発

電

機

が

駆

動

し

て

い

て

、

ノ 

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

の

電

源

が

射

し

こ

ま

れ

て

い 

る

。 
俊

也

と

紗

香

が

肩

を

寄

せ

合

い

、

ノ

ー

ト

パ 

ソ

コ

ン

の

画

面

を

観

て

い

る

。 

流

れ

て

い

る

映

画

は

、

ト

ム

ハ

ン

ク

ス

主

演 

の

ギ

ャ

ン

グ

映

画

の

傑

作
『

ロ

ー

ド
・
ト

ゥ

・ 

バ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

』 

夜

の

街

中

で

の

、

ギ

ャ

ン

グ

た

ち

の

壮

絶

な 

銃

撃

戦

の

シ

ー

ン

を

、

目

を

瞠

っ

て

観

て

い 

る

紗

香

の

顔

。 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

内

（

夜

中

） 

 
 

 

俊

也

の

腕

に

抱

か

れ

て

寝

て

い

る

紗

香

が

、 

 
 

 

― 

う

っ

ー

、
う

っ

ー 

― 

と

魘う

な

さ

れ

て

い 

る

様

な

声

を

漏

ら

し

、
ハ

ッ

と

目

を

覚

ま

す

。 

そ

っ

と

小

型

バ

ッ

ク

を

持

ち

、

外

に

出

る

紗 

香

。 

 
 

 

〇

同

・

丘

の

崖

ブ

チ

（

夜

中

） 



 

 
 

 

暗

い

夜

の

海

波

が

荒

れ

て

い

る

。 

 
 

 

崖が

け

淵ふ

ち

に

立

つ

紗

香

が

、

放

心

し

た

よ

う

な

顔 

 
 

 
で

、

小

型

バ

ッ

ク

の

中

を

見

詰

め

て

い

る

。 

 
 

 

紗

香

の

息

が

荒

い

。 

 
 

 

紗

香

が

バ

ッ

グ

の

中

か

ら

、

小

さ

な

ビ

ニ

ー 

ル

袋

に

小

分

け

さ

れ

た

、

覚

醒

剤

の

粉

を

取 

り

出

す

。 

小

瓶

に

這

入

っ

た

液

体

の

中

に

、

覚

醒

剤

の

粉

を

入

れ

振

る

。 

紗

香

、

バ

ッ

グ

か

ら

注

射

器

を

取

り

出

し

、

注

射

器

で

液

体

を

吸

い

込

み

、
腕

に

当

て

る

。 

更

に

紗

香

の

呼

吸

が

荒

く

な

り

、

針

を

腕

に

差

し

込

も

う

と

し

た

瞬

間

、

紗

香

は

、

ハ

ッ

と

し

た

顔

で

我

に

返

り

、
振

り

払

う

よ

う

に

、

注

射

器

を

小

岩

に

叩

き

付

け

、

崖

下

に

投

げ

捨

て

る

。 ✕

 
 

✕ 
 

✕ 

紗

香

が

空

し

い

顔

で

、

覚

醒

剤

の

小

袋

を

破

り

、

海

風

の

中

に

振

り

撒

い

て

い

る

。 

全

て

を

捨

て

切

る

と

、

紗

香

は

項

垂

れ

る

よ



 

う

に

膝

ま

づ

く

。 

崖

か

ら

見

渡

す

、

黒

い

海

波

が

穏

や

か

に

生

っ

て

い

る

。 
駆

け

つ

け

る

、

俊

也

の

声

。 

俊

也

「

紗

香

、

如

何

し

た

ん

だ

！

？ 

大

丈

夫

か

？

」 

紗

香

「

ご

め

ん

な

さ

い

、

も

う

大

丈

夫

で

す

」 

俊

也

「

如

何

し

た

ん

だ

？

」 

紗

香

「

思

い

出

し

た

く

な

い

、

厭

な

夢

を

観

て

仕

舞 

っ

て

…

…

で

も

、

も

う

、

大

丈

夫

で

す

」 

俊

也

「

思

い

出

し

た

く

な

い

、

厭

な

夢

と

は

…

…

」 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

内

（

夜

中

） 

 
 

 

俊

也

と

紗

香

が

肩

を

寄

せ

合

い

座

っ

て

居

る

。 

紗

香
「

３

年

前

、
私

が

看

護

師

を

し

て

い

た

時

で

す

。 

勤

務

先

の

病

院

近

く

の

通

り

を

歩

い

て

い

た

ら

、

剣

崎

が

芸

能

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

の

代

表

で

、

新

人

女

優

の

ス

カ

ウ

ト

の

為

、

病

院

周

り

を

し

て

い

る

と

言

っ

て

来

ま

し

た

」 

俊

也

は

、

幕

張

の

駐

車

場

で

訪

ね

て

来

た

、 

鋭

い

目

つ

き

の

イ

ケ

メ

ン

男

性

を

想

い

浮

か 



 

べ

る

。 
俊

也

「

映

画

館

で

、

紗

香

を

追

い

駆

け

廻

し

て

い

た 
色

男

が

剣

崎

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

で

す

。

そ

の

時

私

は

、

看

護

師

を

し

な 

が

ら

演

劇

学

校

に

通

っ

て

、

女

優

を

目

指

し

て

い 

た

の

で

す

。

だ

か

ら

、

そ

の

名

刺

を

観

た

時

に

、 

天

に

も

昇

る

気

持

ち

に

成

り

ま

し

た

…

」 

 
 

 

紗

香

は

大

き

な

息

を

吐

く

と

、

一

気

に

話

し

出

す

。 

紗

香

「

数

日

後

に

、

ヒ

ロ

イ

ン

役

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ 

ン

が

在

る

か

ら

と

連

絡

が

在

り

、

剣

崎

の

芸

能

プ 

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

に

、

私

が

喜

び

勇

ん

で

訪

ね

た

時 

か

ら

、

地

獄

が

始

ま

り

ま

し

た

。

芸

能

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

は

表

向

き

で

、

実

際

は

麻

薬

の

密

売

組

織

で

し

た

。

組

織

は

、

東

京

で

は

無

く

、

千

葉

県

の

人

気

ひ

と

け

の

な

い

森

林

に

囲

ま

れ

た

ビ

ル

に

、

在

っ

た

の

で

す

」 

俊

也

「

東

京

で

は

無

く

人

気

ひ

と

け

の

無

い

、

千

葉

県

の

海

沿

い

と

は

？ 

」 

紗

香

「

千

葉

県

の

人

里

離

れ

た

海

岸

線

沿

い

は

、

麻 



 

薬

の

密

売

の

取

引

に

都

合

が

良

い

の

で

す

。

剣

崎

は

、

モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

を

所

有

し

て

い

ま

し

た

。

私

は

最

初

に

、

そ

の

建

物

の

住

所

を

知

っ

た

時

、

実

家

と

近

く

な

の

に

、

驚

き

ま

し

た

」 

俊

也

「

紗

香

の

実

家

は

千

葉

県

な

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

で

す

。

九

十

九

里

浜

の

近

く

に

、

私

の 

実

家

が

在

り

ま

す

」 

 
 

紗

香

は

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

、

俊

也

に

家 

の

外

観

が

映

っ

た

写

真

を

見

せ

る

。 

 
 

 

広

々

と

し

た

庭

園

か

ら

、

二

階

建

て

の

和

風 

式

の

豪

邸

が

映

っ

て

い

る

。 

俊

也

「

凄

い

屋

敷

邸

じ

ゃ

な

い

か

、

紗

香

の

お

父

さ 

ん

は

、

ど

ん

な

仕

事

を

し

て

い

る

ん

だ

？

」 

紗

香

「

父

は

、

今

は

化

粧

品

会

社

の

専

務

を

し

て

い 

ま

す

が

、
以

前

は

、
自

衛

隊

の

上

級

士

官

で

し

た

。 

剣

道

は

、

幼

い

こ

ろ

に

父

か

ら

習

い

ま

し

た

」 

俊

也

「

コ

ス

プ

レ

紗

香

か

ら

、

想

像

も

付

か

な

い

家 

庭

環

境

じ

ゃ

無

い

か

、

実

家

に

戻

っ

て

事

情

を

話 

せ

ば

、
適

切

な

処

理

を

し

て

く

れ

る

気

が

す

る

が

」 

紗

香

「

そ

う

だ

と

想

い

ま

す

。

父

と

母

は

優

し

い

か 



 

ら

、

実

家

に

帰

っ

て

今

の

現

状

を

話

せ

ば

、

怒

る 

以

前

に

、

直

ぐ

に

警

察

に

出

頭

し

な

さ

い

と

言

う 
筈

で

す

。

そ

し

て

父

は

、

直

ぐ

に

会

社

を

辞

め

る 

と

想

い

ま

す

。

情

け

な

い

娘

は

実

家

に

迷

惑

と

災 

難

を

振

り

ま

く

、

犯

罪

者

に

成

り

果

て

て

仕

舞

っ 

た

の

で

す

…

… 
私

は

、
到

底

実

家

に

帰

る

事

な

ど

、 

出

来

な

い

と

想

っ

て

い

ま

す

…

…

」 

 
 

紗

香

、

情

け

な

い

顔

に

生

っ

て

ス

マ

ホ

の

電 

源

を

落

と

す

。 

紗

香
「

私

は

、
行

き

成

り

強

姦

さ

れ

た

の

で

す

…

…

」 

俊

也

「

行

き

成

り

強

姦

！

？

」 

紗

香
「

剣

崎

の

い

る

部

屋

に

這

入

っ

た

途

端

で

し

た

、 

待

ち

構

え

て

居

た

手

下

の

黒

川

と

立

石

に

、

羽

交 

い

絞

め

に

さ

れ

て

、

麻

酔

薬

の

様

な

物

を

嗅

が

さ 

れ

た

の

で

す

」 

俊

也

「

そ

れ

は

も

う

、

犯

罪

じ

ゃ

無

い

か

」 

紗

香

「

ア

イ

ツ

ら

に

犯

罪

の

意

識

は

在

り

ま

せ

ん

。 

 

剣

崎

は

、

人

殺

し

も

辞

さ

な

い

、

冷

血

で

狂

鬼

の 

狂

人

で

す

。

配

下

の

人

間

た

ち

は

怯

え

て

、

ど

ん 

な

悪

行

も

、

剣

崎

の

言

い

な

り

で

し

た

」 



 

俊

也

「

剣

崎

は

、

そ

ん

な

に

冷

酷

な

人

間

だ

っ

た

の 

か

…

…

」 

紗

香

「

私

は

、

気

が

付

い

た

時

に

は

、

ソ

フ

ァ

の

上 

 

に

裸

に

さ

れ

て

い

て

、

黒

川

が

私

の

体

の

上

に

圧 

し

掛

か

っ

て

い

ま

し

た

。

フ

ラ

ッ

シ

ュ

が

ボ

ン

ボ 

ン

照

射

さ

れ

て

、

恥

ず

か

し

い

写

真

が

撮

り

ま

く 

ら

れ

た

の

で

す

。

写

真

を

、

実

家

に

ば

ら

撒

く

ぞ 

と

脅

さ

れ

て

、

私

は

剣

崎

の

言

い

な

り

に

成

っ

た 

の

で

す

…

…

」 

俊

也

「

…

…

！

」 

紗

香

「

私

は

、

病

院

も

演

劇

学

校

も

辞

め

て

か

ら

、 

 

ビ

ル

の

個

室

で

黒

川

と

立

石

に

、

暴

力

と

強

姦

の 

中

で

調

教

を

受

け

た

の

で

す

。

麻

薬

付

け

で

廃

人 

と

生

り

な

が

ら

、

密

輸

覚

醒

剤

の

受

け

取

り

人

も 

遣

り

ま

し

た

。

特

別

会

員

と

呼

ば

れ

て

い

る

人

間 

た

ち

に

、

注

射

を

打

つ

役

目

を

担

い

な

が

ら

、

体 

を

提

供

し

て

快

楽

に

溺

れ

た

事

も

在

り

ま

す

。

私 

の

人

生

は

、

あ

い

つ

等

に

ズ

タ

ズ

タ

に

さ

れ

、

地

獄

に

落

と

さ

れ

た

の

で

す

！ 

…

…

」 

俊

也

「

紗

香

の

人

生

を

滅

茶

苦

茶

に

し

た

ア

イ

ツ

ラ



 

は

、

人

間

の

屑

だ

な

…

…

許

せ

な

い

！

」 

 
 

 

紗

香

の

空

し

い

顔

。 

紗

香

「

黒

川

と

立

石

は

、

大

し

た

運

動

能

力

を

持

っ 

て

い

ま

せ

ん

が

、

剣

崎

は

、

運

動

神

経

も

腕

力

も 

長

け

て

い

ま

す

。

月

に

何

回

か

ジ

ム

に

通

い

体

を 

鍛

え

て

い

ま

す

。

毎

日

行

う

、

木

刀

の

素

振

り

も 

鋭

い

で

す

…

…

そ

れ

で

も

私

は

、

今

度

、

剣

崎

に 

出

会

っ

た

ら

…

躊

躇

な

く

（

唇

を

噛

み

締

め

る

） 

…

…

叩

き

の

め

し

ま

す

！ 

」 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘

（

夜

明

け

前

） 

 
 

 

星

明

り

の

薄

暗

い

空

間

で

、

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の 

紗

香

が

、

パ

イ

プ

椅

子

に

座

り

、

サ

バ

イ

バ 

ル

ナ

イ

フ

を

器

用

に

使

い

、

野

球

バ

ッ

ト

位 

の

長

さ

の

角

材

を

、

削

っ

て

い

る

。 

 
 

 

紗

香

の

横

の

ブ

ル

ー

シ

ー

ト

の

上

に

は

、

木 

 
 

 

刀

の

形

を

成

し

た

見

事

な

作

品

が

、

既す

で

に 

一

本

い

っ

ぽ

ん

、

置

か

れ

て

い

る

。 

 
 

 
 

〇

同

・

絶

景

の

丘

（

朝

） 



 

 
 

 

黒

い

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

俊

也

に

、

紗

香

が

木

刀 

を

渡

す

。 

俊

也

「

え

っ

？

竹

刀

で

は

な

く

木

刀

で

稽

古

を

す

る 

の

か

？ 
危

な

い

じ

ゃ

な

い

か

？

」 

紗

香

「

重

い

木

刀

の

練

習

で

、

肩

や

腕

の

動

き

を 

鍛

え

ま

す

。

そ

れ

に

此

処

は

、

大

き

な

イ

ノ

シ 

シ

や

ヘ

ビ

が

時

々

出

没

し

ま

す

。

身

の

安

全

を 

守

る

為

に

は

、
木

刀

の

方

が

良

い

の

で

す

…

…

」 

俊

也

「

身

の

安

全

を

守

る

為

？

…

な

の

か

？

…

し

か 

し

、

重

い

ぞ

…

…

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
 

 
 

 

木

刀

で

、

打

ち

合

い

の

稽

古

を

し

て

い

る

紗 

香

と

俊

也

。 

真

剣

な

表

情

で

躱

す

、

太

刀

の

音

が

バ

ン

・ 

バ

ン

・

バ

ン

と

響

く

。 

可

成

り

危

な

く

、
激

し

い

稽

古

を

し

て

い

く

、 

ふ

た

り

。 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘 

 
 

 

紗

香

と

俊

也

が

、

丘

の

隅

の

土

地

を

鍬

や

ス 



 

コ

ッ

プ

で

、

掘

り

起

こ

し

て

い

る

。 

俊

也

が

培

養

土

と

書

か

れ

た

肥

料

の

袋

を

開

け

、

掘

り

起

こ

し

た

土

に

振

り

撒

き

、

紗

香

が

鍬

で

耕

し

て

行

く

。 

✕
 

 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

耕

さ

れ

た

区

画

に

、

貼

り

つ

け

た

板

に

〈

練

習

畑

〉

と

書

か

れ

た

杭

が

立

っ

て

い

る

。 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

内 

 
 

 

車

内

の

ミ

ニ

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

、

パ

ン

と

カ 

ッ

プ

ヌ

ー

ド

ル

が

置

か

れ

、

俊

也

と

紗

香

が 

囲

む

よ

う

に

昼

食

を

摂

っ

て

い

る

。 

紗

香

「

と

こ

ろ

で

俊

ち

ゃ

ん

、

今

、

持

ち

金

は

幾

ら 

在

る

ん

だ

？

」 

俊

也

「

新

品

の

発

電

機

が

１

０

万

円

以

上

だ

っ

た

か 

ら

な

、

そ

れ

に

ホ

テ

ル

代

や

食

費

、

ガ

ソ

リ

ン

代 
 

や

雑

費

で

…

…

残

り

６

７

万

円

位

だ

」 

紗

香

「

６

７

万

円

か

…

…

苦

し

い

な

、

早

い

と

こ

、 

 

田

舎

の

、
畑

に

し

て

も

良

い

、
土

地

付

の

貸

家

を

、 

 

見

つ

け

よ

う

ぜ

」 



 

俊

也

「

そ

う

だ

が

、

そ

う

簡

単

に

、

土

地

付

き

の

、 

 
家

賃

の

安

い

一

軒

家

な

ん

て

、

見

つ

か

る

か

」 

紗

香

「

そ

れ

を

頑

張

っ

て

、

早

い

と

こ

見

つ

け

る

ん 

だ

よ

。
ポ

ツ

ン

と

一

軒

家

の

契

約

が

決

ま

っ

た

ら

、 

ア

タ

イ

は

直

ぐ

に

警

察

に

出

頭

す

る

か

ら

な

、

俊 

ち

ゃ

ん

は

、

ア

タ

イ

が

出

所

す

る

ま

で

、

畑

仕

事 

を

し

な

が

ら

、

飢

え

を

凌

ぐ

ん

だ

よ

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

紗

香

と

一

緒

に

暮

ら

せ

る

と

想

え

ば

、

飢

え

ぐ

ら

い

如

何

っ

て

こ

と

な

い

が

、

早

い

と

こ

一

軒

家

の

貸

家

を

、

見

つ

け

た

方

が

良

さ

そ

う

だ

な

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

、

早

い

と

こ

、

乙

女

と

老

人

が

暮

ら

す

家

を

見

つ

け

て

、

警

察

に

行

か

な

い

と

、

ア

タ

イ

の

刑

が

時

効

に

成

っ

ち

ゃ

う

じ

ゃ

な

い

か

、

と

い

う

事

で

、

今

か

ら

、

ふ

た

り

の

幸

せ

を

願

っ

て

、

俊

ち

ゃ

ん

の

大

好

き

な

、

ク

ラ

ウ

デ

ィ

ア

・

カ

ル

デ

ィ

ナ

ー

レ

主

演

の

『

ブ

ー

ベ

の

恋

人

』

を

観

よ

う

ぜ

」 

俊

也

「

今

か

ら

観

る

の

か

？

」 

紗

香

「

そ

う

だ

よ

…

…

年

寄

り

で

幸

せ

の

薄

い

俊

ち



 

ゃ

ん

で

も

、

こ

の

映

画

を

７

回

も

観

れ

ば

、

大

切

な

事

が

解

か

る

は

ず

だ

か

ら

な

」 

俊

也

「

何

だ

？

そ

の

大

切

な

事

と

は

？

」 

紗

香

「

大

切

な

事

は

、

ふ

た

り

に

取

っ

て

の

、

よ

い

マ

チ

世

界

の

意

味

だ

よ

」 

俊

也
「

二

人

に

取

っ

て

の

、
よ

い

マ

チ

世

界

の

意

味

？ 

が

、

大

切

？ 

…

… 
何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

？

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

ワ

ゴ

ン

車

の

カ

ー

テ

ン

が

閉

め

ら

れ

て

い

る

。 

 
 

パ

ソ

コ

ン

の

画

面

は

、

映

画

「

ブ

ー

ベ

の

恋 

人

」

の

ラ

ス

ト

に

近

い

シ

ー

ン

が

流

れ

て

い 

る

。 

映

画

の

エ

ン

ド

マ

ー

ク

が

出

て

も

、

観

て

い 

た

二

人

は

暫

く

の

間

、

余

韻

が

残

っ

て

い

る 

表

情

を

し

て

い

る

。 

余

韻

を

破

る

か

の

よ

う

に

、

紗

香

が

言

葉

を 

発

す

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

解

っ

た

だ

ろ

う

、

二

人

に

取

っ 

て

の

、

よ

い

マ

チ

世

界

の

意

味

が

？

」 

俊

也

「

い

や

、

解

ら

な

い

な

、

母

さ

ん

の

言

っ

た

、



 

よ

い

マ

チ

世

界

は

、

あ

の

世

の

事

だ

ぞ

」 
紗

香

「

違

う

よ

、

二

人

に

取

っ

て

の

、

よ

い

マ

チ

世 
界

は

、

死

の

世

界

じ

ゃ

無

い

よ

」 

俊

也

「

如

何

い

う

事

だ

？

」 

 
 

 

紗

香

、

ニ

ヤ

リ

と

微

笑

む

。 

紗

香
「

映

画

の

中

で

、
マ

ー

ラ

の

恋

人

、
ブ

ー

ベ

は

、 

如

何

な

っ

た

ん

だ

？

」 

俊

也

「

刑

務

所

に

入

れ

ら

れ

た

が

？

」 

紗

香

「

そ

れ

で

恋

人

の

マ

ー

ラ

は

、

如

何

い

う

行

動 

を

取

っ

た

ん

だ

？

」 

俊

也

「

刑

務

所

の

ブ

ー

ベ

に

面

会

に

行

っ

た

り

、

あ 

と

は

ブ

ー

ベ

の

出

所

を

待

つ

こ

と

か

…

…

」 

紗

香

「

そ

れ

だ

よ

、

俊

ち

ゃ

ん

」 

俊

也

「

そ

れ

だ

よ

、

と

は

？

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

の

恋

人

、

妻

で

も

良

い

が

、

紗

香 

は

、

こ

れ

か

ら

如

何

な

る

ん

だ

？

」 

俊

也

「

刑

務

所

に

入

る

」 

紗

香

「

夫

の

俊

也

は

如

何

す

る

ん

だ

？

」 

俊

也

「

…

…

出

所

を

待

つ

…

」 

紗

香

「

何

故

だ

！

何

故

、

俊

ち

ゃ

ん

は

、

犯

罪

者

の



 

紗

香

を

待

つ

ん

だ

！

」 
俊

也
「

何

故

か

と

は

？

…

…

恋

人

、
い

や

妻

だ

か

ら

、

か

な

…

？

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

そ

れ

だ

け

か

」 

俊

也

「

如

何

い

う

意

味

だ

？

」 

紗

香
「

俊

也

は

紗

香

が

好

き

だ

か

ら

、
待

つ

ん

だ

よ

！ 

 
 

紗

香

は

俊

也

が

好

き

だ

か

ら

、

早

く

刑

務

所

か

ら 

 

出

た

い

ん

だ

よ

！

」 

俊

也

「

…

…

」 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

よ

い

マ

チ

世

界

を

、

漢

字

で

書

く

と

、

こ

う

生な

る

ぞ

！

」 

 
 

 

紗

香

、

紙

を

取

り

出

し

、

マ

ジ

ッ

ク

で

大

き 

 
 

 

な

文

字

を

書

く

。 

 
 

 
 

― 

好よ

い

待

ち

！ 

世

界

！ 

― 

俊

也

「

！

」 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

内 

 
 

 

俊

也

が

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

の

手

入

れ

を

し

て

い 

る

。 



 

紗

香

が

大

き

な

バ

ッ

グ

の

中

に

、

メ

イ

ド

コ 

ス

プ

レ

、

着

物

コ

ス

プ

レ

、

宇

宙

服

コ

ス

プ 

レ

を

入

れ

込

み

、

そ

の

上

に

木

刀

を

１

本

入 
れ

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

今

夜

は

下

界

で

二

人

宴

会

だ

、

そ

ろ

そ

ろ

、

出

か

け

よ

う

ぜ

」 

俊

也

「

紗

香

は

、

酒

が

飲

め

な

い

の

に

、

大

丈

夫

な

の

か

？

」 

紗

香

「

好

い

映

画

を

創

る

為

な

ら

、

飲

め

な

い

酒

も

飲

む

よ

、

ア

タ

イ

は

演

技

派

女

優

だ

か

ら

な

」 

俊

也

「

…

…

」 

 

〇

雑

林

の

道 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

が

、
崖

の

急

勾

配

を

下く

だ

っ

て

行

く

。 

 

〇

豪

華

ホ

テ

ル

の

一

室

（

夜

） 

 
 

 

ス

イ

ー

ト

ル

ー

ム

。 

 
 

 

洋

式

の

大

き

な

ベ

ッ

ド

が

二

つ

並

ん

で

い

る

、 

 
 

 

部

屋

脇

に

、

個

室

に

成

っ

た

和

室

が

在

る

。 

大

き

な

お

膳

に

豪

華

な

料

理

が

並

ん

で

い

る

。 



 

満

足

そ

う

に

座

り

込

ん

で

い

る

紗

香

が

、

顔 

を

上

げ

、

妙

な

顔

を

す

る

。 

壁

に

一

枚

の

、

油

絵

が

飾

ら

れ

て

い

る

。 

紗

香

「

何

で

ホ

テ

ル

の

部

屋

に

、

油

絵

何

て

飾

っ

て 

在

る

ん

だ

？

絵

を

飾

る

ん

な

ら

、

普

通

は

ロ

ビ

― 

じ

ゃ

な

い

の

か

」 

 
 

黒

い

空

間

が

覆

う

中

に

、

灰

色

の

海

が

不

気 

味

に

波

打

っ

て

い

る

絵

。 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

ホ

テ

ル

の

部

屋

に

、

絵

が

飾

ら

れ

て

い

る

と

は

珍

し

い

な

」 

紗

香

「

し

か

も

、

暗

い

海

の

絵

じ

ゃ

ん

、

地

獄

の

海

み

た

い

で

、

嫌

な

感

じ

だ

よ

」 

俊

也

「

何

を

気

に

し

て

い

る

ん

だ

、

さ

あ

、

紗

香

、
、

酒

池

肉

林

の

世

界

の

撮

影

を

開

始

す

る

ぞ

」 

紗

香

「

お

年

寄

り

が

、

張

り

切

っ

て

い

る

じ

ゃ

ん

、

だ

け

ど

俊

ち

ゃ

ん

、

撮

影

に

入

る

前

に

、

お

酒

で

乾

杯

だ

よ

。

高

額

な

ス

イ

ー

ト

ル

ー

ム

を

頼

ん

だ

の

は

、

撮

影

の

為

と

ア

タ

イ

た

ち

の

婚

約

を

、

記

念

し

て

だ

か

ら

な

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

、

だ

け

ど

紗

香

、

酒

は

、

大

丈

夫



 

な

の

か

？

無

理

を

す

る

必

要

は

な

い

ぞ

」 
紗

香

「

大

丈

夫

で

す

。

好

い

映

画

創

り

の

為

に

私

た

ち

の

将

来

の

為

に

、

お

酒

を

飲

み

ま

す

…

…

」 

✕
 

 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

三

脚

に

固

定

さ

れ

た

カ

メ

ラ

が

撮

影

し

て

行 

く

。 

メ

イ

ド

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

が

、

パ

ジ

ャ

マ 

姿

の

俊

也

を

案

内

し

て

い

る

。 

紗

香

「

ト

シ

様

、

こ

ち

ら

が

、

よ

い

マ

チ

世

界

の

、 

酒

池

の

間

で

御

座

い

ま

す

、

星

女

せ

い

じ

ょ

様

が

お

待

ち

兼 

ね

で

す

、

さ

あ

、

お

入

り

く

だ

さ

い

」 

俊

也

「

お

お

っ

、

此

処

が

！

生

き

甲

斐

を

生

む

と

言 

 

う

酒

池

の

間

な

の

か

」 

紗

香

「

此

処

を

堪

能

さ

れ

ま

し

た

ら

、

次

は

、

大

き 

 

な

ベ

ッ

ド

が

用

意

さ

れ

て

い

る

肉

林

の

間

に

、

ご 

案

内

致

し

ま

す

。

地

球

の

男

性

に

、

更

な

る

生

き 

甲

斐

を

与

え

る

、

空

間

で

御

座

い

ま

す

」 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

が

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

手

に

持

ち

、

構

え 

 
 

 

る

。 



 

御

膳

の

前

に

座

る

、

宇

宙

コ

ス

プ

レ

服

姿

の 

紗

香

が

、
迎

え

る

よ

う

に

ニ

ッ

コ

リ

微

笑

む

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
三

脚

の

カ

メ

ラ

が

自

動

撮

影

を

始

め

る

。 

宇

宙

コ

ス

プ

レ

姿

の

紗

香

と

浴

衣

姿

の

俊

也

。 

二

人

が

並

ん

で

座

っ

て

居

る

。 

紗

香

「

さ

あ

、

食

べ

ま

し

ょ

う

、

さ

あ

、

飲

み

ま

し 

ょ

う

」 

 
 

大

き

な

御

膳

に

大

き

な

舟

守

、

上

に

刺

身

類

が

、

鯛

の

姿

盛

、

伊

勢

海

老

の

姿

盛

が

並

ん

で

い

る

。 

皿

に

牛

肉

ス

テ

ー

キ

が

、

フ

ル

ー

ツ

の

盛

り

合

わ

せ

が

載

っ

て

い

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
 

 

 
 

演

技

な

の

か

、

下

品

に

ガ

ツ

ガ

ツ

と

食

べ

ま 

く

る

紗

香

と

俊

也

。 

 
 

食

べ

る

食

べ

る

俊

也

と

紗

香

。 

 
 

カ

メ

ラ

が

撮

影

し

て

い

く

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

紗

香

が

俊

也

に

酒

を

注

ぐ

。 



 

 
 

 

俊

也

が

紗

香

に

酒

を

注

ぐ

。 

 
 

 

下

品

に

、

が

ぶ

が

ぶ

飲

む

飲

む

ふ

た

り

。 

 
 

 
カ

メ

ラ

は

回

っ

て

い

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

喜

び

の

顔

で

手

を

取

り

抱

き

合

い

、

踊

り

捲 

く

る

紗

香

と

俊

也

。 

次

第

に

、

ふ

た

り

の

顔

が

、

苦

痛

の

表

情

に

変

わ

っ

て

行

く

。 

踊

る

踊

る

ふ

た

り

の

姿

が

、

フ

レ

ー

ム

か

ら

出

た

り

入

っ

た

り

。 

 
 

フ

ラ

フ

ラ

で

、

乱

れ

た

足

取

り

、

狂

っ

た

動 

 
 

き

、

苦

し

そ

う

に

、

畳

に

倒

れ

込

む

二

人

。 

自

動

撮

影

が

止

ま

る

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

着

物

コ

ス

プ

レ

姿

に

着

替

え

た

紗

香

が

、

ふ 

ら

ふ

ら

し

な

が

ら

、

木

刀

を

振

り

か

ざ

す

。 
 

紗

香

「

私

は

地

球

女

剣

士

だ

、

私

の

伯

父

を

誑
た
ぶ
ら

か

し 

て

い

る

と

い

う

宇

宙

オ

ン

ナ

は

、

お

ま

え

か

！

」 

 
 

 

俊

也

が

、

よ

た

よ

た

し

な

が

ら

、

三

脚

に

固 

 
 

 

定

さ

れ

た

カ

メ

ラ

を

操

作

し

、

紗

香

を

撮

影 



 

 
 

 

し

て

い

る

。 
紗

香

「

凝こ

ん

な

ハ

ー

レ

ム

の

よ

う

な

所

に

、

生

き

甲が

 
斐い

な

ど

無

い

！ 

酒

池

肉

林

な

ど

本

当

の

生

き

甲 

斐

で

は

無

い

！

 

地

球

老

人

を

惑

わ

す

宇

宙

オ

ン

ナ

よ

！ 

成

敗

せ

い

ば

い

し

て

く

れ

る

！

」 

 
 

 

紗

香

、

木

刀

を

振

り

下

ろ

し

、

ふ

ら

付

き

な 

が

ら

狂

乱

の

立

ち

回

り

を

す

る

。 

紗

香

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

で

撮

影

し

て

い

る

俊 

也

を

見

て

動

き

を

止

め

、

お

や

っ

？

と

い

う

声

を

だ

す

。 

紗

香

の

眼

つ

き

が

変

わ

る

。 

紗

香

「

あ

れ

？

剣

崎

さ

ん

で

は

在

り

ま

せ

ん

か

？

…

…

コ

ン

ナ

所

で

何

を

し

て

い

る

の

で

す

か

？

 
…

…

ま

た

…

イ

ヤ

ら

し

い

ビ

デ

オ

の

撮

影

で

す

か

？ 

 

…

ま

た

、
オ

ン

ナ

を

地

獄

に

陥
お
と
し
い

れ

る

の

で

す

か

！

… 

下

衆

げ

す

野

郎

が

！ 

…

…

」 

 
 

 

酔

っ

て

い

な

が

ら

驚

く

俊

也

。 

俊

也

「

さ

、

紗

香

、

な

、

何

を

言

っ

て

い

る

、
、

僕

は

… 

剣

崎

じ

ゃ

無

い

ぞ

。
そ

ん

な

、
せ

、
セ

リ

フ

…

シ

ナ

リ

オ

に

書

い

て

無

い

ぞ

…

！

？ 

」 



 

 
 

 

紗

香

、

狂

鬼

の

眼

つ

き

。 
紗

香

「

剣

崎

よ

！

地

獄

に

落

ち

ろ

！

」 

 
 

 
紗

香

が

木

刀

を

振

り

下

ろ

す

。 

 
 

 

木

刀

が

三

脚

の

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

に

、

バ

キ

ッ 

と

当

た

る

。 

 
 

 

打

っ

飛

ぶ

カ

メ

ラ

、

壊

れ

て

畳

に

転

が

る

。 

 
 

 

俊

也

も

転

が

り

、

酔

い

が

打

っ

飛

ぶ

。 

俊

也

「

紗

香

、

何

を

す

る

ん

だ

！

？

」 

 
 

 

紗

香

、

よ

ろ

け

乍

ら

、

壁

に

飾

ら

れ

て

い

る 

油

絵

を

観

る

。 

紗

香

「

何

だ

？

 

こ

の

絵

は

？

 

バ

カ

げ

た

金

で

、

こ

ん

な

絵

を

買

っ

た

の

か

？

！

…

趣

味

が

悪

い

な

…

… 

悪

党

、

剣

崎

！ 

…

… 

死

ね

！ 

」 

 
 

 

紗

香

、

木

刀

を

思

い

っ

切

り

振

り

下

ろ

す

。 

 
 

 

バ

サ

ッ

と

切

り

裂

か

れ

る

油

絵

。 

俊

也

「

何

を

し

て

い

る

！

？ 

紗

香

！ 

」 

 
 

 

俊

也

、

咄

嗟

に

紗

香

を

抱

き

抑

え

る

。 

 
 

 

ド

サ

ッ

と

畳

に

倒

れ

込

む

、

ふ

た

り

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

正

気

に

戻

る

紗

香

。 



 

紗

香

「

…

こ

れ

は

！

？ 

…

…

」 

 
 

 

額

縁

ご

と

破

壊

さ

れ

、

畳

に

崩

れ

落

ち

て

い 

る

油

絵

。 
 

俊

也

「

紗

香

、

酔

た

の

か

？ 

幻

覚

か

…

？

」 

紗

香

「

わ

か

ら

な

い

、

私

は

何

を

…

…

本

当

に

、 

本

当

に

、

ご

め

ん

な

さ

い

！

…

… 

」 

 
 

項

垂

れ

る

紗

香

。 

俊

也

「

遣

っ

て

し

ま

っ

た

事

は

し

ょ

う

が

な

い

が

、

こ

の

絵

は

、

一

体

、

幾

ら

す

る

物

だ

ろ

う

か

？

」 

紗

香

「 

！ 

」 

 

〇

同

ホ

テ

ル

・

フ

ロ

ン

ト 

俊

也

と

紗

香

が

、

ホ

テ

ル

の

フ

ロ

ン

ト

の

椅 

子

に

、

無

言

で

座

っ

て

い

る

。 

時

計

は

、

午

前

十

時

を

過

ぎ

て

い

る

。 

 
 

 

ホ

テ

ル

の

支

配

人

、
杉

下
（

４

８

）
が

来

る

。 

杉

下

「

新

田

さ

ん

、

お

待

た

せ

し

ま

し

た

」 

 
 

立

ち

上

が

る

俊

也

と

紗

香

。 

俊

也

「

今

回

は

、

大

変

な

ご

迷

惑

を

お

掛

け

し

て

、

申

し

訳

有

り

ま

せ

ん

で

し

た

」 



 

 
 

 

ふ

た

り

、

深

く

頭

を

下

げ

る

。 
杉

下

「

い

や

、

過

ち

は

誰

に

で

も

あ

り

ま

す

か

ら

、

当

ホ

テ

ル

と

し

て

は

、

絵

の

代

金

と

宿

泊

料

金

さ

え

都

合

し

て

頂

け

れ

ば

、

穏

便

に

済

ま

せ

る

心

算

で

す

の

で

」 

紗

香

「
（

神

妙

な

顔

）

…

…

で

…

絵

は

、

幾

ら

な

の

で 

し

ょ

う

か

？

」 

杉

下

「

あ

の

絵

は

、

昨

年

、

オ

ン

ラ

イ

ン

で

購

入

し 

た

絵

で

し

て

、

そ

の

時

の

購

入

額

が

…

…

…

」 

 

〇

伊

豆

の

海

岸

線

道

路

。 

 
 

 

走

っ

て

い

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 
 

 

後

部

席

に

、

破

壊

さ

れ

た

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

が 

転

が

っ

て

い

る

。 

 
 

 

力

な

い

顔

で

運

転

し

て

い

る

俊

也

。 

 
 

 

助

手

席

の

紗

香

は

項

垂

れ

て

、

悲

壮

な

顔

を 

し

て

い

る

。 

俊

也

「

持

っ

て

い

る

御

金

で

、

足

り

て

良

か

っ

た

よ 

 

…

…

」 

 
 

 

紗

香

、

顔

を

上

げ

る

。 



 

紗

香

「

何

を

言

っ

て

い

る

ん

で

す

か

…

…

私

の

所

為

で

、

残

り

の

御

金

は

…

…

２

万

円

し

か

…

…

無

い

ん

で

す

よ

。
（

悲

痛

な

顔

で

）
も

う

、
ふ

た

り

が

生

き

て

行

く

御

金

は

無

い

ん

で

す

よ

…

全

て

…

…

私

の

所

為

で

…

…

」 

俊

也

「

過

ぎ

て

し

ま

っ

た

事

だ

…

今

夜

は

、

最

後

の 

夜

で

…

…

最

後

の

映

画

だ

な

…

… 

」 

 
 

紗

香

、

異

様

な

微

笑

み

を

浮

か

べ

る

。 

紗

香
「

…

俊

也

さ

ん

、
２

万

円

は

在

る

ん

で

す

よ

ね

」

俊

也

「

２

万

円

位

は

在

る

が

？

」 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

ス

タ

ン

ド

に

依

っ

て

、

車

の

ガ 

ソ

リ

ン

を

満

タ

ン

に

し

て

下

さ

い

」 

俊

也

「

？

… 

如

何

い

う

事

だ

？ 

二

人

の

秘

密

の

丘 

に

着

け

ば

良

い

事

だ

。

も

う

車

に

、

ガ

ソ

リ

ン

は 

必

要

無

い

ぞ

？

」 

紗

香
「
（

失

意

の

声

）
あ

の

世

の

、
よ

い

マ

チ

世

界

は

、 

 

可

成

り

の

道

の

り

だ

と

想

い

ま

す

。

如

何

か

、

車 

 

に

ガ

ソ

リ

ン

を

入

れ

て

遣

っ

て

下

さ

い

…

…

」 

俊

也

「

…

？

？

」 

 
 

 

車

窓

に

、

黒

い

海

が

靡な

び

い

て

い

る

。 



 

〇

絶

景

の

丘

（

夜

） 

 
 

 

星

ひ

と

つ

無

い

暗

い

夜

に

生

っ

て

い

る

。 

 
 

 
ワ

ゴ

ン

車

が

ポ

ツ

ン

と

、

絶

景

の

丘

に

止

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

カ

ー

テ

ン

は

閉

め

ら

れ

て

い

る

。 

ワ

ゴ

ン

車

内

。 

肩

を

寄

せ

合

い

、

空

し

い

顔

で

、

パ

ソ

コ

ン

の

画

面

を

見

詰

め

て

い

る

二

人

。 

流

れ

て

い

る

映

画

は

、

佐

久

間

良

子

主

演

の 

『

五

番

町

夕

霧

楼

』 

映

画

が

半

ば

に

差

し

掛

か

っ

た

時

、

今

ま

で 

悲

壮

な

顔

で

無

言

だ

っ

た

紗

香

が

、

ポ

ツ

ン 

と

言

い

始

め

る

。 

紗

香

「

夕

子

（

佐

久

間

良

子

）

さ

ん

、

昔

の

恋

人

に 

再

会

し

た

か

ら

、

心

も

行

動

も

ガ

ラ

リ

と

変

わ

っ 

た

ん

で

す

ね

…

…

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

…

…

」 

紗

香

「

人

生

っ

て

…

…

出

会

い

と

別

れ

の

色

波

で

… 

ド

ラ

マ

が

生

ま

れ

る

気

が

す

る

…

…

」 



 

俊

也

「

そ

う

か

も

知

れ

な

い

な

…

…

」 
紗

香

「

幼

い

俊

也

さ

ん

が

、

あ

の

時

、

バ

ッ

タ

に

出 
会

っ

て

い

な

か

っ

た

ら

…

…

俊

也

さ

ん

の

御

母

さ 

ん

が

列

車

に

飛

び

込

ん

で

い

な

か

っ

た

ら

、

俊

也 

さ

ん

の

人

生

は

、

大

き

く

変

わ

っ

て

い

た

筈は

ず

で

す 

…

…

私

が

道

端

み

ち

ば

た

で

、

剣

崎

に

出

会

っ

て

い

な

か

っ 

た

ら

…

…

私

が

駐

車

場

で

、

俊

也

さ

ん

を

見

か

け 

な

か

っ

た

ら

…

…

私

は

、

違

っ

た

方

向

に

違

っ

た 

道

に

、

向

か

っ

て

い

た

筈

で

す

…

…

」 

俊

也
「

そ

う

言

わ

れ

る

と

、
不

思

議

だ

な

、
人

生

は

、

色

ん

な

道

が

入

り

組

ん

で

い

る

の

か

も

知

れ

な

い

な

…

…

」 

 
 

ふ

た

り

、

ま

た

黙

っ

て

映

画

を

観

続

け

る

。 

 
 

画

面

は

美

し

い

海

で

エ

ン

ド

マ

ー

ク

。 

 
 

 
 

 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 
 

俊

也

「

紗

香

、

心

の

準

備

は

出

来

た

か

？

」 

紗

香

「

ダ

メ

み

た

い

で

す

」 

俊

也

「

ダ

メ

と

は

…

…

？

」 

 
 

車

の

フ

ロ

ン

ト

パ

ネ

ル

の

上

、

透

明

ケ

ー

ス 

 
 

の

中

に

、

二

つ

の

指

輪

が

並

ん

で

い

る

。 



 

 
 

見

詰

め

る

紗

香

。 
紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

ふ

た

り

は

、

生

き

る

希

望

を

見 
い

出

し

ま

し

た

よ

ね

」 

俊

也

「

ふ

た

り

が

一

緒

に

暮

ら

す

事

か

？

」 

 
 

 

紗

香

、
窓

外

の

真

っ

暗

な

空

間

を

観

て

い

る

。 

紗

香

「

…

…

俊

也

さ

ん

の

御

母

さ

ん

は

、

お

金

が

無

く

て

も

プ

ラ

イ

ド

が

在

り

ま

し

た

、

だ

か

ら

死

の

道

を

選

び

ま

し

た

」 

俊

也
「

そ

う

だ

と

想

う

が

、
何

が

言

い

た

い

ん

だ

？ 

」 

紗

香

「

薬

物

女

の

私

に

は

、

プ

ラ

イ

ド

な

ん

て

在

り 

ま

せ

ん

。

だ

か

ら

、

生

へ

の

道

を

選

び

た

い

の

で 

す

。

俊

也

さ

ん

、

私

の

実

家

に

行

っ

て

貰

え

ま

せ 

ん

か

」 

俊

也

「

紗

香

の

実

家

へ

？

」 

紗

香

「

お

金

の

無

心

に

行

き

ま

す

！

 

行

け

ば

私

は

、

警

察

に

出

頭

す

る

事

に

成

り

ま

す

が

、

事

情

を

全

て

話

せ

ば

、
父

と

母

は

間

違

い

な

く

俊

也

さ

ん

に

、

２

百

万

円

と

か

３

百

万

円

と

か

の

御

金

を

都

合

し

て

く

れ

ま

す

。

出

来

れ

ば

、

そ

の

御

金

で

田

舎

の

一

軒

家

を

借

り

て

、

私

の

出

所

を

待

っ

て

居

て

欲



 

し

い

…

…

」 
俊

也

「

紗

香

が

望

む

な

ら

、

そ

れ

は

良

い

が

、

そ

ん

な

事

が

実

際

に

出

来

る

の

か

？ 

」 

紗

香

「

出

来

ま

す

！ 

私

に

は

、

も

う

、

プ

ラ

イ

ド

な

ん

て

無

い

の

で

す

か

ら

！

」 

俊

也

「

…

… 

」 

 

〇

夜

中

の

道

路 

 
 

 

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 

〇

住

宅

街

の

道

路 

 
 

 

並

ぶ

屋

敷

に

、

日

差

し

が

当

た

っ

て

い

る

。 

 
 

 

住

宅

街

の

道

路

を

走

る

ワ

ゴ

ン

車

。 

 
 

 

運

転

し

て

い

る

俊

也

。 

俊

也

「

も

う

、

紗

香

の

実

家

は

近

い

の

か

？

」 

紗

香

「

も

う

、

直

ぐ

そ

こ

で

す

」 

 
 

 

感

慨

深

げ

に

住

宅

街

を

眺

め

て

い

る

紗

香

。 

紗

香

「

え

っ

！

？

」 

 
 

 

驚

き

の

声

を

上

げ

る

。 

 
 

 

道

横

に

剣

崎

の

外

車

が

止

ま

っ

て

い

る

。 



 

 
 

 

運

転

席

に

黒

川

、

助

手

席

に

立

石

、

後

部

席 

 
 

 

に

剣

崎

の

姿

が

。 

 
 

 
紗

香

と

剣

崎

の

眼

が

合

う

。 

 
 

 

剣

崎

の

眼

光

が

、

キ

ラ

リ

と

光

る

。 

勢

い

よ

く

走

り

出

す

、

剣

崎

の

外

車

。 

俊

也

「

紗

香

、

如

何

し

た

ん

だ

？

」 

紗

香

「

こ

の

ま

ま

、

こ

の

道

路

を

真

っ

す

ぐ

に

走

っ

て

、

突

き

抜

け

て

！

」 

俊

也

「

何

か

あ

っ

た

の

か

？

」 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

、

バ

ッ

ク

ミ

ラ

ー

で

後

ろ

を

」 

 
 

俊

也

、

バ

ッ

ク

ミ

ラ

ー

を

観

る

。 

 
 

大

き

な

車

の

影

。 

紗

香

「

剣

崎

の

車

で

す

」 

俊

也

「

え

え

っ

！

？ 

剣

崎

の

車

な

の

か

！

」 

紗

香

「

あ

い

つ

ら

は

狂

鬼

で

す

。

気

持

ち

を

強

く

持

っ

て

下

さ

い

ね

！

」 

俊

也

「

！

… 

」 

 

〇

林

道 

 
 

 

脇

に

生

い

茂

っ

た

雑

草

、

林

道

を

走

る

ワ

ゴ 



 

ン

車

。 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

が

来

て

空

き

地

に

止

ま

る

。 

木

刀

を

片

手

に

し

た

紗

香

と

俊

也

が

、

素

早 
く

降

り

、

空

き

地

に

立

つ

。 

 
 

 

直

ぐ

に

、

剣

崎

の

車

が

来

て

止

ま

る

。 

 

〇

同

・

空

き

地 
 

 
 

 

木

刀

を

構

え

て

立

っ

て

い

る

紗

香

と

俊

也

。 

 
 

 

車

を

降

り

る

、

剣

崎

、

黒

川

、

立

石

。 

剣

崎

と

立

石

が

木

刀

を

手

に

持

ち

、

黒

川

は

拳

銃

を

手

に

し

て

歩

い

て

来

る

。 

 
 

 

紗

香

、

木

刀

を

鋭

く

振

る

。 

紗

香

「

あ

あ

っ

！ 

危

険

で

す

か

ら

、
そ

れ

以

上

、
近

づ

か

な

い

で

！

」 

 
 

 

苦

笑

い

を

浮

か

べ

て

、

立

ち

止

ま

る

３

人

。 

剣

崎

「

紗

香

、

元

気

そ

う

だ

な

。

ク

ス

リ

を

返

し

て 

 

貰

お

う

か

、

今

直

ぐ

寄

越

せ

ば

、

逃

げ

た

事

は

許 

し

て

遣

る

」 

紗

香

「

あ

あ

ー

、

あ

の

毒

物

は

危

な

い

の

で

、

全

部 

捨

て

た

よ

」 



 

剣

崎

「

紗

香

！

正

気

で

言

っ

て

い

る

の

か

！

？

…

ま 

あ

、

薬

は

如

何

で

も

い

い

…

…

そ

ち

ら

の

オ

ヤ

ジ 
さ

ん

と

一

緒

に

、

死

体

に

成

っ

て

貰

え

ば

！

」 

 
 

 

剣

崎

、

狂

鬼

の

形

相

を

俊

也

に

向

け

る

。 

 
 

 

俊

也

、

遊

び

で

は

な

い

本

当

の

殺

し

合

い

を 

 
 

 

感

じ

る

。 

俊

也

の

手

が

震

え

顔

が

怯お

び

え

だ

す

。 

紗

香

が

木

刀

を

持

つ

手

を

だ

ら

り

と

下

げ

項 

垂

れ

、

隙

だ

ら

け

の

ポ

ー

ズ

を

と

る

。 

立

石

が

思

わ

ず

、

木

刀

を

振

り

回

し

突

進

し 

て

く

る

。 

立

石

「

ウ

ワ

ァ

―

！

」 

 
 

 

紗

香

の

気

合

の

声

が

響

く

！ 

紗

香

「

面

！

胴

！

」 

 
 

 

面

と

見

せ

か

け

た

紗

香

の

木

刀

が

、

立

石

の 

脇

腹

を

貫

く

。 

立

石

「

う

ぇ

ー

！

」 

 
 

 

立

石

、
う

め

き

声

と

共

に

崩

れ

落

ち

て

行

く

。 

 
 

 

更

に

紗

香

の

怒

り

の

木

刀

が

、

立

石

の

背

中 

 
 

 

を

叩

き

付

け

た

瞬

間

、

黒

川

の

拳

銃

の

発

砲 



 

 
 

 

音

が

響

く

、

怯

む

紗

香

。 

刹

那

！ 

ビ

ュ

ッ

と

い

う

音

と

共

に

、
剣

崎

の 

木

刀

が

、

紗

香

の

脇

腹

に

バ

シ

ッ

と

喰

い

込

む

。 

紗

香

「

う

っ

っ

！

」 

 
 

 

呻

き

声

と

共

に

倒

れ

込

む

紗

香

。 

俊

也

「

紗

香

！

」 

 
 

 

驚

愕

の

俊

也

の

顔

。 

 
 

 

剣

崎

の

木

刀

が

紗

香

の

背

中

を

叩

き

付

け

る

。 

 
 

 

蹲

る

紗

香

に

、

黒

川

が

拳

銃

を

向

け

、

撃

ち

殺

そ

う

と

し

た

時

。 

俊

也

「

ウ

ォ

ー

！

」 

 
 

 

脱

兎

の

俊

也

の

木

刀

が

、

黒

川

の

拳

銃

を

叩

き

飛

ば

ず

。 

俊

也

「

面

！

胴

！

」 

 
 

 

俊

也

の

渾

身

の

木

刀

が

、

黒

川

の

脇

腹

を

打

ち

抜

く

。 

 
 

 

声

も

出

ず

に

崩

れ

落

ち

て

行

く

黒

川

。 

 
 

 

剣

崎

を

警

戒

す

る

様

に

、

素

早

く

駆

け

て

、

対

峙

す

る

俊

也

。 



 

 
 

 

剣

崎

、

木

刀

を

抱

え

、

パ

チ

、

パ

チ

、

パ

チ

と

、

ゆ

っ

く

り

手

を

叩

き

、

余

裕

の

笑

み

を

浮

か

べ

る

。 

剣

崎
「

年

寄

り

に

し

て

は

見

事

だ

っ

た

！ 

雑

魚

相

手 

だ

っ

た

が

な

…

…

お

や

？

…

何

処

か

で

観

た

顔

だ 

な

？

…

駐

車

場

で

の

、
オ

ヤ

ジ

で

は

無

い

か

…

？

」 

俊

也

「

覚

え

て

い

て

貰

っ

て

、

光

栄

だ

」 

剣

崎

「

い

い

歳

濃こ

い

て

、

紗

香

を

手て

籠ご

め

に

す

る

と

じ

ゃ

な

い

か

！

」 

俊

也
「

お

前

ら

の

よ

う

な

、
ケ

ダ

モ

ノ

と

は

違

う

！

」 

 
 

 

剣

崎

の

顔

色

が

変

わ

る

、

鋭

い

目

つ

き

で

、 

木

刀

を

構

え

る

。 

 
 

 

痛

み

を

堪

え

て

、

よ

ろ

よ

ろ

と

立

ち

上

が

る 

紗

香

、

絞

り

出

す

よ

う

な

声

。 

紗

香

「

と

、

俊

ち

ゃ

ん

、

に

、

逃

げ

ろ

！

」 

 
 

 

紗

香

の

声

で

、

全

身

に

凄

ま

じ

い

気

迫

が

漲

る

俊

也

。 

俊

也

「

僕

は

、

逃

げ

な

い

！

」 

 
 

 

俊

敏

な

動

き

で

駆

け

こ

ん

で

来

る

剣

崎

が

木

刀

を

振

り

上

げ

翳か

ざ

し

た

時

、

凄

ま

じ

い

紗

香



 

の

叫

び

声

。 
紗

香

「

下

衆

野

郎

！ 

剣

崎

、

死

ね

！

！

」 

 
 

 
一

瞬

、

怯

む

剣

崎

。 

 
 

 

俊

也

の

気

合

の

声

が

響

く

！ 

俊

也

「

面

！

胴

！

！

」 

俊

也

の

木

刀

が

剣

崎

の

顔

に

当

た

る

と

同

時

に

、

凄

ま

じ

い

剣

さ

ば

き

が

、

剣

崎

の

脇

腹

を

貫
つ
ら
ぬ

く

。 

剣

崎

「

う

っ

！

…

う

、

う

ぁ

っ

！

」 

 
 

 

剣

崎

の

顔

か

ら

血

が

噴

き

出

し

、

崩

れ

落

ち 

 
 

 

て

行

く

。 ✕

 

✕ 

✕

 

俊

也

「

紗

香

！ 

大

丈

夫

か

？

」 

 
 

 

紗

香

に

駆

け

寄

る

俊

也

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

、

黒

川

の

ポ

ケ

ッ

ト

だ

。

車

の

鍵 

 

だ

。
車

の

鍵

を

取

り

出

す

ん

だ

！ 

剣

崎

の

車

に

は 

 

金

が

在

る

！

」 

 
 

 

痛

み

を

堪こ

ら

え

て

い

る

紗

香

。 

 

〇

道

路 



 

 
 

 

走

っ

て

い

る

ワ

ゴ

ン

車

内

。 

 
 

 

運

転

し

て

い

る

俊

也

。 

俊

也

「

紗

香

、

病

院

に

行

か

な

く

て

本

当

に

大

丈

夫 

な

の

か

？

」 

 
 

 

後

部

席

に

座

り

込

ん

だ

紗

香

が

、

痛

み

に

堪 

え

乍

ら

、
中

型

バ

ッ

ク

の

中

を

覗

い

て

い

る

。 

紗

香

「

大

丈

夫

だ

よ

。

傷

は

重

傷

じ

ゃ

無

い

中

傷

だ

か

ら

、

ぜ

ん

ぜ

ん

平

気

だ

よ

」 

俊

也

「

な

ん

だ

、

そ

の

、

中

傷

と

は

？ 

」 

紗

香

「

お

お

っ

、

俊

ち

ゃ

ん

、

１

万

円

札

が

２

０

０

枚

以

上

は

、

入

っ

て

い

る

よ

」 

俊

也

「

２

０

０

万

円

も

の

お

金

が

、

入

っ

て

い

る

の

か

」 

紗

香

「

こ

れ

で

、

直

ぐ

に

山

の

中

の

一

軒

家

を

探

し

て

、

ア

タ

イ

は

刑

務

所

に

這

入

っ

て

、

そ

の

間

は

俊

ち

ゃ

ん

、

畑

仕

事

を

頑

張

っ

て

よ

」 

俊

也

「

そ

う

だ

な

…

…

」 

 
 

 

紗

香

が

、

更

に

、

１

万

円

札

の

底

を

覗

く

と 

 
 

 

大

き

な

薬

袋

が

入

っ

て

い

る

。 

 
 

 

薬

袋

の

中

に

は

、

固

形

の

薬

と

液

体

が

入

っ 



 

て

い

る

透

明

な

小

瓶

と

茶

色

の

小

瓶

が

幾

つ 

か

見

え

る

。

ひ

と

つ

に

麻

酔

薬

と

書

か

れ

た 

ラ

ベ

ル

が

見

え

る

。 

紗

香

「

あ

っ

、

強

力

な

、

痛

み

止

め

の

薬

が

入

っ

て 

い

る

！

」 

俊

也

「

強

力

な

痛

み

止

め

の

薬

…

？ 

」 

額

に

汗

が

滲

ん

で

い

る

紗

香

の

顔

色

が

、

更

に

変

わ

る

。 

紗

香

の

目

先

に

、

ビ

ニ

ー

ル

袋

に

小

分

け

さ 

れ

た

白

い

粉

と

ビ

ニ

ー

ル

に

包

ま

れ

た

注

射 

器

が

…

… 

 

〇

コ

ン

ビ

ニ

・

駐

車

場 

 
 

 

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

停

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 

後

部

席

の

ド

ア

が

ガ

ラ

ッ

と

開

き

、

レ

ジ

袋 

を

抱

え

た

俊

也

が

。 

俊

也

「

紗

香

、

大

丈

夫

か

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

水

と 

夜

の

食

料

を

買

っ

て

来

た

ぞ

」 

紗

香
「
（

力

無

く

）
…

俊

ち

ゃ

ん

…

…

あ

り

が

と

う

…

」 

 
 

 

額

に

汗

が

、

痛

み

を

堪

え

て

い

る

紗

香

。 



 

俊

也

「

紗

香

、

本

当

に

大

丈

夫

な

の

か

？

」 
紗

香
「

…

も

う

…

大

丈

夫

で

す

…

…

薬

を

飲

め

ば

…

」 

俊

也

「

そ

う

か

…

…

？

」 

 

〇

東

名

高

速

道

路 

 
 

 

俊

也

の

ワ

ゴ

ン

車

が

飛

ば

し

て

い

る

。 

俊

也

「

紗

香

、

薬

は

、

効

い

て

い

る

の

か

？ 

」 

 
 

 

後

部

席

を

チ

ラ

ッ

と

覗

く

俊

也

。 

 
 

 

紗

香

が

深

い

眠

り

に

就

い

て

い

る

。 

俊

也

「
（

呟

く

）

薬

が

効

い

た

、

み

た

い

だ

な

…

…

」 

 

〇

絶

景

の

丘

（

夜

） 

 
 

 

ワ

ゴ

ン

車

が

止

ま

っ

て

い

る

。 

 
 

 

後

部

席

で

小

テ

ー

ブ

ル

の

上

の

、

パ

ン

や

カ 

ッ

プ

ヌ

ー

ド

ル

で

、

夜

の

食

事

を

摂

っ

て

い 

る

俊

也

。 

俊

也

の

眼

先

に

、

中

型

の

黒

い

バ

ッ

ク

が

在 

り

、

横

で

紗

香

が

眠

っ

て

い

る

。 

俊

也

「
（

呟

く

）

長

い

眠

り

だ

な

…

…

？ 

」 

 
 

 

俊

也

、

首

を

傾

げ

る

。 



 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

の

外

（

夜

） 

 
 

 

崖

っ

ぷ

ち

に

立

ち

、

夜

の

絶

景

を

眺

め

て

い 

 
 

 
る

俊

也

。 

 
 

 

眼

下

に

、

深

い

海

が

荒

れ

て

い

る

。 

黒

い

波

が

吹

き

荒

れ

、

岩

肌

に

渦

撒

い

て

い 

る

。 

 
 

 

月

明

か

り

の

下

、
果

て

し

な

く

続

く

海

波

が

、 

 

靡

い

て

い

る

。 

 

紗

香

が

駈

け

て

来

る

。 

紗

香

「

う

わ

ぁ

ー

、

元

気

に

成

っ

た

ぞ

！ 

俊

ち

ゃ 

ん

！ 

ア

タ

イ

は

、

元

気

に

生

っ

た

ぞ

ー

」 

 
 

振

り

返

る

俊

也

。 

 
 

紗

香

が

立

っ

て

い

る

。 

着

物

コ

ス

プ

レ

に

帯

を

巻

き

、

そ

の

中

に

サ 

バ

イ

バ

ル

ナ

イ

フ

が

射

し

こ

ま

れ

て

い

る

異 

様

な

姿

。 

俊

也

「

な

ん

だ

？ 

そ

の

恰

好

は

？ 

」 

紗

香

「

ア

タ

イ

は

、

演

技

派

女

優

だ

、

今

か

ら

芝

居 

 

を

遣

る

ぞ

！ 

う

お

ふ

ぉ

ふ

ぉ

、

う

お

ふ

ぉ

ふ

ぉ

」 

俊

也

「

紗

香

！ 

ま

た

幻

覚

症

状

か

！

？

」 



 

 
 

 

紗

香

、

ス

タ

ス

タ

と

歩

き

振

り

返

る

。 

 
 

 

ま

る

で

、

歌

舞

伎

役

者

の

よ

う

な

動

作

を

す 

る

紗

香

。 

紗

香

「

と

ざ

い

、

と

ー

ざ

い

！ 

」 

 
 

 

紗

香

、
ナ

イ

フ

を

手

に

持

ち

、
振

り

か

ざ

す

。 

紗

香

「

我

こ

そ

は

、

女

剣

士

さ

や

か 

だ

！ 

今

か 

ら

、

人

間

様

に

憑と

り

つ

く

悪

魔

の

成

敗

だ

、

成

敗 

だ

～

あ

、

尋

常

に

、

勝

負

、

勝

負

う

～

」 

 
 

紗

香

、

サ

バ

イ

バ

ル

ナ

イ

フ

を

ク

ル

ク

ル

と 

 
 

天

空

に

放

り

投

げ

、
見

事

に

キ

ャ

ッ

チ

す

る

。 

紗

香

、

歌

舞

伎

役

者

の

様

に

、

ぎ

ろ

っ

と

俊 

也

に

目

を

向

け

る

。 

紗

香

「

俊

ち

ゃ

ん

…

…

楽

し

か

っ

た

よ

…

…

」 

ジ

ッ

と

俊

也

を

見

詰

め

る

紗

香

の

目

か

ら

、 

涙

が

、

ひ

と

し

ず

く

落

ち

る

。 

俊

也

「

え

っ

？

！ 

何

を

言

っ

て

い

る

ん

だ

？ 

」 

紗

香

「
（

振

り

絞

る

声

）

…

俊

也

さ

ん

…

ご

め

ん 

な

さ

い

…

…

」 

紗

香

の

目

に

涙

が

溢

れ

て

い

る

。 

俊

也

「

如

何

し

た

ん

だ

？ 

紗

香

！

？ 

」 



 

紗

香

「

俊

也

さ

ん

…

こ

れ

が

現

実

の

…

…

私

で

す

」 

 
 

 

紗

香

、

着

物

か

ら

片

手

で

、

注

射

器

と

白

い 

薬

の

小

袋

を

取

り

出

し

、

俊

也

に

翳か

ざ

す

。 

俊

也

「

覚

醒

剤

！

？ 

…

如

何

い

う

事

だ

？ 

如

何

し 

て

だ

！

」 

 
 

 

失

意

の

紗

香

、

注

射

器

と

覚

せ

い

剤

を

地

面

に

落

と

す

。 

紗

香

、

ゆ

っ

く

り

と

サ

バ

イ

バ

ル

ナ

イ

フ

を 

自

分

の

腹

に

体

に

突

き

刺

す

。 

 
 

 

― 

う

っ

ー

、

う

っ

ー 

― 

 
 

 

紗

香

、

呻

き

声

の

中

で

苦

し

み

な

が

ら

、

ナ 

イ

フ

を

抜

き

再

び

、

腹

に

差

し

込

む

。 

吹

き

だ

す

血

。 

紗

香

が

崩

れ

落

ち

て

行

く

。 

俊

也

「 

！ 

」 

 
 

 

唖

然

と

す

る

俊

也

。 

 
 

 
 

 
 

✕ 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

が

見

詰

め

て

い

る

。 

 
 

 

血

に

塗ま

み

れ

た

、

紗

香

の

無

残

な

死

体

が

、

６ 

 
 

 

０

年

前

の

、

母

の

無

残

な

死

体

と

ダ

ブ

り

重 



 

な

る

。 

俊

也

、

紗

香

の

死

体

を

担

ぎ

上

げ

る

。 

 

〇

同

・

崖

っ

ぷ

ち

（

夜

） 

 
 

 

月

夜

に

照

ら

さ

れ

る

黒

い

荒

波

が

、

太

平

洋 

の

果

て

ま

で

連

な

っ

て

い

る

。 

見

詰

め

て

い

る

俊

也

に

紗

香

の

死

体

が

寄

り 

掛

か

っ

て

い

る

。 

俊

也

「

母

さ

ん

、

ト

ノ

サ

マ

バ

ッ

タ

は

、

女

性

だ

っ 

た

よ

。

紗

香

だ

よ

…

…

綺

麗

だ

ろ

、

可

愛

い

だ

ろ 

…

…

今

、

連

れ

て

行

く

か

ら

…

…

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 
 

 
 

 

俊

也

、

紗

香

を

担

ぎ

上

げ

て

来

て

、

ワ

ゴ

ン 

車

の

助

手

席

に

降

ろ

す

。 

俊

也

、

後

部

席

の

黒

い

バ

ッ

グ

と

木

刀

を

手 

に

持

ち

、

怒

り

の

叫

び

声

を

上

げ

、

駆

け

だ 

す

。 
 

俊

也

「

う

ぁ

ー

！

う

ぉ

！

」 

 
 

 

狂

っ

た

よ

う

に

、

バ

ッ

グ

の

御

札

お

さ

つ

を

、

浜

風 

 
 

 

の

強

風

に

撒

き

上

げ

る

俊

也

。 



 

 
 

 

一

万

円

札

が

浜

風

に

舞

い

、

流

さ

れ

消

え

て

行

く

。 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

が

木

刀

を

振

り

回

し

、

狂

っ

た

よ

う

に 

乱

舞

し

て

い

る

。 

 
 

 

立

ち

尽

く

し

て

い

る

俊

也

、

地

面

に

落

ち

て 

い

る

、

注

射

器

を

見

る

。 

唇

を

噛

み

締

め

た

俊

也

の

眼

に

、

悔

し

涙

が 

浮

か

ぶ

。 

俊

也

「

お

ま

え

だ

！ 

お

ま

え

が

！ 

紗

香

の

人

生

を 

 

滅

茶

苦

茶

に

し

た

ん

だ

！ 

馬

鹿

野

郎

が

！

」 

 
 

 

俊

也

、

渾

身

の

力

を

込

め

て

木

刀

を

振

り

下 

ろ

す

。 

注

射

器

が

粉

々

に

散

り

上

が

り

、

バ

キ

ッ

と 

い

う

音

と

共

に

、
木

刀

の

破

片

が

空

に

飛

ぶ

。 

 

〇

同

・

ワ

ゴ

ン

車

の

中

（

夜

） 

 
 

 

俊

也

、

助

手

席

の

、

血

塗

ら

れ

た

紗

香

の

腹 

 
 

 

に

ノ

ー

ト

パ

ソ

コ

ン

を

載

せ

、

シ

ー

ト

ベ

ル 

 
 

 

ト

で

締

め

付

け

る

。 



 

 
 

 

俊

也

、

自

分

の

腹

に

、

壊こ

わ

れ

た

ビ

デ

オ

カ

メ 

 
 

 

ラ

を

載

せ

、
シ

ー

ト

ベ

ル

ト

で

締

め

付

け

る

。 

俊

也
「

未

だ

、
映

画

は

完

成

し

て

無な

い

か

ら

な

…

…

」 

✕

 
 

✕ 
 

✕ 

 
 

 

俊

也

、

指

輪

を

紗

香

の

指

に

嵌

め

、

自

分

の 

指

に

も

指

輪

を

嵌

め

る

。 

二

つ

の

指

輪

は

、
キ

ラ

キ

ラ

と

輝

い

て

い

る

。 

俊

也

、

左

手

で

紗

香

の

手

を

握

り

、

唇

を

噛

み

締

め

る

。 

俊

也

「

紗

香

、

行

く

よ

！

」 

 
 

 

星

空

の

下

、

ワ

ゴ

ン

車

が

、

ゆ

っ

く

り

動

き 

出

し

加

速

し

て

行

く

。 

ワ

ゴ

ン

車

は

、

崖

の

丘

か

ら

空

を

舞

い

、

静 

か

に

消

え

て

行

っ

た

…

… 

 

〇

同

・

絶

景

の

丘

（

夜

明

け

） 

 
 

 

丘

の

上

か

ら

、

見

渡

せ

る

海

原

に

朝

陽

。 

 
 

 

太

平

洋

の

果

て

ま

で

続

く

穏

や

か

な

海

波

が

、 

 
 

 

オ

レ

ン

ジ

色

に

、
キ

ラ

キ

ラ

と

輝

い

て

い

る

。 

… 

完 
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	罪を免れます」
	俊也「太宰は、精神的にオカシカッタ事が理
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	鎮痛剤を可成りの量で服用していて、モルヒネも使用していたのです。薬物中毒症の私から言わせれば、これ等の薬を多量に服用すれば、痙攣発作の症状が現れ、精神的に可笑しくなることは想像できます。頭の良い当時の太宰が其れを知らない訳は無いのに、苦痛から逃れるために、薬物という快楽に溺れたのです……」
	　　　少し気が高ぶっている紗香。 
	紗香「アルコール依存症や薬物依存症の太宰
	　は、自分が人間失格者だと、自覚していた
	　筈です…… 私も自覚しています、違法薬物
	　依存症の今の私は、人間失格者だという事
	　を……」
	俊也「薬物を断ち切れば良い事じゃないか」
	紗香「そんなに簡単じゃない事は、俊也さん
	　も�の当たりにしたでは、ありませんか…」
	俊也「そうだが、頑張るしか無いじゃ無いか」
	紗香「私は、人間�めますか？其れとも薬を
	止めますか？ かと問われれば、人間に戻り
	たいと答えます……でも私は…人間を断ち
	切る可能性も在ります……」
	俊也「！……」
	　　　暫く黙ってしまう二人。
	　　　
	〇同・七里ヶ浜の海辺
	　　　浜辺に並んで座って居る二人。
	　　　俊也の話を真剣な顔で、聞いている紗
	　　　香。
	　　　勢いよく押し寄せる波、引いて行く波、
	　　　紗香と俊也の声が響く。
	紗香「…お母さんは、お金に困った挙句に、
	　幼い俊也さんを道連れにして、列車に飛び
	込もうとしたのですか？」
	俊也「そうだ…しかし結果は、今話した通り
	……母は一人で、よいマチ世界に逝ってし
	まったよ……」
	紗香「死ぬほど生活に困っていたのに、お母さんは、実家とか親類とかに、お金の無心を願う事が、出来なかったのですか？」
	俊也「母の実家は、叔父が事業を展開していて結構裕福だった。そこには当時、祖母も健在だったよ」
	紗香「じゃ、何故？ お母さんは、お金の無心に行かなかったのでしょうか？」
	俊也「プライド、だと想っている」
	紗香「プライド！？」
	俊也「母は女子学校にも行き、青春時代は御嬢さんとして育ったと聞いている。惨めな生活を、言い出せなくて死を選んだと、想像している……」
	紗香「お母さんの…プライドが……死を選んだ……」
	　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　荒巻く海波。
	　　　　　✕　　✕　　✕
	紗香「俊ちゃんは、バッタを捕まえた事で命が助かったんだな……」
	俊也「そうだ、あの時、トノサマバッタが飛び出して来なかったら、僕の命は無かったかも知れない……」
	俊也……必ず捕まえるのよ！、お母さんの言った、その言葉、俊ちゃん、チャンと守ったじゃないか」
	俊也「そうだな、だけど捕まえたトノサマバッタが、女の子か男の子かは判らないな」
	紗香「何を言っているんだ、俊ちゃんが、実際に捕まえたバッタは人間で、しかも、淑やかで美しい女性じゃ無いか！」
	俊也「ええっ？�やかで美しい女性とは？」
	　　　思わず俊也、横に座る紗香の顔を見る。
	　　　紗香、女性らしい�を創り微笑む。
	俊也「そうだな、確かに、淑やかで美しい女性を捕まえたのかも知れないな…？」
	　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　青い海波が、寄せる。
	✕　　✕　　✕
	紗香「…俊也さんは…今でも、お母さんが言
	　った、その、よいマチ世界、という存在を
	　信じているのですか？」
	俊也「ああ、信じている、死んだ世界が�い
	　世界でなければ、母も祖母も僕も浮かばれ
	ないからなぁ」
	　　　海波を見詰める紗香の表情が、ニヤリ
	　　　とする。
	紗香「信じる者は救われないカモだな。だけ
	ど、その得体の知れない、よいマチ世界っ
	ていうモチーフ、使えるかもだよ、二人が
	創る映画に使おうぜ」
	俊也「映画のモチーフ？ 紗香、映画作りの構想は、もう出来ているのか？」
	紗香「映画創りの構想なんて、大して出来て
	　いる訳ないじゃん、俊ちゃんに出会った瞬
	間に�いたんだから。そういう事で此れか
	ら車の中で、映画製作会議を開こうぜ」
	俊也「映画製作会議、を？…それは好いが、
	その前に、僕にはモウ一つ、幼い時に死ぬ
	ような目に在った、話が在るんだが……」
	紗香「えっ俊ちゃんには？ まだ死ぬような目
	に在った、面白い話が在るのか？ 」
	俊也「面白い話では無い、また辛くて空しい
	　話だ、それでも聞いて欲しい？」
	辛くて空しいという言葉の響きに紗香
	　　　の表情が変わる。
	紗香「私は俊也さんと、苦楽を共にしたいの
	です。聞かせて下さい」
	　　　荒波がゴーオと押し寄せる。
	　　　　✕　　✕　　✕
	俊也の声「僕は母の死後すぐに、海辺近くの
	一軒家に住んでいた、祖母と叔父に引き取
	られた……」　　　― 回想へ―
	〇荒れ狂う海岸・夕方（回想）　　
	遠くに霞む夕陽が千切れている。
	夕暮れ時の荒れ狂う海岸線で、幼い俊
	也は独りぼっちで、綺麗な小石を集め
	ている。
	祖母多恵（６６）が、古ぼけた乳母車
	を引きながら、ゆっくりと歩いて来る。
	荒れ狂う波際を、幼い俊也を乗せた乳
	母車を、多恵がヨロヨロと押して行く。
	多恵は、ブツブツ言いながら乳母車を
	押している。
	多恵の声が、激しい波音に負けないぐ
	らい響びく。
	多恵「俊也のお父ちゃんは酷い人間だったぞ
	！ �でもない奴だった。だから、優しい御
	前のお母ちゃんは、苦労して死んだぞ。�
	ちゃんの娘は死んだぞ……」
	　　　多恵は突然止まって、乳母車の向きを
	海に向ける。
	　　　多恵の顔が、荒れ狂う波の彼方を�む。
	多恵「俊也は�い奴の子だ、生きてちゃダメ
	だ！ お前の父親は事業に失敗してよ、借金
	までして博打に手を出してよ、負けて逃げ
	たぞ。録でも無い御前の父親がな、優しい
	澄江を死に追いやったんだ。俊也の父親は
	悪い奴だ！ だから御前も悪い子に�る。
	俊也、お前に生きて行く価値も、資格も無いぞ！」
	巻き上がる海風の壁に、お前に生きて
	行く価値は無いぞ！ の声が、木霊して
	反射する。
	― 生きて行く価値は無いぞ！ ―
	　　　多恵の�んだ目が、優しく微笑む。
	多恵「俊也、�ちゃんと一緒に、お母ちゃ
	んの処に行こうな」
	俊也「ええっ？ �ちゃん！ 何を言ってい
	るんだ？！ 」
	　　　不意に！ 唇を噛み締めた多恵が、乳母
	車を力強く押し、多恵も波に身を投げ
	る。
	山のような大波が小さな乳母車を巻き
	込み、力強い引き潮の中に流されて引
	っ繰り返る。
	俊也の目の前に広大な波が揺れ、口の
	中に、鼻の中に、目の中に、ブクブク
	と海水が入り込む。
	叔父の声「おふくろ！ 俊也！ 何をしている
	んだ！！ 」
	海岸線に俊也の叔父（２８）の、大き
	な叫び声が響く。
	― 回想終了 ―
	　
	３・枯れた木
	　　　　 �れて貧弱な枯れ枝。
	　　　　　見上げている老人トシ、手にロー
	　　　　　プを持っている。　　
	トシ「ダメだ、こんな枝では死ねない…」
	　　　　老人トシの哀れな顔。
	４・無人の海辺
	　　　　トシ、�んでいる。
	　　　　果ての海原が霞んで ぼやけている。
	　　　　目の前の穏やかな海波に、巨大な光
	の塊、落ちて来る。
	　　　　バシャーン！
	　　　驚くトシ。
	　　　　目の前の海中から、宇宙服姿の若い
	　　　　女が立ち上がる。
	ずぶ濡れの宇宙オンナ、驚いてい
	るトシに微笑む。
	星女「私は遠い星から、この地球に、星
	流しの刑で落とされました、�です」
	トシ「えっ？！ 貴方は？ 宇宙人…？」
	星女「私は、地球の人間と言う生物一匹
	に、生きがいを与えて来ないと、罪が
	消えません。貴方、人間と言う生物で
	すよね、貴方、生きがい無いですよね」
	トシ「えっ？無いけど？」
	星女「良かったー  直ぐに生きがいの
	無い年寄りの人間に�えて、じゃ、
	行きましょう」
	トシ「行きましょうって？ 何処へ？」
	星女「好いマチ世界です！」
	✕　　✕　　✕
	〇道路わきの雑木林
	ワゴン車が道脇の雑草地に停められ、ふたりが、雑木林の中で撮影中。
	　　　俊也が嬉しそうな顔で、一本の太い枝
	を見詰めている。
	紗香「カット！」
	　　　ビデオカメラを構えている紗香が、大
	きな声を上げる。
	紗香「俊ちゃん、ふざけて居るのか！ この場
	面は、主人公トシが、首つり自殺に対して、
	悩んで怖気づいているシーンなんだよ。笑
	っている場合か、やり直し！」
	　　　俊也は、もう一度、真剣な顔で上空の
	　　　木の枝を見詰める。
	紗香「カット！ 俊ちゃんさ、真剣な顔で遣る
	な、モット空しい顔をしろ！ 撮り直し！」
	俊也「紗香、チョッと、厳しすぎないか、僕
	はプロの俳優じゃないんだから」
	紗香「あのね、俊ちゃん、黒澤明監督はモッ
	ト厳しかったんだよ。エキストラでも、怒
	鳴ったんだよ！ はい、やり直し！」
	〇海岸道路下の砂浜
	海岸道路の石垣は、２メートル以上の高さが在る。
	砂地で寝ころびながら、俊也がビデオ
	カメラを構えている。
	石垣の上から飛び降りようとしている、宇宙人コスプレ姿の紗香が、下を見下ろす。
	紗香「此れって高すぎないか！」
	　　　下から、俊也の声が響く。
	俊也「大丈夫だ。下には安物のマットが敷い
	て在るんだ、それに、飛び降りるのは紗香だからな、砂地に落ちても死にはしないよ。さあ、紗香！ 飛び降りるんだ！ 」
	紗香「わかったよ…え、え、えぃ」
	　　　紗香は、びくびくしながら、飛び降りる。
	マットに落ちた紗香に、俊也が言う。
	俊也「紗香、やり直しだ！」
	紗香「�でだよ！」
	俊也「このシーンは、�が�やかに空から
	落ちて来る場面だ。紗香の顔は、怖気づい
	たカッコ悪い顔をしていた。だから、やり
	直しだ」
	紗香「解ったよ、もう一回やるよ」
	　　　一瞬不貞腐れた顔をするが、紗香は、
	石垣をよじ登って上に上がる。
	　　　紗香、今度は元気よく飛び降りる。
	紗香「やぁー！」
	　　　カメラを構えて撮影している俊也、首
	を傾げる。
	　　　マットに倒れている紗香に。
	俊也「紗香、悪いけど、もう一回飛んでくれ」
	紗香「俊ちゃん、もう一回って、如何言う事
	だよ」
	俊也「まだ、�やかさが足りない気がした」
	紗香「俊ちゃんさ、�やかなアタイに何を言
	っているんだ！ 俊ちゃん注文が、�く無い
	か？」
	俊也「そんな事は無い、溝口健二監督は映画
	撮影中に、通りの電柱が邪魔だから、スタ
	ッフに退かしてくれと、注文を付けたんだ。
	紗香、撮り直しだ！」
	紗香「何の話をしているんだ…？」
	〇空き地（夜）
	　　　カーテンを閉めた俊也のワゴン車が、
	　止まっている。
	〇同・空き地（夜明け前）
	　　　静まり返った外は、未だ暗い。
	ワゴン車内の後部席で、白色のジャージ姿の俊也が、深く寝込んでいる。
	✕　　✕　　✕
	ワゴン車の外。
	月明かりの下で紗香は、竹刀の四つに縦割りされている一本、一本をナイフで削り、サンドペーパーで擦り込んで滑らかにしている。
	先ゴムを付けて先革や�革に竹刀を入れ、細い�を使って複雑な結びを器用に通し締め付けていく。
	最後の仕上げに��いを付けて紗香は、片手で重さを確かめる様に軽く竹刀を振る。
	×　　×　　×
	　　　紗香、眠っている俊也の体を、揺する。
	紗香「俊ちゃん朝だ夜明けだ、練習だ！ 起き
	ろ、起きなさーい！」
	俊也「……うー 何んだ…？ 如何したんだ？」
	眠そうな顔で半身を起こす俊也。
	俊也「紗香、まだ夜明け前じゃないか、起き
	るには早すぎだ。もう少し寝かしてくれ」
	紗香「老人の俊ちゃんよ、あばら骨を折られ
	る前に、猛稽古の開始だ！」
	俊也「なんだ、猛稽古とは？ 」
	〇砂浜（夜明け）
	　　　人の気配の無い薄暗い海岸。
	　　　紗香と俊也が、竹刀の素振りを繰り返
	している。
	紗香「俊ちゃん、振り下ろしをモット速く！
	打つ瞬間に力を入れる感覚だよ！ モット
	足を広げて！」
	　　　並んで竹刀を振る、黒いジャージ姿の
	紗香と俊也。
	紗香「俊也さん、構えている時は、全身の力
	を抜いてください。打ち込む瞬間に一点に
	力を集中して、打ち切るイメージが大事で
	す」
	　　　　×　　×　　×
	竹刀を構えて向かい合っている、俊也
	と紗香。
	　　　紗香の顔が不意に、厳しい表情に成ると、空間を�くような凄まじい声！
	紗香「�！ �！」
	　　　紗香の竹刀の軌道が目にも止まらぬ速
	さで、俊也の頭に打ち込んで来ると思
	った瞬間、流れる様に胴に止め打ちさ
	れている。
	〇道路わきの食堂（夕方）
	　　　道路わきの食堂から、寄り添うように出て来る、俊也と紗香。
	曇った空から二人に、雨が落ち始める。
	〇山林（夜）
	薄暗い山林に、雨が槍の様に降り落ち
	ている。
	　　　雨がパシャパシャと叩き付ける雑草に囲まれた土、カッパ姿の俊也がスコップで穴を掘っている。
	　　　　　　×　　×　　×
	びしょ濡れに成っている黒いバッグから、ビニール袋に入った注射器、炙り道具を取り出し、袋を逆さにして穴に落とす俊也。
	　更に奥へと、スコップとバッグを手に
	持つ俊也が、雑草を掻き分けて行く。
	×　　×　　×
	　　　強い雨風の中。
	草木の間の俊也が掘った深い穴の中に、
	ビニール袋の中の覚醒剤が振り落とさ
	れる。
	白い毒物は、雨粒と共に消えて行く。
	×　　×　　×
	　　　風雨に草木が�いている。
	ビショビショに濡れたカッパ姿の俊也
	が、獣道を�う。　
	　　　　　　×　　×　　×
	　　　暗闇に揺れる黒い影から、声が響く。
	紗香「俊ちゃん、�？ 何処に居るんだよ！」
	俊也「紗香、�したんだ？ 如何して車の中
	に居ないんだ！？ 」
	紗香「車の中にひとりで居ると、危ないんだ
	よ！」
	俊也「何が危ないんだ？」　
	紗香の黒い影が、俊也の目の前に立ち
	はだかる。
	　　　不意に、紗香の顔に、幻覚症状が現れ
	る。
	紗香「俊也！何処に捨てた！」
	俊也「何を言っているんだ！？ 」
	　　　土砂降りの雨の空間に、紗香の幻覚症状の声が響く。
	紗香「白い粉、白い薬……�、何処なの？快楽を生む、白い薬……あー、あー、 とても気持ち好い世界……俊也が捨てたのか！…… 退け！俊也！ 」
	　　　泥に�れた紗香の体が、行き成り俊也
	の体に�つかって来る。よろける俊也。
	　　　紗香はうめき声を上げながら、雑草の、
	根元に浮き出ている土砂の中に、しゃ
	がみ込む。
	紗香は�を手でつかみ取り、見詰め
	る。
	紗香「うーうーっ、俊ちゃんの�だよ、真
	っ白だったアタイの薬が、真っ黒になっちゃったよ」
	俊也「何を言っているんだ！紗香？ 」
	　　　紗香は狂ったように、��を口の中
	に詰め込む。
	俊也「紗香！？ な、何を？ やっているんだ
	！ 」
	　　　俊也は咄嗟に、紗香の顔を抱きかかえ
	て、紗香の口に指を入れる。
	紗香「ぐうぇー、ぐうぇー」
	　　　紗香が呻き声と共に、泥を吐き出す。
	紗香「うぅっー、うぅー 」
	紗香は獣のような唸り声をあげ、俊也
	の手に嚙み付いてくる。
	俊也「うっ！」
	　　　俊也苦痛の声。
	　　　俊也の腕に、血が滴る。
	紗香「ぐぇっ、ゲぇー、グェー」
	　紗香は、ゲロを吐く。
	俊也の手から、汚物と血が混ざり、落
	ちていく。
	×　　×　　×　
	俊也が、雑草の中に、スコップとバッ
	グを、投げ捨てる。
	　　　風雨激しい暗闇の道、虚ろな状態で黙
	ったままの紗香の肩を抱き、よろよろ
	と歩いて行く俊也。
	身を俊也に預けて、虚脱状態の紗香。
	真っ暗な空間に、豪雨が叩き付ける音
	が響く。
	　　　✕　　✕　　✕
	降り落ちる雨の中、俊也がワゴン車の
	後部席のドア前に、びしょ濡れの紗香
	を立たせると、カッパを脱ぎ捨て、車の中に入り込む。
	✕　　✕　　✕
	俊也が、衣類ケースから、タオルや下着類を取り出している。
	ドアから、衣服を脱ぎ捨てた紗香が、雨粒滴る裸の姿で、入り込んで来る。
	俊也「紗香？ 大丈夫なのか！…？」
	　　　薄闇に浮かぶ、紗香の豊満な白い裸体。
	　　　見詰める俊也。
	紗香「……ケダモノ！」
	俊也「ああっ…ゴメン……」
	　　　思わず眼を逸らす俊也。
	紗香「タオル」
	俊也「…ああ」
	　　　急いで、タオルを手渡す俊也。
	　　　微笑む紗香、俊也の腕を取る。
	紗香「俊也さんは …優しい……」
	　　　紗香、俊也の血が滲んでいる腕に口を付け、舐め始める。
	俊也「紗香？ 何をするんだ！」
	　　　紗香の体が、俊也の体に寄り掛かって来る。
	紗香「私は、優しい俊也さんと、身も心も一
	つに生りたい……�れの無い俊也さんに…
	抱かれたい……」
	　　　身を任せて来る紗香。
	　　　体を放す俊也。
	俊也「何を言っているんだ…僕は、３０歳以
	上も歳が離れている、年寄りだぞ……」
	紗香「私は、知らないケダモノたちに、圧し
	掛られ貪られた、穢れ女… 薬物を与えられ
	調教された人間失格者……そんな私でも、
	好きに成った人に抱かれて、�れた過去を
	忘れたい、狂人の世界を消し去りたい……
	お願いです！ 私を抱いて下さい！ 」
	俊也「！ ……」
	　　　　✕　　✕　　✕
	　　　薄暗いワゴン車の後部席。
	　　　俊也の体と紗香の体が重なり、ひとつ
	に�っていく……
	✕　　✕　　✕
	車内ドア横に置かれた傘立てに、２本
	の竹刀が重なる様に刺さっている。
	〇空き地（早朝）
	黒いジャージ姿の紗香と俊也が
	準備体操をしている。
	竹刀を左右交互に何回も振る、素
	振り練習を繰り返し始める。
	〇高徳院
	　　　俊也が鎌倉の大仏を、三脚に固定した
	ビデオカメラで撮影している。
	メイドコスプレの紗香が、大仏前の観
	客の間を、お辞儀をしながら歩き回る
	姿を、俊也が撮影する。
	〇江ノ電・極楽寺駅
	　　　ビデオカメラと三脚を下げた俊也と、
	着物コスプレ姿の紗香が、改札口から
	出て来る。
	〇極楽寺
	　　　手を繋ぎながら、山門に這入って行く
	　　　ふたり。
	〇海沿いの道路
	　　　海沿いの道路を、走るワゴン車。
	〇真鶴海岸（夕方）
	　　　夕陽に照らされている海波。
	宇宙服コスプレ姿の紗香と黒いジャー
	ジ姿の俊也が手を繋ぎ、夕陽浮かぶ海
	波の地平線に向かって、ゆっくりと歩
	いて行く。
	そのシルエットを、三脚に固定された
	ビデオカメラが自動撮影。
	〇空き地（夜）
	ワゴン車の倒された後部席。
	抱き合って寝ている二人。
	紗香、俊也の手を振りほどき、静かに
	起き上がる。
	✕　　✕　　✕
	紗香の小型バックを開ける手が、震え
	ている。
	紗香、底に入っている紙袋を開く。
	中にビニールに小分けされた覚醒剤と
	注射器が入っている。
	見詰める紗香の苦悶の顔。
	呼吸は荒いが、ジッと堪える紗香の顔。
	紗香、平常の顔に戻り、静かに紙袋を
	元に戻す。
	〇伊豆・城ケ崎海岸
	岩石に飛び散る波飛沫。
	ビデオカメラを構えた俊也が、撮影し
	ていく。
	傍らで、海波を見詰めている紗香。
	〇同・門脇つり橋
	眼下に望む崖の様な岩々、荒れ狂う波
	が岩肌にブチ当たり、吹き上がってい
	る。
	紗香「ここは観光地で人の気配が多いから、
	駄目だな……」
	俊也「何が駄目なんだ？」
	紗香「死に場所……だよ」
	俊也「何をバカな事を言っているんだ」
	紗香「俊ちゃんさ、アタイ、此処より静かで
	　見晴らしも最高で、車でも飛び込めそうな、
	秘密の丘を知っているから……今から、
	そこに行こうぜ！」
	俊也「車でも飛び込めそうな！？ 秘密の丘？
	　ソンな所に行くのか？」
	紗香「そうだよ、そこは、１０年以上も前だ
	けど、お父さんの車で森林の中を彷徨い走
	って、偶然見つけた、崖の上の空き地だよ」
	俊也「崖の上の空き地…？なのか？」
	紗香「そうだよ、希望の丘とも��の丘とも
	　言えるような、崖の上の空き地だよ」
	俊也「希望の丘とも�の丘とも言える、崖
	の上の空き地？ とは？ 何を言っているん
	だ？一体ドンナ、所なんだ？ 」
	紗香「行って見れば解かるよ」
	城ケ崎海岸の荒波が、渦巻いている。
	〇道なき道
	　　　�と雑草が生い茂った獣道。
	　　　ワゴン車がギリギリ一台通れるか、通
	れないかの崖道。
	ゆっくりと動いて行くワゴン車。
	凸凹道を慎重に運転して行く俊也。
	俊也「これは、道では、無いぞ」
	紗香、平然とした顔。
	紗香「道なき道だから、人も寄り付かない無
	人の丘が在るんじゃないか。道のりは短い
	から、何回も来れば、直ぐ慣れるって」
	俊也「えっ、紗香、ここに、此れから何回も
	来る心算なのか？」
	紗香「そうだよ、観光地を巡るのも良いけど、
	　時々此処に来て、映画鑑賞や読書をしなさ
	　いって、神さまのお告げが在ったんだよ」
	俊也「そんなバカな…」
	　　　グラグラ揺れて走るワゴン車。
	〇絶景の丘
	　　　丘の入り口の坂。
	大きな平らな岩が、入り口を塞ぐよう
	に地面から、顔を出している。
	俊也のワゴン車のエンジンが、岩の段
	差を登り切れず唸っている。
	✕　　✕　　✕
	ワゴン車内で、必死にアクセルを踏ん
	でいる俊也。
	俊也「紗香のお父さんの車は、この岩を登れ
	たのか？」
	紗香「登れたよ、その時は、お父さんの車は、ラウンドクルーザーだったからな」
	俊也「……」
	諦める様にエンジンを止め、車を降り
	る二人。
	✕　　✕　　✕
	　　　１５メートル四方は在りそうな、丘が
	広がっている。
	横に山の傾斜の岩肌が聳え、樹木の姿
	が点在し、下方の脇を２メートル位の
	幅の川が、流れている。
	紗香「おっ、前より水量が増えている」
	俊也「綺麗な川だな」
	紗香「湧水が流れているんだよ、だから冷た
	くて美味しい水だし。この川は用足しにも
	便利だよ」
	俊也「用足とは？ 紗香の家族は、此処で、
	サバイバルキャンプでもしたのか？」
	紗香「そうだよ、何時も３日ぐらいは、此処
	で過ごしたよ」
	俊也「如何いう家族なんだ？」
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　川の水が、滝のように崖の岩肌に雪崩
	　　　落ち、水飛沫を上げている。
	　　　覗き込む俊也が、身震いをする。
	　　　眼下の荒波は、点々と突き出ている岩
	　　　肌を吹き上がり、渦巻いている。
	　　　飛び込めば、即死をイメージする、地
	獄の絶景！
	顔を上げた俊也は、目を瞠る。
	太平洋の海原が壮大に広がり、青く輝
	く波映が清々しく、地平線の果てまで
	続いている。
	突き進めば、幸福をイメージする、天
	国の絶景！
	紗香「俊ちゃん、今夜は、健康ランドに行っ
	　て体を綺麗にして、明日に、沼津に行って、
	食料やキャンプ道具を調達してから、また
	来ようぜ」
	〇伊豆天城トンネル
	　　　山の中の古ぼけたトンネル、前にワゴ
	ン車が停まっている。
	俊也が、ビデオカメラを三脚に固定し
	ている。
	メイドコスプレ姿の紗香が、前に立つ。
	紗香「川端康成も松本清張も此の天城トンネ
	　ルを利用して、小説を書いたんだからな、アタイたちも利用しない手はないぞ」
	俊也「それは好いが、このトンネルを抜けたら、よいマチ世界が広がっているのか？」
	紗香「そうだよ、川端康成も書いているじゃないか、トンネルを抜けたら、そこは、よいマチ世界だった、って」
	俊也「なんだ、それは？」
	紗香「編集で、このトンネルが海底に在る様
	　な、合成映像を作るから、さあ、撮影開始だよ」
	✕　　✕　　✕　
	　　　トンネルの前で、メイドコスプレの紗
	香が案内する。
	紗香《こちらが、よいマチ世界の入り口で
	　ございます。どうぞ、お入りください》
	　　　俊也と紗香がトンネルの中に入って行
	く姿を、ビデオカメラが自動撮影。
	〇伊豆スカイライン
	　　　走るワゴン車。
	〇健康ランド・沼津〇〇の湯（夜）
	　　　温泉に浸かっている紗香。
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　大広間で、作務衣姿の俊也と紗香が食
	事をしている。
	〇沼津・千本浜（早朝）
	　　　吹き荒れる浜風。
	　　　黒いジャージ姿の紗香と俊也が、竹刀
	　　　の素振り練習から、打ち込みの型練習
	　　　をしている。
	　　　俊也の動きが、格段に良くなっている。
	　　　凄い気迫で、紗香に向かって、面の打
	ち込みから、切り返すように胴へ寸止めする。
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　千本浜から観える美しい富士の姿。
	竹刀を片手に、富士山を見詰めている
	紗香と俊也。
	紗香「富士山の麓に、自衛隊の基地が在って、
	私の家族は、４年間、御殿場の自衛隊官舎
	で過ごしました。私が通った高校は、この
	沼津に在ります……」
	俊也「えっ？紗香は、富士山の麓で暮らして、沼津で高校生活を送ったのか……」
	　　素晴らしき眺望の富士山。
	　　荒々しき波が打ち寄せる千本浜。
	　　感慨深げに、見詰めている紗香。
	〇沼津港
	　　　俊也と紗香が鮮魚店で、次々と魚を買
	い込み、アイスボックスに詰め込んで
	いる。
	〇ホームセンター
	　　　俊也が、大きなショッピングカートを
	　　　押し、並んで紗香が歩いている。
	　　　カートに、キャンプ道具の他に大ハン
	マーが、積み込まれている。
	〇同・ホームセンター
	　　　買い物かごに、ダイヤモンドヤスリ、
	　　　超小型サンダー、サバイバルナイフに
	　　　杖の様な角材が積み込まれる。
	〇道なき道
	　　　�いワゴン車だが、崖道を、昨日より
	スムーズに走って行く。
	〇絶景の丘
	　　　入り口を塞いでいる岩を、俊也が大ハ
	ンマーを振り下ろし、打ち砕く。
	紗香が、打ち砕かれた小岩を、草むら
	に投げ込む。
	　　　✕　　✕　　✕
	夕陽を浴びる絶景の丘、真ん中辺りに、
	ワゴン車が止められている。
	草木の無い地面に、浅い穴が掘られ、
	周りを囲むブロックの上に、バーベキュー用の網が置かれる。
	薪に炎が上がり、俊也と紗香が、網に肉や野菜や魚の具材を載せて行く。
	〇同・絶景の丘（夜）
	　　　遥か月の下、止められているワゴン車
	　　　のカーテンは開らかれていて、星空か
	　　　ら中が覗ける。
	後部席で、ジャージ姿の俊也と紗香が、
	寄り添い、パソコンの画面を観ている。
	映し出されている映画は、フェリーニ監督の 『道』。
	空しい表情のジェルソミーナとサーカ
	スで知り合った剽軽な男との、セリフ
	の遣り取りのシーンで、紗香が突然、
	パソコンを操作して、画面を停止させ
	巻き戻し始める。
	俊也「紗香、如何したんだ？ 如何して画面を
	巻き戻すんだ？」
	紗香「俊ちゃん、セリフだよ、このセリフが、
	二人に取って大事カモなんだよ」
	俊也「なんだ、その、大事かもとは？」
	　　　また、画面が流れ出す。
	……… ◇ ………
	女「私はダメな女だ。生きているのが嫌にな
	った。この世で何をしたらいいの？」
	男「おまえだって、何かの役に立つだろう。この世の中に在るものは、何か役に立つものだ」
	　　　男、傍の小石を拾う。男、小石を見詰
	める。
	男「こんな小石でも、何かの役に立っている……」
	紗香、ここで映像を停める。
	　　　　……… ◇ ………
	　　
	紗香「俊ちゃん、 此の映画は、巨匠フェリーニ監督の名作中の名作『道』だよ」
	俊也「そんな事は解っているが、それが、どうかしたのか？」
	紗香「この映画は、その辺に転がっている小石でも、何かの役に立つと言っているんだよ、映画好きの俊ちゃんとアタイは、フェリーニ監督の名誉の為にも、それを立証しなければ、ダメなんだよ」
	俊也「何を訳の解らない事を言い出すんだ？」
	　　　紗香が昼間、買い物をした袋の中から、
	　　　ダイヤモンドヤスリ、金属のリング、
	　　　超小型サンダー等を取り出し、並べる。
	紗香「俊ちゃんさ、これ等の物、何で買ったか解かるか？」
	俊也「お金で買ったんじゃないのか？」
	紗香「俊ちゃん！ アタイが何時も言うセリフ
	をパクるな！ これ等の物は、そこいらに転
	がっている小石から、指輪を作る為に買っ
	たんだよ」
	俊也「小石を使って指輪を作るのか？……何でそんな物を作るんだ？ 」
	紗香「買って来た道具を使って、だよ」
	俊也「そういう事じゃなくて、何の為に、小
	　石で指輪なんか作るんだ？」
	　　　紗香が声色を変える。
	紗香「ふたりの将来の為にです」
	俊也「ふたりの将来の為とは？」
	紗香「結婚指輪を作りたいのです」
	俊也「結婚指輪…？ まさか？ 僕と結婚を？！…こんな年寄りの僕と……？紗香 そんなバカな事を、本気で言っているのか？ 」
	　　　紗香、唇を噛み真剣な表情に成る。
	紗香「私は！ 本気です！……私は、俊也さん
	が承諾すれば、直ぐにでも警察に出頭して、
	更生の道を進み、真っ当な人間に生って戻
	って来たいのです。そして俊也さんと暮らしたいのです」
	俊也「紗香……本気なのか……」
	紗香「本気です！ 」
	〇絶景の丘とワゴン車内（夜）
	　　　星空の下。
	絶景の丘からの展望。
	崖下の暗い荒海が渦巻いている。
	オーバーラップして、ワゴン車内。
	ふたりの裸体が、激しく重なり合っている……
	〇絶景の丘（早朝）
	　　　黒いジャージ姿、紗香と俊也の竹刀
	が組み合っている。
	〇同・絶景の丘
	　　　ワゴン車の外に、ソーラーパネルが置
	かれ、横に新品のポータブル発電機が
	置かれている。
	　　　紗香と俊也、それぞれが小さなビニー
	ル袋を手に持ち、草地を掻き分け、綺
	麗な小石を探し回っている。
	〇ワゴン車の中
	　　　後部席に小型の折り畳み式テーブルが
	置かれ、上に、ふたりが選んだ１セン
	チ以下の、１０個の小石が並んでいる。
	テーブルに、丸ペンチ、角ペンチ、超
	小型サンダー、ダイヤモンドヤスリ、
	石座の材料になる空枠、太さの異なる
	ミニワイヤーが入った小袋が数種類並
	んでいる。
	紗香が、テーブルの小石の中から、緑
	色の石英ぽい石を手に取る。
	紗香「この石は�だ！と想う心に勝る恋心�かな」
	俊也「何を訳の解らない事を言っているんだ。
	その石は、ひょっとして翡翠なのか？」
	紗香「そんな訳ないじゃん、本物の翡翠だと想って、作った方が�いんだよ。結婚指輪を作るんだからな」
	俊也「そうだな……じゃ僕は、その赤っぽい透明な石で作るとするか、本物のルビー石だと想って、作るぞ」
	紗香「そうだよ、その気持ちが大切だよ、俊ちゃんは、貧乏で顔が良くなくて年寄りだけど、そこのツールキットを使えば、簡単に本物�いの指輪が作れるからな」
	俊也「何て言い方をするんだ」
	✕　　✕　　✕
	　　　二人は、ヤスリやサンダーを使い、真
	剣な表情で、小石を削っている。
	サウンドペーパや砥石に水を振り掛け
	研磨して行く。
	✕　　✕　　✕
	俊也「紗香、完成したぞ！」
	紗香「えっ？もう出来たのか？」
	　　　俊也、出来上がった指輪を手に持ち、
	満足げに見詰める。
	歪だが多角形に削られた面が、紅い輝
	きで光っている様に観える。
	紗香「どう？見せてよ」
	　　　紗香、俊也の手から指輪を取り上げる。
	紗香「おお！ 年寄りにしては、凄く好い出来
	栄えじゃないか」
	俊也「年寄りは、余分だ。（得意げに）紗香は
	未だ出来ないのか？」
	紗香「アタイは、俊ちゃんみたいに簡易ツー
	ルなんか使っていないからな、俊ちゃんの為に、デザインワイヤーを精密にねじ込んだ、プロ仕上げのカット面の、宝石を作っているんだよ。あと２時間以上は、係るよ」
	俊也「あと２時間以上も係るのか？ じゃ僕は、寝て待つことにするか」
	紗香「寝て待つのか？ それなら、邪魔だから、
	　外で寝てよ！」
	　　　膨れている紗香の顔。
	俊也「……」
	〇同・絶景の丘
	　　　崖の淵に座り込んだ俊也が、壮大に広
	がる青い海波の果てを、感慨深げに見
	詰めている。
	紗香の声。
	紗香「俊ちゃん、百万ドルの指輪が出来たぞ
	！」
	　　振り返る俊也。
	俊也「出来たのか」
	紗香「これだ」
	　　　紗香、俊也の目の前に指輪を翳す。
	俊也「おお！なんだ！これは！ 本物の宝石を
	すり替えたのか！？」
	　　綺麗にねじ込まれた台座、薄いガラス
	板が一枚一枚張り付けられたような、
	複雑なカット面が、ダイヤモンドの様
	に光り輝いている。
	紗香「情熱の問題だよ、俊ちゃんより、百倍
	以上の気持ちを込めて作ったんだからな」
	俊也「これを、僕に呉れるのか？」
	紗香「当たり前じゃないか、体の関係が成立
	しているんだからな。俊ちゃんが作った高
	級そうな指輪を、アタイにも頂戴よ」
	俊也「僕が作った素人指輪で好いのか？」
	紗香「当たり前じゃないか、男と女の、心と
	体の契約成立は、指輪の交換、だからな」
	✕　　✕　　✕
	　　崖の上の丘に立つふたり。
	　　俊也が、紗香の指に指輪を嵌める。
	　　紗香が、俊也の指に指輪を嵌める。
	紗香「俊也さん、私を抱いて下さい」
	俊也「ああ」
	　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　絶景が見渡せる、崖の淵。
	　　　俊也と紗香が強く抱き合っている。　
	〇ワゴン車内（夜）
	ポータブル発電機が駆動していて、ノ
	ートパソコンの電源が射しこまれてい
	る。
	俊也と紗香が肩を寄せ合い、ノートパ
	ソコンの画面を観ている。
	流れている映画は、トムハンクス主演
	のギャング映画の傑作『ロード・トゥ・
	バーディション』
	夜の街中での、ギャングたちの壮絶な
	銃撃戦のシーンを、目を瞠って観てい
	る紗香の顔。
	〇同・ワゴン車内（夜中）
	　　　俊也の腕に抱かれて寝ている紗香が、
	　　　―　うっー、うっー　― と�されてい
	る様な声を漏らし、ハッと目を覚ます。
	そっと小型バックを持ち、外に出る紗
	香。
	　　
	〇同・丘の崖ブチ（夜中）
	　　　暗い夜の海波が荒れている。
	　　　��に立つ紗香が、放心したような顔
	　　　で、小型バックの中を見詰めている。
	　　　紗香の息が荒い。
	　　　紗香がバッグの中から、小さなビニー
	ル袋に小分けされた、覚醒剤の粉を取
	り出す。
	小瓶に這入った液体の中に、覚醒剤の粉を入れ振る。
	紗香、バッグから注射器を取り出し、注射器で液体を吸い込み、腕に当てる。
	更に紗香の呼吸が荒くなり、針を腕に差し込もうとした瞬間、紗香は、ハッとした顔で我に返り、振り払うように、注射器を小岩に叩き付け、崖下に投げ捨てる。
	✕　　✕　　✕
	紗香が空しい顔で、覚醒剤の小袋を破り、海風の中に振り撒いている。
	全てを捨て切ると、紗香は項垂れるように膝まづく。
	崖から見渡す、黒い海波が穏やかに生っている。
	駆けつける、俊也の声。
	俊也「紗香、如何したんだ！？ 大丈夫か？」
	紗香「ごめんなさい、もう大丈夫です」
	俊也「如何したんだ？」
	紗香「思い出したくない、厭な夢を観て仕舞
	って……でも、もう、大丈夫です」
	俊也「思い出したくない、厭な夢とは……」
	〇同・ワゴン車内（夜中）
	　　　俊也と紗香が肩を寄せ合い座って居る。
	紗香「３年前、私が看護師をしていた時です。
	勤務先の病院近くの通りを歩いていたら、剣崎が芸能プロダクションの代表で、新人女優のスカウトの為、病院周りをしていると言って来ました」
	俊也は、幕張の駐車場で訪ねて来た、
	鋭い目つきのイケメン男性を想い浮か
	べる。
	俊也「映画館で、紗香を追い駆け廻していた
	色男が剣崎なのか？」
	紗香「そうです。その時私は、看護師をしな
	がら演劇学校に通って、女優を目指してい
	たのです。だから、その名刺を観た時に、
	天にも昇る気持ちに成りました…」
	　　　紗香は大きな息を吐くと、一気に話し出す。
	紗香「数日後に、ヒロイン役のオーディショ
	ンが在るからと連絡が在り、剣崎の芸能プ
	ロダクションに、私が喜び勇んで訪ねた時
	から、地獄が始まりました。芸能プロダクションは表向きで、実際は麻薬の密売組織でした。組織は、東京では無く、千葉県の�のない森林に囲まれたビルに、在ったのです」
	俊也「東京では無く�の無い、千葉県の海沿いとは？ 」
	紗香「千葉県の人里離れた海岸線沿いは、麻
	薬の密売の取引に都合が良いのです。剣崎は、モーターボートを所有していました。私は最初に、その建物の住所を知った時、実家と近くなのに、驚きました」
	俊也「紗香の実家は千葉県なのか？」
	紗香「そうです。九十九里浜の近くに、私の
	実家が在ります」
	　　紗香は、スマホを取り出し、俊也に家
	の外観が映った写真を見せる。
	　　　広々とした庭園から、二階建ての和風
	式の豪邸が映っている。
	俊也「凄い屋敷邸じゃないか、紗香のお父さ
	んは、どんな仕事をしているんだ？」
	紗香「父は、今は化粧品会社の専務をしてい
	ますが、以前は、自衛隊の上級士官でした。
	剣道は、幼いころに父から習いました」
	俊也「コスプレ紗香から、想像も付かない家
	庭環境じゃ無いか、実家に戻って事情を話
	せば、適切な処理をしてくれる気がするが」
	紗香「そうだと想います。父と母は優しいか
	ら、実家に帰って今の現状を話せば、怒る
	以前に、直ぐに警察に出頭しなさいと言う
	筈です。そして父は、直ぐに会社を辞める
	と想います。情けない娘は実家に迷惑と災
	難を振りまく、犯罪者に成り果てて仕舞っ
	たのです…… 私は、到底実家に帰る事など、
	出来ないと想っています……」
	　　紗香、情けない顔に生ってスマホの電
	源を落とす。
	紗香「私は、行き成り強姦されたのです……」
	俊也「行き成り強姦！？」
	紗香「剣崎のいる部屋に這入った途端でした、
	待ち構えて居た手下の黒川と立石に、羽交
	い絞めにされて、麻酔薬の様な物を嗅がさ
	れたのです」
	俊也「それはもう、犯罪じゃ無いか」
	紗香「アイツらに犯罪の意識は在りません。
	　剣崎は、人殺しも辞さない、冷血で狂鬼の
	狂人です。配下の人間たちは怯えて、どん
	な悪行も、剣崎の言いなりでした」
	俊也「剣崎は、そんなに冷酷な人間だったの
	か……」
	紗香「私は、気が付いた時には、ソファの上
	　に裸にされていて、黒川が私の体の上に圧
	し掛かっていました。フラッシュがボンボ
	ン照射されて、恥ずかしい写真が撮りまく
	られたのです。写真を、実家にばら撒くぞ
	と脅されて、私は剣崎の言いなりに成った
	のです……」
	俊也「……！」
	紗香「私は、病院も演劇学校も辞めてから、
	　ビルの個室で黒川と立石に、暴力と強姦の
	中で調教を受けたのです。麻薬付けで廃人
	と生りながら、密輸覚醒剤の受け取り人も
	遣りました。特別会員と呼ばれている人間
	たちに、注射を打つ役目を担いながら、体
	を提供して快楽に溺れた事も在ります。私
	の人生は、あいつ等にズタズタにされ、地獄に落とされたのです！ ……」
	俊也「紗香の人生を滅茶苦茶にしたアイツラは、人間の屑だな……許せない！」
	　　　紗香の空しい顔。
	紗香「黒川と立石は、大した運動能力を持っ
	ていませんが、剣崎は、運動神経も腕力も
	長けています。月に何回かジムに通い体を
	鍛えています。毎日行う、木刀の素振りも
	鋭いです……それでも私は、今度、剣崎に
	出会ったら…躊躇なく（唇を噛み締める）
	……叩きのめします！ 」
	〇同・絶景の丘（夜明け前）
	　　　星明りの薄暗い空間で、ジャージ姿の
	紗香が、パイプ椅子に座り、サバイバ
	ルナイフを器用に使い、野球バット位
	の長さの角材を、削っている。
	　　　紗香の横のブルーシートの上には、木
	　　　刀の形を成した見事な作品が、�に
	�、置かれている。
	　　　
	〇同・絶景の丘（朝）
	　　　黒いジャージ姿の俊也に、紗香が木刀
	を渡す。
	俊也「えっ？竹刀ではなく木刀で稽古をする
	のか？ 危ないじゃないか？」
	紗香「重い木刀の練習で、肩や腕の動きを
	鍛えます。それに此処は、大きなイノシ
	シやヘビが時々出没します。身の安全を
	守る為には、木刀の方が良いのです……」
	俊也「身の安全を守る為？…なのか？…しか
	し、重いぞ……」
	✕　　✕　　✕　
	　　　木刀で、打ち合いの稽古をしている紗
	香と俊也。
	真剣な表情で躱す、太刀の音がバン・
	バン・バンと響く。
	可成り危なく、激しい稽古をしていく、
	ふたり。
	〇同・絶景の丘
	　　　紗香と俊也が、丘の隅の土地を鍬やス
	コップで、掘り起こしている。
	俊也が培養土と書かれた肥料の袋を開け、掘り起こした土に振り撒き、紗香が鍬で耕して行く。
	✕　　✕　　✕
	　　　耕された区画に、貼りつけた板に〈練習畑〉と書かれた杭が立っている。
	〇同・ワゴン車内
	　　　車内のミニテーブルの上に、パンとカ
	ップヌードルが置かれ、俊也と紗香が
	囲むように昼食を摂っている。
	紗香「ところで俊ちゃん、今、持ち金は幾ら
	在るんだ？」
	俊也「新品の発電機が１０万円以上だったか
	らな、それにホテル代や食費、ガソリン代　
	や雑費で……残り６７万円位だ」
	紗香「６７万円か……苦しいな、早いとこ、
	　田舎の、畑にしても良い、土地付の貸家を、
	　見つけようぜ」
	俊也「そうだが、そう簡単に、土地付きの、
	　家賃の安い一軒家なんて、見つかるか」
	紗香「それを頑張って、早いとこ見つけるん
	だよ。ポツンと一軒家の契約が決まったら、
	アタイは直ぐに警察に出頭するからな、俊
	ちゃんは、アタイが出所するまで、畑仕事
	をしながら、飢えを凌ぐんだよ」
	俊也「そうだな、紗香と一緒に暮らせると想えば、飢えぐらい如何ってことないが、早いとこ一軒家の貸家を、見つけた方が良さそうだな」
	紗香「そうだよ、早いとこ、乙女と老人が暮らす家を見つけて、警察に行かないと、アタイの刑が時効に成っちゃうじゃないか、という事で、今から、ふたりの幸せを願って、俊ちゃんの大好きな、クラウディア・カルディナーレ主演の『ブーベの恋人』を観ようぜ」
	俊也「今から観るのか？」
	紗香「そうだよ……年寄りで幸せの薄い俊ちゃんでも、この映画を７回も観れば、大切な事が解かるはずだからな」
	俊也「何だ？その大切な事とは？」
	紗香「大切な事は、ふたりに取っての、よいマチ世界の意味だよ」
	俊也「二人に取っての、よいマチ世界の意味？
	が、大切？ …… 何を言っているんだ？」
	✕　　✕　　✕
	　　ワゴン車のカーテンが閉められている。
	　　パソコンの画面は、映画「ブーベの恋
	人」のラストに近いシーンが流れてい
	る。
	映画のエンドマークが出ても、観てい
	た二人は暫くの間、余韻が残っている
	表情をしている。
	余韻を破るかのように、紗香が言葉を
	発する。
	紗香「俊ちゃん、解っただろう、二人に取っ
	ての、よいマチ世界の意味が？」
	俊也「いや、解らないな、母さんの言った、よいマチ世界は、あの世の事だぞ」
	紗香「違うよ、二人に取っての、よいマチ世
	界は、死の世界じゃ無いよ」
	俊也「如何いう事だ？」
	　　　紗香、ニヤリと微笑む。
	紗香「映画の中で、マーラの恋人、ブーベは、
	如何なったんだ？」
	俊也「刑務所に入れられたが？」
	紗香「それで恋人のマーラは、如何いう行動
	を取ったんだ？」
	俊也「刑務所のブーベに面会に行ったり、あ
	とはブーベの出所を待つことか……」
	紗香「それだよ、俊ちゃん」
	俊也「それだよ、とは？」
	紗香「俊ちゃんの恋人、妻でも良いが、紗香
	は、これから如何なるんだ？」
	俊也「刑務所に入る」
	紗香「夫の俊也は如何するんだ？」
	俊也「……出所を待つ…」
	紗香「何故だ！何故、俊ちゃんは、犯罪者の紗香を待つんだ！」
	俊也「何故かとは？……恋人、いや妻だから、かな…？」
	紗香「俊ちゃん、それだけか」
	俊也「如何いう意味だ？」
	紗香「俊也は紗香が好きだから、待つんだよ！
	  紗香は俊也が好きだから、早く刑務所から
	　出たいんだよ！」
	俊也「……」
	紗香「俊ちゃん、よいマチ世界を、漢字で書くと、こう�るぞ！」
	　　　紗香、紙を取り出し、マジックで大き
	　　　な文字を書く。
	　　　　―　�い待ち！ 世界！　―
	俊也「！」
	〇同・ワゴン車内
	　　　俊也がビデオカメラの手入れをしてい
	る。
	紗香が大きなバッグの中に、メイドコ
	スプレ、着物コスプレ、宇宙服コスプ
	レを入れ込み、その上に木刀を１本入
	れる。
	紗香「俊ちゃん、今夜は下界で二人宴会だ、そろそろ、出かけようぜ」
	俊也「紗香は、酒が飲めないのに、大丈夫なのか？」
	紗香「好い映画を創る為なら、飲めない酒も飲むよ、アタイは演技派女優だからな」
	俊也「……」
	〇雑林の道
	　　　ワゴン車が、崖の急勾配を�って行く。
	〇豪華ホテルの一室（夜）
	　　　スイートルーム。
	　　　洋式の大きなベッドが二つ並んでいる、
	　　　部屋脇に、個室に成った和室が在る。
	大きなお膳に豪華な料理が並んでいる。
	満足そうに座り込んでいる紗香が、顔
	を上げ、妙な顔をする。
	壁に一枚の、油絵が飾られている。
	紗香「何でホテルの部屋に、油絵何て飾って
	在るんだ？絵を飾るんなら、普通はロビ―
	じゃないのか」
	　　黒い空間が覆う中に、灰色の海が不気
	味に波打っている絵。
	俊也「そうだな、ホテルの部屋に、絵が飾られているとは珍しいな」
	紗香「しかも、暗い海の絵じゃん、地獄の海みたいで、嫌な感じだよ」
	俊也「何を気にしているんだ、さあ、紗香、、酒池肉林の世界の撮影を開始するぞ」
	紗香「お年寄りが、張り切っているじゃん、だけど俊ちゃん、撮影に入る前に、お酒で乾杯だよ。高額なスイートルームを頼んだのは、撮影の為とアタイたちの婚約を、記念してだからな」
	俊也「そうだな、だけど紗香、酒は、大丈夫なのか？無理をする必要はないぞ」
	紗香「大丈夫です。好い映画創りの為に私たちの将来の為に、お酒を飲みます……」
	✕　　✕　　✕
	　　　三脚に固定されたカメラが撮影して行
	く。
	メイドコスプレ姿の紗香が、パジャマ
	姿の俊也を案内している。
	紗香「トシ様、こちらが、よいマチ世界の、
	酒池の間で御座います、�様がお待ち兼
	ねです、さあ、お入りください」
	俊也「おおっ、此処が！生き甲斐を生むと言
	　う酒池の間なのか」
	紗香「此処を堪能されましたら、次は、大き
	　なベッドが用意されている肉林の間に、ご
	案内致します。地球の男性に、更なる生き
	甲斐を与える、空間で御座います」
	✕　　✕　　✕
	　　　俊也がビデオカメラを手に持ち、構え
	　　　る。
	御膳の前に座る、宇宙コスプレ服姿の
	紗香が、迎えるようにニッコリ微笑む。
	✕　　✕　　✕
	三脚のカメラが自動撮影を始める。
	宇宙コスプレ姿の紗香と浴衣姿の俊也。
	二人が並んで座って居る。
	紗香「さあ、食べましょう、さあ、飲みまし
	ょう」
	　　大きな御膳に大きな舟守、上に刺身類が、鯛の姿盛、伊勢海老の姿盛が並んでいる。
	皿に牛肉ステーキが、フルーツの盛り合わせが載っている。
	✕　　✕　　✕　　
	　　演技なのか、下品にガツガツと食べま
	くる紗香と俊也。
	　　食べる食べる俊也と紗香。
	　　カメラが撮影していく。
	✕　　✕　　✕
	　　　紗香が俊也に酒を注ぐ。
	　　　俊也が紗香に酒を注ぐ。
	　　　下品に、がぶがぶ飲む飲むふたり。
	　　　カメラは回っている。
	✕　　✕　　✕
	　　　喜びの顔で手を取り抱き合い、踊り捲
	くる紗香と俊也。
	次第に、ふたりの顔が、苦痛の表情に変わって行く。
	踊る踊るふたりの姿が、フレームから出たり入ったり。
	　　フラフラで、乱れた足取り、狂った動
	　　き、苦しそうに、畳に倒れ込む二人。
	自動撮影が止まる。
	✕　　✕　　✕
	　　　着物コスプレ姿に着替えた紗香が、ふ
	らふらしながら、木刀を振りかざす。　
	紗香「私は地球女剣士だ、私の伯父を�かし
	ているという宇宙オンナは、おまえか！」
	　　　俊也が、よたよたしながら、三脚に固
	　　　定されたカメラを操作し、紗香を撮影
	　　　している。
	紗香「�んなハーレムのような所に、生き�
	�など無い！ 酒池肉林など本当の生き甲
	斐では無い！ 地球老人を惑わす宇宙オンナよ！ �してくれる！」
	　　　紗香、木刀を振り下ろし、ふら付きな
	がら狂乱の立ち回りをする。
	紗香、ビデオカメラで撮影している俊
	也を見て動きを止め、おやっ？という声をだす。
	紗香の眼つきが変わる。
	紗香「あれ？剣崎さんでは在りませんか？……コンナ所で何をしているのですか？ ……また…イヤらしいビデオの撮影ですか？
	　…また、オンナを地獄に�れるのですか！… �野郎が！ ……」
	　　　酔っていながら驚く俊也。
	俊也「さ、紗香、な、何を言っている、、僕は… 剣崎じゃ無いぞ。そんな、せ、セリフ…シナリオに書いて無いぞ…！？ 」
	　　　紗香、狂鬼の眼つき。
	紗香「剣崎よ！地獄に落ちろ！」
	　　　紗香が木刀を振り下ろす。
	　　　木刀が三脚のビデオカメラに、バキッ
	と当たる。
	　　　打っ飛ぶカメラ、壊れて畳に転がる。
	　　　俊也も転がり、酔いが打っ飛ぶ。
	俊也「紗香、何をするんだ！？」
	　　　紗香、よろけ乍ら、壁に飾られている
	油絵を観る。
	紗香「何だ？ この絵は？ バカげた金で、こんな絵を買ったのか？！…趣味が悪いな…… 悪党、剣崎！ …… 死ね！ 」
	　　　紗香、木刀を思いっ切り振り下ろす。
	　　　バサッと切り裂かれる油絵。
	俊也「何をしている！？ 紗香！ 」
	　　　俊也、咄嗟に紗香を抱き抑える。
	　　　ドサッと畳に倒れ込む、ふたり。
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　正気に戻る紗香。
	紗香「…これは！？ ……」
	　　　額縁ごと破壊され、畳に崩れ落ちてい
	る油絵。 
	俊也「紗香、酔たのか？ 幻覚か…？」
	紗香「わからない、私は何を……本当に、
	本当に、ごめんなさい！…… 」
	　　項垂れる紗香。
	俊也「遣ってしまった事はしょうがないが、この絵は、一体、幾らする物だろうか？」
	紗香「 ！ 」
	〇同ホテル・フロント
	俊也と紗香が、ホテルのフロントの椅
	子に、無言で座っている。
	時計は、午前十時を過ぎている。
	　　　ホテルの支配人、杉下（４８）が来る。
	杉下「新田さん、お待たせしました」
	　　立ち上がる俊也と紗香。
	俊也「今回は、大変なご迷惑をお掛けして、申し訳有りませんでした」
	　　　ふたり、深く頭を下げる。
	杉下「いや、過ちは誰にでもありますから、当ホテルとしては、絵の代金と宿泊料金さえ都合して頂ければ、穏便に済ませる心算ですので」
	紗香「（神妙な顔）……で…絵は、幾らなので
	しょうか？」
	杉下「あの絵は、昨年、オンラインで購入し
	た絵でして、その時の購入額が………」
	〇伊豆の海岸線道路。
	　　　走っているワゴン車。
	　　　後部席に、破壊されたビデオカメラが
	転がっている。
	　　　力ない顔で運転している俊也。
	　　　助手席の紗香は項垂れて、悲壮な顔を
	している。
	俊也「持っている御金で、足りて良かったよ
	　……」
	　　　紗香、顔を上げる。
	紗香「何を言っているんですか……私の所為で、残りの御金は……２万円しか……無いんですよ。（悲痛な顔で）もう、ふたりが生きて行く御金は無いんですよ…全て……私の所為で……」
	俊也「過ぎてしまった事だ…今夜は、最後の
	夜で……最後の映画だな…… 」
	　　紗香、異様な微笑みを浮かべる。
	紗香「…俊也さん、２万円は在るんですよね」俊也「２万円位は在るが？」
	紗香「俊也さん、スタンドに依って、車のガ
	ソリンを満タンにして下さい」
	俊也「？… 如何いう事だ？ 二人の秘密の丘
	に着けば良い事だ。もう車に、ガソリンは
	必要無いぞ？」
	紗香「（失意の声）あの世の、よいマチ世界は、
	　可成りの道のりだと想います。如何か、車
	　にガソリンを入れて遣って下さい……」
	俊也「…？？」
	　　　車窓に、黒い海が�いている。
	〇絶景の丘（夜）
	　　　星ひとつ無い暗い夜に生っている。
	　　　ワゴン車がポツンと、絶景の丘に止まっている。
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	カーテンは閉められている。
	ワゴン車内。
	肩を寄せ合い、空しい顔で、パソコンの画面を見詰めている二人。
	流れている映画は、佐久間良子主演の
	『五番町夕霧楼』
	映画が半ばに差し掛かった時、今まで
	悲壮な顔で無言だった紗香が、ポツン
	と言い始める。
	紗香「夕子（佐久間良子）さん、昔の恋人に
	再会したから、心も行動もガラリと変わっ
	たんですね……」
	俊也「そうだな……」
	紗香「人生って……出会いと別れの色波で…
	ドラマが生まれる気がする……」
	俊也「そうかも知れないな……」
	紗香「幼い俊也さんが、あの時、バッタに出
	会っていなかったら……俊也さんの御母さ
	んが列車に飛び込んでいなかったら、俊也
	さんの人生は、大きく変わっていた�です
	……私が�で、剣崎に出会っていなかっ
	たら……私が駐車場で、俊也さんを見かけ
	なかったら……私は、違った方向に違った
	道に、向かっていた筈です……」
	俊也「そう言われると、不思議だな、人生は、色んな道が入り組んでいるのかも知れないな……」
	　　ふたり、また黙って映画を観続ける。
	　　画面は美しい海でエンドマーク。
	　　　　　✕　　✕　　✕　
	俊也「紗香、心の準備は出来たか？」
	紗香「ダメみたいです」
	俊也「ダメとは……？」
	　　車のフロントパネルの上、透明ケース
	　　の中に、二つの指輪が並んでいる。
	　　見詰める紗香。
	紗香「俊也さん、ふたりは、生きる希望を見
	い出しましたよね」
	俊也「ふたりが一緒に暮らす事か？」
	　　　紗香、窓外の真っ暗な空間を観ている。
	紗香「……俊也さんの御母さんは、お金が無くてもプライドが在りました、だから死の道を選びました」
	俊也「そうだと想うが、何が言いたいんだ？ 」
	紗香「薬物女の私には、プライドなんて在り
	ません。だから、生への道を選びたいので
	す。俊也さん、私の実家に行って貰えませ
	んか」
	俊也「紗香の実家へ？」
	紗香「お金の無心に行きます！ 行けば私は、警察に出頭する事に成りますが、事情を全て話せば、父と母は間違いなく俊也さんに、２百万円とか３百万円とかの御金を都合してくれます。出来れば、その御金で田舎の一軒家を借りて、私の出所を待って居て欲しい……」
	俊也「紗香が望むなら、それは良いが、そんな事が実際に出来るのか？ 」
	紗香「出来ます！ 私には、もう、プライドなんて無いのですから！」
	俊也「…… 」
	〇夜中の道路
	　　　走るワゴン車。
	〇住宅街の道路
	　　　並ぶ屋敷に、日差しが当たっている。
	　　　住宅街の道路を走るワゴン車。
	　　　運転している俊也。
	俊也「もう、紗香の実家は近いのか？」
	紗香「もう、直ぐそこです」
	　　　感慨深げに住宅街を眺めている紗香。
	紗香「えっ！？」
	　　　驚きの声を上げる。
	　　　道横に剣崎の外車が止まっている。
	　　　運転席に黒川、助手席に立石、後部席
	　　　に剣崎の姿が。
	　　　紗香と剣崎の眼が合う。
	　　　剣崎の眼光が、キラリと光る。
	勢いよく走り出す、剣崎の外車。
	俊也「紗香、如何したんだ？」
	紗香「このまま、この道路を真っすぐに走って、突き抜けて！」
	俊也「何かあったのか？」
	紗香「俊也さん、バックミラーで後ろを」
	　　俊也、バックミラーを観る。
	　　大きな車の影。
	紗香「剣崎の車です」
	俊也「ええっ！？ 剣崎の車なのか！」
	紗香「あいつらは狂鬼です。気持ちを強く持って下さいね！」
	俊也「！… 」
	〇林道
	　　　脇に生い茂った雑草、林道を走るワゴ
	ン車。
	　　　ワゴン車が来て空き地に止まる。
	木刀を片手にした紗香と俊也が、素早
	く降り、空き地に立つ。
	　　　直ぐに、剣崎の車が来て止まる。
	〇同・空き地　
	　　　木刀を構えて立っている紗香と俊也。
	　　　車を降りる、剣崎、黒川、立石。
	剣崎と立石が木刀を手に持ち、黒川は拳銃を手にして歩いて来る。
	　　　紗香、木刀を鋭く振る。
	紗香「ああっ！ 危険ですから、それ以上、近づかないで！」
	　　　苦笑いを浮かべて、立ち止まる３人。
	剣崎「紗香、元気そうだな。クスリを返して
	　貰おうか、今直ぐ寄越せば、逃げた事は許
	して遣る」
	紗香「ああー、あの毒物は危ないので、全部
	捨てたよ」
	剣崎「紗香！正気で言っているのか！？…ま
	あ、薬は如何でもいい……そちらのオヤジ
	さんと一緒に、死体に成って貰えば！」
	　　　剣崎、狂鬼の形相を俊也に向ける。
	　　　俊也、遊びではない本当の殺し合いを
	　　　感じる。
	俊也の手が震え顔が�えだす。
	紗香が木刀を持つ手をだらりと下げ項
	垂れ、隙だらけのポーズをとる。
	立石が思わず、木刀を振り回し突進し
	てくる。
	立石「ウワァ―！」
	　　　紗香の気合の声が響く！
	紗香「面！胴！」
	　　　面と見せかけた紗香の木刀が、立石の
	脇腹を貫く。
	立石「うぇー！」
	　　　立石、うめき声と共に崩れ落ちて行く。
	　　　更に紗香の怒りの木刀が、立石の背中
	　　　を叩き付けた瞬間、黒川の拳銃の発砲
	　　　音が響く、怯む紗香。
	刹那！ ビュッという音と共に、剣崎の
	木刀が、紗香の脇腹にバシッと喰い込む。
	紗香「うっっ！」
	　　　呻き声と共に倒れ込む紗香。
	俊也「紗香！」
	　　　驚愕の俊也の顔。
	　　　剣崎の木刀が紗香の背中を叩き付ける。
	　　　蹲る紗香に、黒川が拳銃を向け、撃ち殺そうとした時。
	俊也「ウォー！」
	　　　脱兎の俊也の木刀が、黒川の拳銃を叩き飛ばず。
	俊也「面！胴！」
	　　　俊也の渾身の木刀が、黒川の脇腹を打ち抜く。
	　　　声も出ずに崩れ落ちて行く黒川。
	　　　剣崎を警戒する様に、素早く駆けて、対峙する俊也。
	　　　剣崎、木刀を抱え、パチ、パチ、パチと、ゆっくり手を叩き、余裕の笑みを浮かべる。
	剣崎「年寄りにしては見事だった！ 雑魚相手
	だったがな……おや？…何処かで観た顔だ
	な？…駐車場での、オヤジでは無いか…？」
	俊也「覚えていて貰って、光栄だ」
	剣崎「いい歳�いて、紗香を��めにするとじゃないか！」
	俊也「お前らのような、ケダモノとは違う！」
	　　　剣崎の顔色が変わる、鋭い目つきで、
	木刀を構える。
	　　　痛みを堪えて、よろよろと立ち上がる
	紗香、絞り出すような声。
	紗香「と、俊ちゃん、に、逃げろ！」
	　　　紗香の声で、全身に凄まじい気迫が漲る俊也。
	俊也「僕は、逃げない！」
	　　　俊敏な動きで駆けこんで来る剣崎が木刀を振り上げ�した時、凄まじい紗香の叫び声。
	紗香「下衆野郎！ 剣崎、死ね！！」
	　　　一瞬、怯む剣崎。
	　　　俊也の気合の声が響く！
	俊也「面！胴！！」
	俊也の木刀が剣崎の顔に当たると同時に、凄まじい剣さばきが、剣崎の脇腹を�く。
	剣崎「うっ！…う、うぁっ！」
	　　　剣崎の顔から血が噴き出し、崩れ落ち
	　　　て行く。
	✕　✕　✕
	俊也「紗香！ 大丈夫か？」
	　　　紗香に駆け寄る俊也。
	紗香「俊ちゃん、黒川のポケットだ。車の鍵
	　だ。車の鍵を取り出すんだ！ 剣崎の車には
	　金が在る！」
	　　　痛みを�えている紗香。
	〇道路
	　　　走っているワゴン車内。
	　　　運転している俊也。
	俊也「紗香、病院に行かなくて本当に大丈夫
	なのか？」
	　　　後部席に座り込んだ紗香が、痛みに堪
	え乍ら、中型バックの中を覗いている。
	紗香「大丈夫だよ。傷は重傷じゃ無い中傷だから、ぜんぜん平気だよ」
	俊也「なんだ、その、中傷とは？ 」
	紗香「おおっ、俊ちゃん、１万円札が２００枚以上は、入っているよ」
	俊也「２００万円ものお金が、入っているのか」
	紗香「これで、直ぐに山の中の一軒家を探して、アタイは刑務所に這入って、その間は俊ちゃん、畑仕事を頑張ってよ」
	俊也「そうだな……」
	　　　紗香が、更に、１万円札の底を覗くと
	　　　大きな薬袋が入っている。
	　　　薬袋の中には、固形の薬と液体が入っ
	ている透明な小瓶と茶色の小瓶が幾つ
	か見える。ひとつに麻酔薬と書かれた
	ラベルが見える。
	紗香「あっ、強力な、痛み止めの薬が入って
	いる！」
	俊也「強力な痛み止めの薬…？ 」
	額に汗が滲んでいる紗香の顔色が、更に変わる。
	紗香の目先に、ビニール袋に小分けさ
	れた白い粉とビニールに包まれた注射
	器が……
	〇コンビニ・駐車場
	　　　俊也のワゴン車が停まっている。
	　　　後部席のドアがガラッと開き、レジ袋
	を抱えた俊也が。
	俊也「紗香、大丈夫か、ペットボトルの水と
	夜の食料を買って来たぞ」
	紗香「（力無く）…俊ちゃん……ありがとう…」
	　　　額に汗が、痛みを堪えている紗香。
	俊也「紗香、本当に大丈夫なのか？」
	紗香「…もう…大丈夫です……薬を飲めば…」
	俊也「そうか……？」
	〇東名高速道路
	　　　俊也のワゴン車が飛ばしている。
	俊也「紗香、薬は、効いているのか？ 」
	　　　後部席をチラッと覗く俊也。
	　　　紗香が深い眠りに就いている。
	俊也「（呟く）薬が効いた、みたいだな……」
	〇絶景の丘（夜）
	　　　ワゴン車が止まっている。
	　　　後部席で小テーブルの上の、パンやカ
	ップヌードルで、夜の食事を摂ってい
	る俊也。
	俊也の眼先に、中型の黒いバックが在
	り、横で紗香が眠っている。
	俊也「（呟く）長い眠りだな……？ 」
	　　　俊也、首を傾げる。
	〇同・ワゴン車の外（夜）
	　　　崖っぷちに立ち、夜の絶景を眺めてい
	　　　る俊也。
	　　　眼下に、深い海が荒れている。
	黒い波が吹き荒れ、岩肌に渦撒いてい
	る。
	　　　月明かりの下、果てしなく続く海波が、
	　靡いている。
	　紗香が駈けて来る。
	紗香「うわぁー、元気に成ったぞ！ 俊ちゃ
	ん！ アタイは、元気に生ったぞー」
	　　振り返る俊也。
	　　紗香が立っている。
	着物コスプレに帯を巻き、その中にサ
	バイバルナイフが射しこまれている異
	様な姿。
	俊也「なんだ？ その恰好は？ 」
	紗香「アタイは、演技派女優だ、今から芝居
	　を遣るぞ！ うおふぉふぉ、うおふぉふぉ」
	俊也「紗香！ また幻覚症状か！？」
	　　　紗香、スタスタと歩き振り返る。
	　　　まるで、歌舞伎役者のような動作をす
	る紗香。
	紗香「とざい、とーざい！ 」
	　　　紗香、ナイフを手に持ち、振りかざす。
	紗香「我こそは、女剣士さやか だ！ 今か
	ら、人間様に�りつく悪魔の成敗だ、成敗
	だ～あ、尋常に、勝負、勝負う～」
	　　紗香、サバイバルナイフをクルクルと
	　　天空に放り投げ、見事にキャッチする。
	紗香、歌舞伎役者の様に、ぎろっと俊
	也に目を向ける。
	紗香「俊ちゃん……楽しかったよ……」
	ジッと俊也を見詰める紗香の目から、
	涙が、ひとしずく落ちる。
	俊也「えっ？！ 何を言っているんだ？ 」
	紗香「（振り絞る声）…俊也さん…ごめん
	なさい……」
	紗香の目に涙が溢れている。
	俊也「如何したんだ？ 紗香！？ 」
	紗香「俊也さん…これが現実の……私です」
	　　　紗香、着物から片手で、注射器と白い
	薬の小袋を取り出し、俊也に�す。
	俊也「覚醒剤！？ …如何いう事だ？ 如何し
	てだ！」
	　　　失意の紗香、注射器と覚せい剤を地面に落とす。
	紗香、ゆっくりとサバイバルナイフを
	自分の腹に体に突き刺す。
	　　　―　うっー、うっー　―
	　　　紗香、呻き声の中で苦しみながら、ナ
	イフを抜き再び、腹に差し込む。
	吹きだす血。
	紗香が崩れ落ちて行く。
	俊也「 ！ 」
	　　　唖然とする俊也。
	　　　　　　✕　　✕　　✕
	　　　俊也が見詰めている。
	　　　血に�れた、紗香の無残な死体が、６
	　　　０年前の、母の無残な死体とダブり重
	なる。
	俊也、紗香の死体を担ぎ上げる。
	〇同・崖っぷち（夜）
	　　　月夜に照らされる黒い荒波が、太平洋
	の果てまで連なっている。
	見詰めている俊也に紗香の死体が寄り
	掛かっている。
	俊也「母さん、トノサマバッタは、女性だっ
	たよ。紗香だよ……綺麗だろ、可愛いだろ
	……今、連れて行くから……」
	✕　　✕　　✕　
	　　　俊也、紗香を担ぎ上げて来て、ワゴン
	車の助手席に降ろす。
	俊也、後部席の黒いバッグと木刀を手
	に持ち、怒りの叫び声を上げ、駆けだ
	す。　
	俊也「うぁー！うぉ！」
	　　　狂ったように、バッグの�を、浜風
	　　　の強風に撒き上げる俊也。
	　　　一万円札が浜風に舞い、流され消えて行く。
	✕　　✕　　✕
	　　　俊也が木刀を振り回し、狂ったように
	乱舞している。
	　　　立ち尽くしている俊也、地面に落ちて
	いる、注射器を見る。
	唇を噛み締めた俊也の眼に、悔し涙が
	浮かぶ。
	俊也「おまえだ！ おまえが！ 紗香の人生を
	　滅茶苦茶にしたんだ！ 馬鹿野郎が！」
	　　　俊也、渾身の力を込めて木刀を振り下
	ろす。
	注射器が粉々に散り上がり、バキッと
	いう音と共に、木刀の破片が空に飛ぶ。
	〇同・ワゴン車の中（夜）
	　　　俊也、助手席の、血塗られた紗香の腹
	　　　にノートパソコンを載せ、シートベル
	　　　トで締め付ける。
	　　　俊也、自分の腹に、�れたビデオカメ
	　　　ラを載せ、シートベルトで締め付ける。
	俊也「未だ、映画は完成して�いからな……」
	✕　　✕　　✕
	　　　俊也、指輪を紗香の指に嵌め、自分の
	指にも指輪を嵌める。
	二つの指輪は、キラキラと輝いている。
	俊也、左手で紗香の手を握り、唇を噛み締める。
	俊也「紗香、行くよ！」
	　　　星空の下、ワゴン車が、ゆっくり動き
	出し加速して行く。
	ワゴン車は、崖の丘から空を舞い、静
	かに消えて行った……
	〇同・絶景の丘（夜明け）
	　　　丘の上から、見渡せる海原に朝陽。
	　　　太平洋の果てまで続く穏やかな海波が、
	　　　オレンジ色に、キラキラと輝いている。

